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滋賀県教育委員会では活力のある県民社会、生きがいのある

生活を築くための一つとして、文化環境づくりにとりくんでい

ます。そうした中で文化財の保存と活用を図る施策のうち、開

発に伴う埋蔵文化財の保護も重要な課題となってあります。

先人の追してくれた文化財は、現代を生きる我々のみならず

子々孫々に至る貴重な宝でもあります。このような大切な文化

遺産を破壊することなく、後世に引き継いでいくためには、広

く県民の方々の文化財に対する深いご理解とご協力を得なけれ

ばなりません。

ここに横江団地造成工事に伴う事前発掘調査の成果を取りま

とめましたので、ご高覧のうえ今後の埋蔵文化財保護のご理解

に役だてていただければ幸いです。

最後に、発掘調査の円滑な実施にご理解とご協力を項きまし

た、地元の方々並びに関係機関に対して厚く感謝の意を表しま

す。

昭和62年 3月

滋賀県教育委員会

教育長 飯田志農夫
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ある。
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第 I章 調査に至る経緯と経過

本報告書は昭和58年度と昭和59年度に実施 した、住宅供給公社による横江団地 (弥生の

里)に伴 う、埋蔵文化財横江 (よ こえ)追跡の発掘調査の成果をまとめたものである。

昭和56年 12月 2日 付け滋住供第 253号 で守山市教育委員会宛てに住宅供給公社より埋蔵

文化財確認調査依頼が提出された。地番は守山市横江町横畑 213番地外64筆で公簿面積は

36491ド である。市教育委員会社会教育課ではこの依頼 を受けて協議の結果まず、追跡の

規模、性格を知 り以後の協議の資料 とするために同年12月 24・ 25日 の両 日に県住宅供給公

社の川崎氏、武藤氏の立ち合いのもと試掘調査を社会教育課主事山崎秀二が実施 した。宅

地造成計画地 に26箇所の試掘 トレンチをもうけて調査をおこなった結果、ほぼ対象地全域

の箇所で濤や柱床が検出され、当地には古墳時代 と中世の大規模な集落跡が存在 し、広範

囲に遺構・追物が散布 していることが判った。この試掘結果をもって市教育ないで協議を

した結果、本来であれば追跡の現地形 を変更することなく開発することが望ましいわけで

あるが、開発対象地が38000ド とぃう広大な面積 に加えて住宅地建設という性格的な側面

から現地形を保護 した形で開発を行なうことが困難であるため記録保存による発掘調査が

不可避の状態であると判断 し、よって依頼者である県住宅供給公社には「全域 に遺構があ

ること、また造成工事までに発掘調査を実施 し遺跡の保存に努められるよう」通知 した。

一方、この事業が県の団体で進められていることから昭和57年 1月 5日 付け守教委社第 4

号、滋賀県教育委員会教育長宛て に「全域 に追構が広がること」「本件の調査等の事 に

ついては県教育委員会で処理 されるよう」報告 した。この後、幾度 かの協議 を経て昭和57

年度中に次の四点の合意を得た。1.全域の発掘調査の実施。 2.調査は市教育委員会と県

教育委員会との二者で実施する。3.第 1次の調査については守山市で契約 し担当し実施す

る 4。原則 として 4ケ年の期間が必要である。以上のことをうけて昭和58年 3月 23日 に県公

社、県文化財保護課、市教委の三者で最終的な協議を実施 し昭和58年度から発掘調査を実

施することが決定された。県住宅供給公社では昭和58年 3月 28日 付けで埋蔵文化財発掘調

査策定通知を提出され、市教育委員会ではこの通知に基づ き同年 4月 9日 付けで文化庁長

官宛てに発掘調査通知を提出 した。昭和58年 4月 4日 付けで守山市長と県公社理事長名で

発掘調査に係わる契約書を締結 し現地調査を進めることにより守山市教育委員会では宮下
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陸夫主事を担当に、県教育委員会では木戸雅寿技師を担当で開始された。

(山 崎)

昭和58年度の調査はまず 2期 に分けられている工事区間のうちの 1期工事分そのなかで

も最も奥にあたる部分とそれに続 く進入路にあたる10000ド を対象におこなった。昭和59

年度は調査主体を本来の姿である県教育委員会に戻し財団法人文化財保護協会に事務局を

おき実施 した。守山市教育委員会には引き続 き嘱託職員の派遣によって協力を得た。調査

は前年度に引き続き1期工事分の10000ド について実施 した。そして、残 りの18000ド に

ついては昭和61年度に発掘調査の予定である。

整理調査は昭和59年度末より昭和60年度中にかけての数回の協議の結果、県教育委員会

の担当技師がかわった昭和59年度を契機に第 1次調査と第 2次調査とにわけ三分 しておこ

なうこととして決まりその第 1次 として、昭和61年 3月 5日 付け滋住供用第15号で滋賀県

住宅供給公社より埋蔵文化財 (横江追跡)の整理調査業務についてという依頼があり滋賀

県教育委員会が調査主体となり財団法人滋賀県文化財保護協会を調査機関とするかたちで

再委託され実施された。守山市教育委員会としては過去の経緯から調査に関わった主事に

たいして職員の派遣を要請 し協力のもと共同で実施 した。

第 1次の横江遺跡発掘調査及び整理調査は昭和61年刊行の本報告書をもって事業は終了

したことになる。 (本戸 )

第Ⅲ章 遺跡の位置と歴史的環境

追跡の位置

守山市は滋賀県の南西部、その水源を御在所山に端を発する野)H川 によって運ばれた土

砂 によって形成された扇状地上に位置する。現在野州川は守山市の北にその北流・南流が

流れ、市内全域にはその分流である法竜・石田・守山・山賀・境等の支流が多く流れる。

現在の集落の多くはこの様な大小 さまざまな河川によって形成された微高地上に形成され

ている。調査対象となった横江遺跡の所在する守山市横江町もこのような場所のひとつで

あり、守山市の中心街から西方へ伸び金森・横江をねけて草津市声浦・下物 に至る「境川」

の中流部分に位置する。「境川」は現在の行政上の区分である草津市、栗東町の境を流れ

る川であり、現在では河幅こそ狭いがかっては旧野州郡 と栗太郡の自然的境界であつたと
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いわれており今回でもその古代の川幅力潮Om以上あったことが確認されている。当該地は

その「境川」が北に流れ、東西に走る県道片岡栗東線 (古代の支那街道)に そって流れる

「海道川」に扶まれた三角州状自然堤防上に位置 している。          (木 戸)

歴史的環境

次に歴史的環境についてみてみたい。現在守山で発見されている追跡の内で一番古く遡

るのは縄文時代である。市内で報告されている追跡のなかでは服部遺跡が有名であり、お

もに山の手を遠 く離れた微高地ないしは微高地周辺で晩期末の追構や遺物が検出されてい

る。近年の調査の成果では中期や早期に遡ると思われる集落が湖岸べりに存在していたこ

とが琵琶湖総合開発関連の調査等で確認されている。また、当追跡のように内陸地でも中

期の縄文式上器が散乱し出土する遺跡も増えているようである。次の弥生時代では前期に

あたる土器を出土する集落の跡が服部遺跡、赤野井遺跡、赤野井浜遺跡、寺中追跡、山賀

遺跡、草津市の支那中追跡といった琵琶湖の旧湖岸べりまでに1血 に満たない低地で多く

見つかっている。大規模な集落の湖岸べりへの定着は、畿内の河内内湖周辺の集落からの

瀬田川を北上 して琵琶湖沿岸ぞいに水上交通を利用して移住定着した弥生人の姿を想定で

き大変興味深いところである。中期に入ると集落はその拠点を元の大規模な集落を継続し

て存続する一族とそこから独立して枝村的に分かれて水系を辿るようにより内陸部に入 り

こんでいく中規模村落とにわかれるようになる。勿論、これらの集落の移動に対しては海

退・海進という自然的な要因が大きく作用していることはいうまでもないが、前者は服部

遺跡、寺中追跡、赤野井遺跡、支那中追跡があり、後者は金森西追跡、欲賀南追跡、益

須寺遺跡、小島遺跡、播磨田東遺跡、川中遺跡等がある。また、この時までにすでに守山

周辺にも青銅器の文化が入 りこんでおり、服部追跡 (新庄出土)に古段階の銅鐸が4鐸 あ

る。いずれも、本来であるならばその終 りとともに当時の共通認識に添って山中に埋納 さ

れるはずであったが、山の存在する一番近い野州地帯の勢力と相反 していたのか、遺跡周

辺に山のなかったのか湖南では何れも平野部 に埋納 された。弥生時代の後期においても基

村的性格 を持つ服部遺跡 は存続するが、大門遺跡、横江遺跡、吉身西遺跡、伊勢遺跡等

のように、集落はさらに枝村を増やし生産向上と社会的動揺という背景のもと結合と分散

を繰 り返 しより内陸部へと入る。守山に於いても一番この時代の集落跡の多い段階であり

従前より小篠原銅鐸と首長墓を根拠に展開されている野州町を凌ぐ量と規模の物が揃って

いる。古墳時代に入ってもこの勢いは衰えず守山に於いてはこの時代の早い段階から建物

構造に掘建柱建物を採用する集落が多数出現 している。やはり、琵琶湖に面 しているだけ
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内陸地 よりも文化の浸透が早い感がある。 しかしながら、古墳そのものは少ない。守山市

全域が平地によって構成されていること、削平 されて現在 しているものが少ないとことを

加味 しても巨大な古墳群の存在する墓域は野州町、栗東町にあることは確実で当時の政治

の基盤 と相互関係を考えさせ られるものがある。大和朝廷の成立も当地周辺 にその足跡 を

遺 している。『日本書記』安閑天皇二年 (535)の 条に近江葦浦に屯倉を設置 し犬養部を

おくことが記 されているが、現在これらは当追跡の近郊の赤野井から三宅を中心とする一

帯に残 る地名と条里制以前の南北地割 りの残存する地帯に比定されている。さらに条里制

制定後の国郡里制では守山あた りは野州郡 に属 してお り、記緑によれば那内には三上

・服部・適保 。敷智・明見・篠原があるが、この うち服部・敷智 。明見が当地周辺 に存在

していたといわれており服部は服部追跡周辺 に敷智は後の淵庄とのかかわりのなかで式内

社である現在のィ弓路石辺神社辺 り迄を明見は赤野井から荒見をおのおの推定されている。

そして当然当地はこの明見郷の南端、栗太郡 との境に位置 しているわけである。奈良時代

から平安時代 にかけてはこの一帯は早 くから法隆寺 。大安寺などの墾田が現われ、中世に

入っても陽明門院領の中津神崎荘・吉身荘・立入荘や園城寺、日吉社、法華寺領の野州新

荘・小浜荘等の荘園 とこのあたリー帯には早 くから成立 している。室町時代にはいるとこ

のあたりは真宗の拠点となるところであり金森、古高、横江、欲賀、山賀 と幹線道路ぞい

に等距離に道場がもうけられている。歴史のなかでは寛正 6年 (1465)3月 には二会院領

赤野井村が山門によって違乱を加えられそのつ ど幕府から停止が命ぜ られたりしており、

山門宗従に大谷を追われた本願寺の蓮如が在覚以来の金森に逃れてきたりした記録 が残っ

ている。戦国時代を迎えると織田信長の出現 により、またこの地も賑やかさをましてくる。

当遺跡周辺にも信長はたびだび訪れているのである。信長は清州から京に向かう途中よく

守山で宿をとっている。永禄11年 (1568)に は矢島郷に出向 き足利義昭を擁 して上洛する

ために守山に泊 り支那へ出ている。いずれも今宿をとおり金森をねける馬道で矢島にでたり

鎌倉道から支那へでていた。そして守山から支那へ至る重要路の岐点には金森がありここ

で一向宗が栄えていた。元亀元年 (1570)に は一向宗を擁していた六角承禎を信長の配下

柴田勝家、佐久間信盛が笠原で打つている。そして、翌 2年 には金森、三宅に関徒がここ

に集結 し抵抗 している。信長はこれを攻め7月 に開場 し近江で最初の楽市楽座を開いてい

る。このように当追跡周辺には大きな歴史の舞台にこそならなかったがある意味での歴史

の重要な一翼をになった場所が沢山存在しているわけである。そして、横江追跡はこのよ

うな歴史的な環境 におかれて存在 しているわけである。
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5。 布施 野 城 追跡  6。 赤野 井 浜追跡 7.小 津 浜 追 跡 8.杉 江 北 追 跡
9.山 賀 西 遺 跡 lo。 昌 寿 院 追 跡 11.正 楽 寺 追 跡 12.仁 願 寺 追 跡
13.山 賀 追 跡 14.杉 江 遺 跡 15。 小 津 神 社追跡 16.杉 江 東 遺 跡
17。 赤 野 井 追 跡 18.狐 塚 遺 跡 19.石  田 遺 跡 20。 播 磨 田 西遺跡
21.石 田三 宅 遺跡 22.森 川1原 追 跡 23.欲 賀 追 跡 24.欲 賀 城 跡
25.欲 賀 寺 追 跡 26.冬 塚 古 墳 27.檜 皮 堂 遺 跡 28.観音寺廃寺追跡
29.観 音 寺 館 追跡 30。 安 国 寺 追 跡 31.上 東 追 跡 32.欲 賀 南 遺 跡
33.三 宅 北 遺 跡 34.金 森 西 遺 跡 35。 中 島 追 跡 36。 薬 師 堂 遺 跡
37.印 岐 志 呂城跡 38.長 束 追 跡 39.長 束 三坊追跡 40。 中 堂 追 跡
41.南 濤 畑 遺 跡 42.上 寺廃 寺遺跡 43.北 太 田 追 跡 44.横 江 追 跡
45。 三 宅 城 跡 46。 大 門 追 跡 47.金 森 城 跡 48.古 高 追 跡
49.金 森 遺 跡 50.下 長 遺 跡

第1図 遺跡位置図
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第Ⅲ章 調査の方法

調査にあたっては、調査の対象地域が広大であり且つ調査が数年に渡ることを考慮して

調査成果が後々きっちりとつながるように当初に基準を設定することとした。基準点は柱

宅供給公社使用の「横江柱宅団地建設事業現況平面図」にある調査地入口付近の道路交差

点南角、境川北角に設けられている道路測量用側点 (T-2)を基準とした。まずこの点

から磁北にのるように南北に軸をとりその南北軸の10mお きに基準点をもうけた。さらに

この軸に90° に交基するように東西軸を設定し同じように10mお きに基準点をもうけ、10

m× 10mの 方眼をかけた。各グリットの呼称は北よりA～ Zの アルファベットで西より1

2、 3、 ………の数字でとり座標方式で、例えばA-1、 A-2等 のように標示 した。

これらの基準点は遺構に伴わない遺物のとりあげや実測図の基準点や図面の照合に使用

した。

次に調査区の設定であるが、調査区の設定にあたつては工事造成計画と当該年度の調査

体制、さらにそれに加え現況の地形を考慮し条件を全てを満たすべく調整 し設定した。昭

和58年度は第一調査区、第二調査区、第二調査区を昭和59年度は第四調査区、第五調査区

第六調査区、第七調査区、第八調査区、第九調査区、第十調査区をそれぞれ実施 した。

調査の方法は、まず調査区対象となる地域に調査区設定用の杭を打ち調査区を設定して

バックホーの先に鉄板をはかせた調査専用の重機によって水田、畑地の耕作土と床土を除

去 し遺構面を検出したのち草けずりによって精査 し追構を検出した。これをまず平板実測

により略測図 を作成 しこれをもとに調査区ごとに遺構 に番号を附して遺物よりあげ言E

号 と番号 (SA―柵列、 SB―掘立柱建物、SD―溝、SE―井戸、SK―土壌、SP

一柱穴、SX― その他、)を附した。調査中の記録はそのつど手書きによる断面図 (層位 )

と平面図 (追物出土状況図や井戸)と により記録 し全体の状況は20分 の 1の手書きの平面

図を作成した。また、写真撮影による記録は日々の追構、追物の状態を主として中型、小

型カメラを併用してモノクロ・リバーサル・カラー (一部)に よっておこなった。なお調

査区単位で調査の終了後平面写真によって記録保存をはかるため航空写真撮影委託によっ

てバルーン (一部)やヘリコプター、セスナによる写真撮影をあわせて実施 した。
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第 2図 調査区設定図

-7-



第Ⅳ章 調査の結果

第 1節 第 1調査区

本調査区で検出した遺構は古墳時代と平安時代後期～鎌倉時代にかけての掘立柱建物跡

・井戸跡・土渡・溝跡がある。遺構は耕作土直下で検出され、東側が希薄で西及び南側に

集中してぃた。おおむね古墳時代の遺構は西側に、平安時代後期～鎌倉時代の遺構は南側

にみられた。地山は4種類に区分でき東から灰褐色砂質土 。灰色礫土・暗褐色土 。淡黄青

色粘質土 。暗褐色土・灰色礫土と著 しく変化する。集落形成以前の河川の氾濫によるもの

と考えられる。

I 古墳時代の遺構と遺物

1遺 構

掘立柱建物 (SB-1～ 8)

SB-1(第 3図 )

調査地西側で検出した3間×3間の倉庫状建物である。主軸方位はN-5ztt Eを示 し、

柱間距離は桁行1.4m、 梁行1,2mを測る。柱穴掘方は長径65cmの楕円、直径50cmの 円、一

辺50cmの 方形と形状上ばらつきがみられるが柱穴は直径20～30cmの 円形である。埋土は掘

方が地山が混入 した暗黄茶色粘質土で、柱穴は黒褐色粘質土である。遺物はP-1～ 4ょ り

受口状口縁甕の小片が出土している。時期は布留式併行期 とみられる。

SB-2(第 3図 )

調査区南西部で検出した4間× 2間の南北棟建物である。主軸方位はN-17生 Eを示 し、

柱間距離は桁行1.5m、 梁行1.8mを 測る。柱穴の形状は直径40cmの 円もしくは長径40～ 60

Cmの楕円形である。埋土はおおむね黒灰色粘質上の単層で、いずれも炭化物を合有してい

る。遺物は若千の柱穴から土師器片が出土 してぃる。6C後半～7Cの年代が考えられる。

SB-3(第 3図 )

SB-2の 西に位置する5間× 2間 と南北に網長い大型の建物である。主軸方位はSB
-2同様N-17生 Eを 示 し、柱 FHE距離は桁行1.6m、 梁行1.5mを測る。柱穴は規模・形状

にややばらつきがみられる。埋土は黒褐色粘質上の単層である。遺物は柱穴内から土師器、

須恵器の小片が出土 している。時期 は6C後半～7C代である。
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SB-4(第 3図 )

調査地西端中央で検出した 1間 × 1間 の建物であるが西側桁列のみ 2間 である。主軸方

位はN-18生 Eを示 し、柱間距離は桁行 3m、 梁行 4mを測 る。柱穴埋土はおおむね黒灰

色粘質土の単層である。遺物はすべての柱穴から土師器小片が出土 している。

SB-5(第 3図 )

SB-4の 南に位置する 1間 × 2間 のやや小型の建物である。主軸方位はN-14生 Eを

示 し、柱間距離は桁行3.5m、 梁行1.5mを測 る。柱穴掘方は一辺30cmの 方形か径35cmの 円

形 、もしくは長径40cmの 楕円形である。柱穴埋土は黒灰色粘質上の単層である。遺物は若

千の柱穴から土師器片が出土 している。

SB-6(第 3図 )

SB-4の 東に隣接する2間× 1間 の南北棟建物であるが、北側梁間のみ 2間である。

主軸方位はN-17生 Eを示 し、柱関距離 は桁行2.2m、 梁問1.5mを 測 る。柱穴掘方の規

模形状 にはかなりのばらつ きがみられるが、埋土はおおむね黒灰色粘質上の単層である。

遺物は若千の柱穴から土師器小片が出土 しているだけである。

SB-7(第 4図 )
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第 4図 遺構平面図
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調査地北側で検出した 1間 × 1間 の南北棟建物であるが、西側桁行のみ 2間である。主

軸方位はN-16生 Eを 示 し、柱間距離は桁行 3m・ 梁行4.5mを 淑よる。柱穴は直径30～ 50cm

の円形 もしくは長径40cmの楕円形を呈す。柱穴埋土は黒灰色粘質土の単層である。遺物は

若子の柱穴から土師器片が出土 している。

SB-8(第 4図 )

SB-7の 北に位置する2間 × 1間 のやや小型の建物である。主軸方位はN-14° Eを示

し、柱間距離は桁行1.7m、 梁行 3mを測 る。柱穴は直径30cmの 円形もしくは長径20～45cm

の楕円形を呈する。柱穴埋土はほぼ黒灰色粘質土の単層である。

SB-9(第 4図 )

SB-2の 東に位置する3間× 1間 の東西棟建物である。主軸方位はほぼ磁北を示 し、

柱間距離は桁行 lm、梁問2.5mを測 る。柱穴は長径30～50cmの楕円形で、柱穴は直径15～20

Cm、 深 さ40cmの 円形を呈する。柱穴埋土は黒褐色粘質土をベースに地山ブロックが混 じる。

いずれも微量ながら炭化物を含有 している。遺物はほぼすべての柱穴から土師器が出土 し

ている。

SB-10(第 4図 )

調査区南辺で検出した 3間× 3間の南北棟建物である。主軸方位はほぼ磁北にとり、柱

間距離は桁行2.lm、 梁間1.7mを測 る。柱穴の規模、形状 にはかなりのばらつ きがみられ

るが、柱穴埋土はおおむね黒灰色粘質土の単層である。遺物は柱穴内から土師器、須恵器

が出上 しているが、いずれも小片のため時期は明確でない。

SB-11

SB-3の 北に位置する。建物の北及び西が調査区外に仲展するため規模は明確ではな

い。主軸方位はSB-9。 SB-10と 同様ほぼ磁北にとる。柱穴掘方は長径60cmの楕円形

を呈する。柱穴埋土は黒灰色粘質土の単層である。

井戸

SE-1(第 6図図版 )

調査区西側、SB-2と SB-3の 間で検出した素掘 りの井戸である。掘方は楕円形状

を呈 し、長径90cm、 短径62c皿、深 さ65cmを測 り、底は勇水点にまで達 している。埋土は上

から茶灰色粘質土 。灰色粘質土・橙白色粘質土・暗灰色粘質土・淡青黄色粘質土が混 じっ

た暗灰色粘質土の 5層 に分層できる。遺物は最下層から6C後半頃の須恵器有蓋高,不片 と

木片が出土 している。
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⑥炭化物
①濃青責色粘質土

①灰褐黒色粘質土

②県色粘質土

③黒色粘質土に黄白
色粘質土が混じる

第 5図  SK-1.SK-2遺 物出土状況図・断面図

土羨 (SK-1～ 22)

SK-1(第 5図 )

調査地南西端の落ち込み状遺構底面、追構検出面より40cm下で検出した。平面形態は一

辺約 lmの方形である。深 さは約40cmを 測 り、鍋底状 に落ち込んだ底面はほぼ平坦である。

埋土は 2層 に分層され、第 1層 が黒色粘質土、第 2層 が淡青黄色粘質土である。第 1層 に

は焼土ブロックと炭化物の堆積が部分的にみられた。遺物は多量の土師器が第 1層 から一

括投棄の状況で出土 している。時期は庄内式併行期 とみられる。

‐

《
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SK-2(第 5図 )

調査区北西辺で検出した。平面形は楕円形を呈 し、中央部が 2段掘 りの形態を示す。大

きさは長径1.4m、 短径 lm、 深 さ50cmを測 る。埋土は上から灰褐黒色粘質土、炭化物を合

有 した黒色粘質土、白黄色粘質土がブロック状 に混 じった黒色粘質土の 3層 に分層で きる。

遺物は第 2層 中から布留式新段階の多量の土師器 と滑石製臼工の製品、未製品が出土 して

ヤゝる。

SK-3

調査区南、 SB-11の西で検出した長方形の土羨である。長径1.4m、 短径 lm、 深 さ15

cmを 測 る。底面は鍋底状 に落込み、ほぼ平担である。埋土は黒褐色粘質土の単層で多量の炭

化物が含まれている。遺物は布留式併行の壷 と高杯が (第 12図①②)が出土 している。

SK-4

調査区西辺、 SB-5の 南で検出した長楕円形 を呈する土渡で、長径1.5m、 短径50c皿 、

深 さ20cmを 測 る。断面形は皿状 を呈 し、埋土は灰色粘質土の単層である。

SK-5

SK-4に 隣接 して検出した楕円形状 を呈する土壊である。長径 3m・ 短径 lm・ 深 さ

30omを測 る。埋土は褐灰色粘質土・明褐灰色粘質土 。褐灰色粘質土混黄灰色粘質土 。灰白

色粘質土の 4層 に分層で きる。遺物は土師器片が少量出土 しているが時期は明確でない。

SK-6

SK-5の 東側で検出 した長楕円形の土羨である。長径2.4m、 短径60cm、 深 さ35cmを測

り、断面 は皿状 を呈す る。埋土は上から黄灰色粘質土・褐灰色粘質土・白色粘質土の 3

層が堆積する。遺物は土師器少片が若千出上 しているが詳糸田な時期 は明確でない。

SK-7

SK-6の 東側 、SB-2の 北側に位置する。長径 lm、 短径35cm、 深 さ1∝皿の楕円形

を呈する。埋土は褐灰色粘質土の単層である。遺物は少量の土師器片が出土 しているが詳

細 な時期は明確でない。

SK-8

SK-5の 北側で検出した長径約2.4mの 不定形な土墳である。深 さは10Cm程度で、底面

はほぼ平担である。埋土は褐灰色粘質土でマンガンを多量 に合有する。

SK-9

SB-6の 北に隣接 して検出した楕円形 を呈する土壌である。長径2.7m、 短径1.2m、
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深 さ10cmを 測 る。断面 は浅 い皿状を呈 し、底面は平担である。埋土は暗褐灰色粘質土の

単層である。

SK-10

SB-1の 東で検出された楕円形を呈する土壊である。長径3,7m、 短径1,6m、 深 さ15

cmを測 る。断面 は浅 い皿状 を呈するが、底面はやや凹凸がみられる。埋土は黒灰色粘質

土 。暗茶黄色粘質土の 2層 に分層される。遺物は土師器・須恵器片が出土 している。

SK-11

SK-10の南に隣接 して検出された楕円形を呈する土羨である。東西に平担面をもち、

中央が 2段掘 りの形態を示す。長径1,8m、 短径65cm、 深 さ20cmを測 る。埋土は 3層 に分層

され、上から明黄茶色粘質土・暗褐茶灰色粘質土・黒褐色粘質土が堆積する。

SK-12

SK-11の東で検出した不定形の上残である。長径1.9m、 短径90Cm、 深 さ10cmを測 る。

断面形は浅い皿状 を呈 し、底面は平坦である。埋土は暗褐灰色粘質の単層である。

SK-13

SK-12の南に隣接 して検出 した。平面形は直径 lmの円形 を呈する。埋土は黒褐色粘

質土の単層である。

SK-14

SK-13の南に隣接 して検出した楕円形の土羨で、断面形は浅い皿状 を呈する。長径 7

m、 短径 lm。 深 さlClc皿 を測 る。埋土は砂礫混 りの暗褐灰色粘質上の単層である。

SK-15

SK-13の南で検出した不整形の土竣である。長径1.lm、 短径90cm、 深 さ10cmを測 る。

埋土は暗褐灰色粘質土の単層である。

SK-16

SB-10の南で検出 した。楕 円形を呈すると思われるが西側が大 きく攪乱をうけ、全形

は明らかでない。埋土は暗灰褐色粘質土の単層である。

SK-17

SK-16の東で検出した細長い土羨である。長径2,3m、 短径1。 lm、 深 さ40cmを 測 る。

埋土は暗灰褐色粘質土の単層である。違物は土師器片が少量出土 しているが時期は明確で

はない。ただし、布留式併行期の濤 (SD-2)の 埋土から掘 り込まれており、それより

は新 しいといえる。
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SK-18

SK-17の東に隣接 して検出した楕円形の土壌で、中央が 2段掘 りの形態を示す。長径

lm・ 短径80cm。 深 さ40cmを 測 る。埋土は灰色粘質土、暗灰色粘質上の上下 2層 に分層で

きる。
´

SK-19

SK-18の東で検出 した楕円形の上渡である。 SK-16～ 18同様、 SD-2の 埋土から

掘 り込まれている。長径2.3m、 短径1.2m、 深 さ50cmを測 る。埋土は灰色粘質土の単層で

ある。遺物は土師器と須恵器の小片が出土 している。

SK-20

SK-lpの北で検出した不定形の土羨である。長径1.7m、 短径60c皿く 深 さ10cmを測 る。

断面は皿状 を呈 し、埋土は黒褐色粘質上の単層である。遺物は土師器片が少量出土 してい

る。

SK―-21

調査区東端で検出した三角形状の土羨である。長径1.3m、 深 さ20cmを測 る。埋土は暗褐

灰色糸田砂土が堆積する。遺物は土師器 rJヽ片が出土 した。

SK-22

SK-21の南で検出した楕円形の土渡である。長径 2m、 短径1.lm、 深 さ20cmを測 る。

埋土はSK-21同様暗褐灰色細砂土が堆積する。時期は同 じ埋土であるSP-2か ら6C後

半の土師器杯 (第 12図28)が出土 していることから、 6C後半代 と考 えられる。

濤 (SD-1～ 9)

SD-1

SB-2の 東側で検出した南北溝である。 SB-9の 北側桁行西第 2柱穴 に切 られてい

る。長さ7.4m、 幅は上端で60cm、 下端で30cm、 深 さは20cmを 測る。埋土は 3層 に分層で き、

上から黄白色粘質土が粒状 に混 じった黒褐色粘質土 。黄白色粘質土・暗褐灰色粘質土がほ

ぼ平行に堆積する。遺物は少量の土師器片が出土 している。時期は布留式併行期とみられ

る。

SD-2

調査区南端で検出された布留式併行期の濤である。西及び南側は中世期の落ち込み状追

構 に切 られ全体の規模は明確でないが、現状では長さ12m、 幅5.5mが検出されている。東

側の延長線上にあたる第 3調査地南辺には同時期の濤が検出されており、本濤がさらに東
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へ仲 び ることがわかる。深 さは30cmを測 り、底面は礫層まで達 しているため、かなりの

凹凸が認められる。埋土は北側肩口にやや複雑な堆積が認められるが、中央部は暗褐灰色

粘質土と茶灰色砂質土の 2層 の堆積である。遺物は弥生土器、土師器、砥石が出土 してい

る。

SD-3～ 7

調査区西辺で検出した小濤群である。幅は20～ 30cm。 深 さ10cm程度で、埋土はいずれも

黒褐色粘質土の単層である。

SD-8

SK-16の東で検出した。】ヒ西端は柱穴に切 られているが、現状で長さ35m・ 幅40cm。

深 さ13cmを測 る。埋土は黒褐色粘質土の単層である。

SD-9 (第 6図 )

SB-2を 囲む L字形の濤である。西濤は商端が中世の濤 (SD-11)に切 られている

が現状で長さ15m、 幅は最大で 3.7m、 最小で lm、 深 さ8-16cmを 測 る。埋土 は 8層

に分層することがで きる。北濤は長 さ9m、 幅30cm、 深 さ5 cmと 狭 く浅 ぃ。埋土 Iよ黒灰色

粘質土の単層である。遺物は西濤から少量の土師器片 と6C末～ 7C初頭の須恵器杯身、

蓋、高杯 (第 12図22～25)、 甕が出土 した。
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2追 物

本調査区で出土した古墳時代の遺物はほぼ古墳時代金般にわたっている。しかし大部分

を小破片が占め、実測図示できたものは出土量に対して少ないといえる。ただ中には土羨

出土の比較的一括性の高い土器も含まれる。

SK-1出 土遺物 (第 9図 )

庄内式併行期の一括性の高い土器群である。残存度は極めて悪く、調整等が不明瞭なも

のが多い。器種は三・甕・鉢 。高J不・器台があるが甕が半数以上を占める。

壷 (1～ 5)

1は 日縁部がゆるやかに外反する広口壷である。底部は突出した平底で内彎して胴部へ

続く。調整は磨減のため不明瞭であるが、内面体部にわずかながら指ナデが認められる。

2は口縁部が「く」の字状に鋭く屈曲する広口重で、体部はほぼ球形状を呈する。日縁端

部は上方にややつまみ上げられ、丸くおさまる。調整についてはわずかに内面顕部に指頭

圧痕が残るのみである。 3は屈折部が鋭い稜をなし、日縁部が大きく外反する二重口縁の

こで、日縁部外面下半に連続する竹管文が施されている。 4は丸底重に小さな脚台がつい

た台付小型壼である。頸部は「く」の字状に屈曲して球状の体部へ続 く。脚部は「ハ」の

字状に短 く開き、4つ の円孔を穿つ。

甕 (6～21)

受口状口縁甕 。「 く」の字状日縁甕・台付甕があるが、受口状口縁甕が大多数を占める。

受口状口縁甕は口縁端部をわずかに外方へ引き出し、上端を平担におさめるもの (7・ 8

10。 12・ 14・ 16～ 19)と 丸くおさめるもの (6・ 9。 13・ 15)がある。いずれも口縁部の

顎の稜は純 く、大半が無文であるが、肩部に櫛描の沈線を施すものもある (12・ 15。 19♪

20と 21は小型の甕に脚台の付いた台付甕である。21は 日縁部が「く」の字状に屈曲し、九

く内彎した体部に「ハ」の字状 に開く脚台が付 く。器壁は薄 く仕上げられているが、調整は

磨減が著 しく不明である。20は 21と 比較的プロポーションが以通っているが、日縁部は短

く外反する。体部外面は粗いハケロ調整が施されている。胎土はいずれも粗い砂粒を多く

合有している。
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高rTh(22・ 23)

22は椀形をした小型の高林で、杯部はやや内弯気味に上方へのび、端部は丸くおさめる。

日縁部と郭底部は稜により明確に分けられる。脚部はゆるやかに「ハ」の字状に聞き、 3

孔を穿つ。調整は明確ではないが脚部外面にヘラ研磨が施 されている。23は脚部のみの残

存で、脚柱部が「ハ」の字状に開き、裾部 にかけて大きく開 く。外面はヘラ研磨、内面は

ナデ及びハケロ調整が施 されている。透 し孔は3孔である。

器台 (24～26)

24・ 25はいずれも小型の器台で、受部が直線的にのびる。251よ受部と脚部の境が中位よ

り上にあり、脚部は「ハ」の字に開く。透 し孔は2孔である。26は受部が内弯気味にのび、

脚部が裾部から大きく開く。透 し孔は3孔を穿つ。

砥石 (27)

長さ2.5c皿、幅1.5cmの 方形を呈し、 4面 いずれにも使用痕が認められる。

SK-13出土遺物 (第10図 )

一括投棄の形で出土した布留式併行期の土期である。器種は三・甕・高郭がある。又埋

土中から滑石製自王の出土がみられた。

重 (1～ 5)

1は 日縁部が「く」の字状を呈し、端部は丸くおさまる。調整は口縁部内外面にハケロ

・体部内面はナデが施され、指頭圧痕・粘土紐痕が残る。 2は口縁部がゆるやかに外反す

る壺で、端部は九くおさまる。調整は日縁部内外面及び体部内面はナデが施され、粘土紐

痕が明瞭に残る。 3は小型の壺で、不安定な九底をもち、球状の体部には直線的に外上方

へのびる日縁部がつく。口縁部内外面及び体部内面はナデ、体部外面はハケロが施 され、

二次焼成による煤の付着がみられる。 4は体部がやや扁平な球形を呈する小型の壺である。

5は 有段口縁の壺で丸みのある体部を有す。調整は不明瞭であるが、体部内面にほぼ l cm

単位の粘土紐痕が明瞭に残る。

甕 (6。 7)

6は日縁部が外反気味にのび、端部はやや外方へつまみ出され尖り気味に終 る。口縁部

外面はナデ、体部外面はハケロ、内面はヘラ削りが施 されている。 7は 日縁部が「く」の

字状を呈し、端部外面に平坦面をもつ。口縁部外面はハケロの後ナデ、体部外面はハケロ、

内面はヘラ削りが施されている。その他小片ではあるが、日縁端部内面が肥厚する布留式

期通有の甕の回縁部も確認されている。
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高杯 (8～ 22)

本土羨出土土器の7割 を占める。

郭部はその形状 により、大型でITh

部が深 く、郭底部 と口縁部の間の

稜が鋭いもの (8)、 やや小型で郭

部が浅 く、日縁部が直線的にのび

郭底部と口縁部の境が明瞭な稜 に

よって分けられるもの (9)。 郭

底部 と口縁部の境界をなす稜が純

く、日縁部がゆるやかに外反する

もの (10～ 14)の 3タ イプに分類

が可能である。脚部は脚柱部が、

「ハ」の字状に開 き、裾部にかけ
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て大きく開く (15～ 22)。

滑石製臼玉 (第■図)

いずれも第 2層 中の出土で、チップを合めると100点 を越える。1は唯一製品と呼べるも

ので、径は 5 mmを 測 り、丸形を呈する。2～ 7。 9～ 21は 欠損品で、約 1/2程度欠損し

ている。穿孔のさいに破損したものと思われる。大きさ及び形状にはかなりのばらつきが

あり、適当な大きさ (5～ 8 mm)に加工 した段階で穿孔し、形状を整えるという製作工程

を読みとることができる。8。 22～ 301よ未製品で、欠損品同様大きさや形状にばらつきが

みられる。31～35は フレークである。

SK-2出 土追物 (第 12図 )

埋土中からの出土で、図示できたものは二点である。日よ口縁部が「 く」の字状を呈する

重で、端部は方形状に終る。②は脚部が短く、裾部が大きく開く高郭である。外面はハケ

日、内面はナデにより仕上げる。この他 に小片のため図示で きなかったが、布留式併行期

頃の受回状口縁甕の口縁部も出土 している。

SD-2出 土遺物 (第12図 )

上層の暗褐灰色粘質土より小破片が多く出上 したが図化で きたのは19点 にすぎない。な

お下層の茶灰色砂質土出土遺物は小破片のため図示で きなかった。

弥生土器 (弥生時代後期 )
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壷 (3～ 5)

口縁部が大 きく外反 し端部に面をもつ タイプの壷である。 3は 口縁部に 2条以上の沈線

と円形浮文を施す。4は頸部に突帯がめぐり、体部内面に指頭圧痕が残 る。器面の色調は

3・ 4共に茶褐色 を呈 しており、搬入された土器と考えられる。

甕 (6～ 8)

6は 大きく屈曲する頸部から日縁部は丸みを有 して内反気味に立ち上がる受口状口縁甕

である。日縁部外面に刺突列点文、頸部内外面にハケロ調整 を施す。 7は 外反気味にのび

る頸部から口縁部は直立 して立ち上がる受口状口縁甕である。端部は内傾 して面をもつ。

口縁部外面下半に刺突列点文、頸部内面にヘラによる刻み目、頸部外面にハケロを施す。

8は外反 した日縁部が短 く直立 し、受口状 を呈する甕である。

高杯 (9)

太いBlhll部で「ハ」の字状 にゆるやかに開き、 3つの円孔を穿つ。

古式土師器

壷 (10)

体部はいびつな球形を呈 し、底部はやや扁平な丸底である。

鉢 (11)

小型の鉢で平坦な平底から体部は内弯気味にのび、口縁端部は尖 り気味に終 る。調整は

外面をナデ・内面はハケで仕上げる。

高杯 (12・ 13)

12は杯底部 と口縁部の境の稜が鈍い布留式期の高杯である。13は脚部が「ハ」の字状 に

開く高杯で、脚部中位 に4つ の円孔を穿つ。

底部 (14～ 19)

14は 「ハ」の字状を呈する脚台で、端部は丸くおさまる。調整は外面にナデ、内面 にハ

ケロ、ナデが施 されている。15～ 17は平底を呈する壷の底部である。18～ 19は有孔鉢の底

部で、穿床は中心よりややずれている。内外面 ともナデ調整である。
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砥石 (20。 21)

20は 自然形を強 くとどめた直方体状で使用面は 3面が観察できる。21も 自然形を強 く残

しているが、割れており本来の形状ははっきりしない。使用面は 1面であるが、砥面はな

めらかで使用瀕度は比較的高いようである。

SD-9出 土遺物 (第 12図 )

濤内より土師器、須恵器が出土 したが、 うち図化可能なものは須恵器 4点であつた。

22は 中央部に凹状のつまみを付す蓋杯で、天丼部から九くカーブしながら口縁部 となり、

端部は丸くおさめる。調整は天丼部 1/3が ヘラ削 り、その他は回転ナデによる。231よ や

や扁平な器形を呈す蓋 lThで ある。天丼部 と口縁部の稜は形骸化 した不明瞭なものになり、

端部は内傾 し段を有す。調整は天丼部にわずかにヘラ削 り手法が残 るが、中心は未調整で

ある。24は 立ちあがりが短 く内傾する杯である。器壁は厚 く、調整も底部はヘラ切 り後に

指ナデで整える程度である。25は脚部が「ハ」の字状 に開 く高杯 で、調整 は回転 ナデに

迪③
よる。これら須恵器を陶邑窯 と対比すれば、22は Ⅲ型式第 2段階、23・ 24は Ⅲ型式 4～ 5

段階に相当するものと考えられる。

SE-1出 土遺物 (第 12図 )

土師器、須恵器が出土 したが、小片のため図化で きたものは須恵器 1点 にとどまった。

26は有蓋高杯の杯部である。立ちあがりは内傾 し短 く、器体は扁平である。体部下半にカ

キロを施す。

その他の追構出土遺物 (第 12図 )

いずれも柱穴埋土中からの出土である。27は 口縁部 が直立する短頸壷で、端部は内傾する

面をもつ。調整は表面磨減が著 しく不明瞭であるが、頸部外面にハケロ、内面に粘土紐痕が

残 る。28は やや平坦 な底部から体部は内でする杯で、端部は尖り気味におさまる。調整は

明瞭ではないが、わずかに底部外面にヘラナデ、体部内面に指おさえがみられる。29は 国

縁部が「く」の字状に屈曲する甕で、端部外面に面をもつ。調整は体部内面に指おさえが

みられるだけで不明瞭である。30は須恵器の杯である。内弯する体部から
が

縁部は屈曲 し、

端部は尖る。調整は回転ナデ及びナデを施す。やや変った形状であるが中主町森 ノ内遺跡

をはじめ、近隣市町にも類例 をみることがで きる。 8C代のものと考えられる。
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I 中世の追構 と遺物

1遺 構

掘立柱建物 (SB-12～26)

掘立柱建物は大小合わせて15棟検出 した。多くは調査地南辺に集中している。

SB-12(第 13図 )

調査区西側で検出した 4聞× 4間の建物である。主軸方位はN-30生 Eを示 し、柱間星E

離は桁行2.4m。 梁間2.lmを測 る。柱穴は直径20～30cmの 円形か、もしくは25～70cmの楕

円形である。柱穴の埋土 はおおむねマンガンを含んだ褐灰色土の単層である。遺物は一部

の柱穴から土師器・黒色土器 。緑釉 陶器の少片 が出土 している。時期 は13C初頭 とみ

られる。

SB-13(第 13図 )

SB-121と 切合 ってぃる建物で ある。 5間× 2間 と東西に細長いが、南側桁行第 3・

5柱穴は検出されなかった。主軸方位はN-26生 Eを 示 し、柱間距離は桁行2.lm・ 梁 間

2.lmを 測 る。柱穴は規模・形状にややばらつ きがみられる。柱穴埋土はマンガンを含有 し

た灰褐色上の単層である。遺物は約半数の柱穴から土師器ミ黒色土器の小片が出土 してぃ

る。時期は13C前半 と考 えられる。

SB-14(第 13図 )

SB-13の南側で検出した 5間× 3間の建物である。主軸方位はN-28生 Eを 示 し、柱

間距離は桁行2.lm・ 梁行は1.8mと 2.4mで南側が短い。柱穴は長径50～70cmの楕円形 もし

くは径30cmの 円形を呈す。柱穴覆土はおおむねマンガン・炭化物を合有 した褐灰色土と暗

灰色粘質上の 2層 である。追物は土師器や黒色土器が小片ではあるがほぼすべての柱穴か

ら出土 している。特にP-1か らは白磁碗・黒色土器婉 、土師器ナ宛、羽釜がぃずれも破片

であるが一括 して出土 している。ただ柱穴中位からの出土であり、建物廃絶後の投棄と考

えられる。

SB-15(第 13図 )

SB-14の西側で検出した 2間× 2間の南北棟建物である。1総柱建物であると考えられ

るが南側妻列第 2柱穴はSD―■に切 られ、存在 しない。主軸方位はN-24生 Eを示 し、

柱間距離は桁行1.8m・ 梁行2.lmを測 る。柱床は一辺40cmの 方形か長径40～ 60cmの楕円形

を呈す。埋土はおおむねマンガンと炭化物を合有 した褐灰色上の単層であるが、一部下層

が暗灰色粘質上の 2層 に分層で きる。P-1に は直径20cmの柱根が残存 していた。時期は
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12C後半頃とみられる。

SB-16(第 13図 )

SB-14と 17に 重複 して検出した。 2間× 2間の総柱建物 と考えられているが、南東コ

ーナーの柱穴はSX-1に 切 られている。主軸方位はN-24生 Eを 示 し、柱間距離は桁行

梁行いずれも2.lmを 測 る。柱穴は長径30～40cmの 楕円形もしくは直径30cmの 円形を呈する。

柱穴埋土はいずれもマンガンを含有する褐灰色土の単層である。遺物はほぼすべての柱穴

から土師器、黒色土器の小片が出土 している。

SB-17(第 14図 )

SB-14の東に重複 して検出した。建物の規模は 3間× 3間で、主軸方位はN-27生 E

を示す。柱間距離は桁行力認。lmと 1,8m・ 梁間が1.8mと 1.5mと それぞれ南側 と東側の柱

間が短い。柱穴の規模・形状 にはかなりのばらつ きがみられる。柱穴埋土はほぼマンガン

を含有 した褐茶灰色土の単層である。北東コーナーの柱穴中央より、一辺15cm、 高さ10cm

程の面 どりした石が検出された。石は花同岩で礎板に用いられたものと考えられる。遺物

は約半数の柱穴から土師器と黒色土器の小破片が出土 している。

SB-18(第 14図 )

SB-17の東側で検出されたSE-1の 覆屋である。建物の規模は 2間× 2間であるが、

西側桁行第 2柱穴が検出されなかった。主軸方位はN-28生 Eを 示 し、柱間寸法は桁行2.4

m、 梁行2.lmを 測 る。柱穴覆土はいずれもマンガンを含有 した茶灰色土の単層である。

SB-19(第 14図 )

SB-17の北東で検出された 3間× 1間の東西棟建物である。主軸方位はN-26生 Eを

示す。柱間距離は桁行1.8mと 2.7mで 中央が長 く、梁間は2.lmを 測 る。柱穴は長径40cmの

ダ円形 もしくは径30cmの 円形を呈する。埋土はおおむね灰茶色土の単層である。遺物は北

西コーナー柱穴底近 くから完形の土師器大皿 (第20図 3)が正常位で出土 した。時期は13

C初頃であると考えられる。

SB-20(第 14図 )

SB-18の南東に隣接 して検出した 2間× 1間の南北棟建物であるが、西側桁行中央の

柱穴は検出されなか った。主軸方位はN-24生 Eを示 し、柱間距離は桁行2,lm、 桁行2.1

mを測 る。柱穴は長径30～ 50cmの 楕円形を呈す。埋土は灰茶色土の単層である。

SB-21(第 14図 )

SB-20の南東で検出した 5間 × 3間の建物である。主軸方位はN-28生 Eを示 し、柱
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間距離は桁間、梁行とも2.lmを 測 る。柱穴の形状 にはかなりのばらつ きがみられるが埋土

はおおむねマンガンを合有 した灰褐色土の単層である。遺物はほぼすべての柱穴内から土

師器、黒色土器の小片が出土 している。時期は13C初頭と考えられる。

SB-22(第 15図 )

SB-7の 東に位置 し、一部西側が重覆 して検出した 2間× 2間の建物である。主軸方

位はN-46生 Eを とり、柱間距離は桁行2.5m・ 桁行2.lmを測 る。柱穴の形状はおおむね

楕円形を呈 し、大 きさは長径30～40cm、 深 さ20cm程度であるが、南側桁行中央穴が直径7.5

Cm、 深 さ36cmと 他に比 して大 きい。柱穴の埋土は黒茶褐色粘質土の単層である。

SB-23(第 15図 )

SB-1の 北東に近接 して検出した 2間× 2間の建物であるが、東側桁列の中央穴は検

出されなかった。主軸方位はN-47生 Eを 示 し、柱間距離は桁行 2m、 梁間1.5mを 測 る。

柱穴は直径25～35cmの 円形もしくは長径30～ 50cmの楕円形を呈す。柱穴埋土はおおむね黒

灰色粘質土である。
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sB-24

SB-23の南に隣接 して検出した 1間 × 2間の建物であるが、西側桁行のみ 2間である。

主軸方位はN-384Eを 示 し、柱間距離は桁行 2m、 梁間1.6mを測 る。柱穴は長径30～60

Cmの楕円形を呈する。柱穴埋土は黒茶褐色粘質土の単層である。

SB-25

調査区中央やや西側で検出した 3間× 2間の東西棟建物である。主軸方位はN-41生 E

をとり、柱間寸法は桁行1.lm、 梁間1.4mを測 る。柱穴掘方は25～40cmの 円形 もしくは長

径50cmの楕円形を呈する。柱穴覆土はおおむね黒灰色粘質上の単層である。遺物はほとん

どの柱穴から土師器片が出土 してぃるが時期は明確でない。

柵列

SA-1

SB-21の北及び西側をL字形 に囲む柵列である。柱穴間は2.lmで、長 さはそれぞれ、

10。 5mを測 る。柱穴埋土は灰褐色上の単層である。遺物は若干の柱穴より土師器片が少量

出土 している。

SA-2

SA-1同 様 SB-21に付設された柵列で、 SB-21と SA-1の 】ヒ側で検出したが、

南東端は調査区外へ仲展する可能性がある。柱間距離は 3mと やや長い。柱穴埋土はマン

ガンを含有 した灰褐色土の単層である。

SA-3

SB-13に付設する柵列と考えられる。柱間距離は 3mを測 る。柱穴埋土は茶灰色上の

単層で、若干の土師器片が出土 してぃる。

井戸

SE-2

調査区南側、 SB-19と SB-26の 間で検出した。掘方2.4m× 2.lmの 不正方形を呈 し、

西側 に小 さな平坦面を持つ。井戸底までの深 さは2・ 3mを測 るが、井戸枠は75cm程下げた時

点で検出 した。井戸枠は縦板組横桟どめの構造をとり、板材を縦方向に並べ横桟で保持す

るものである。横桟は長さ95cm、 方 6 cm程度の木が目違い柄で組まれ、支柱で補強されて

いる。櫛 負は三段が現存するが一段 日と二段 日は西側桟本がいずれも欠落 しており、さら

に一段 目は北側 と南側 。二段 目は北側の桟木が土圧のため内側へずれ込んでいる。縦板 は

長さ0.5～ 1.3m、 幅 5～15cm程度のもので、北・南・東側はほぼ原位置を保っているが、

-34-



西側は半分以上が井戸枠内へ倒れ込んでいる。水留は曲物が使用されており、粘土を聞層

に上下に2基 を検出した。粘土より上の曲物 (第二曲物 )は径49cm、 高さ40cmを測 り、土

圧のためか井戸枠中心より東へずれていた。粘土より下の曲物 (第一曲物)は径45cm、 高

さ30cmと やや小型であり、井戸枠のほぼ中心にすえられていた。

井戸内の層位は 6層 に大別される。第 I層 は井戸廃棄後の堆積層で、地山の崩落や掘方

くずれが認 められ、かなり細 かく分層するとI― bと それ以後 に堆積 した I一 aに分かれる。

遺物はほぼ全ての埋土に包合 されているが少破 片がほとんどである。第Ⅲ層は第二曲物内

の堆積層で、暗灰色粘質土 と砂礫混 りの濃灰色泥土の二層に分層される。遺物は13C中頃

の土師器小皿 と黒色土器境 が出土 している。第Ⅲ層は井戸枠内に堆積 した砂礫混 りの淡灰

色粘質土である。第Ⅳ層は西側縦板が倒れ込んださいに流れ込んだ土である。第V層 は第

一曲物内の堆積層で、濃灰色粘質土と灰色砂礫混粘質土に分層で きる。遺物は13C初頃の

土師器小皿 と黒色土器)宛・青磁婉が出土 した。第Ⅵ層は縦板外の地積層で井戸構築時の掘

方埋土 と考えられる。

さて、本井戸は上述 したように第IV層 を間層にして上下 2基の曲物が検出されており、

曲物内からそれぞれ13C初め頃と中頃の土器を出土 した。これは井戸の 2時期の使用を示

すものと考えられる。すなわち、西側桟木がはずれたため土圧で西側縦板が井戸枠内に倒

れ込み、同時に縦板外側の上が流れ込み曲物 (第一曲物 )を ふさいだのであろう。その後

流れ込んだ土を除去することなくその上に再び曲物 (第二曲物)を設置 したものと思われ

る。しかし、再構築 した曲物の深 さで十分な勇水を確保で きたのか、あるいはたとえ十分

な勇水があったとしても清浄な水は期待で きず、飲料を目的 とした井戸本来の役割 りを十

分はたしえたかどうかは疑間である。
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土渡 (SK-23～ 32)

SK-23

調査区南側で検出した楕円形の土渡で、SB-14の柱穴に一部切 られている。長径4.lm

短径 1.5m、 深さ10cmを測 る。埋土は哨掲 灰色土の単層である。遺物は土師器・須恵器・

黒色土器 。緑釉陶器の小片が出土 してぃる。 12C代のものと考 えられる。

SK-24

SB-21の西に近接 して検出した土壌である。南側は攪乱を受け、全容は明らかでない

が、現状では長径 lm、 短径1.2m、 深 さ30cmを 測 る。埋土はマンガン、炭化物を合有 し

た灰褐色上の単層である。遺物は土師器、黒色土器、須恵器、灰釉陶器、白磁の小片が出

土 してぃる。時期は12C末頃とみられる。

SK-25

調査区南辺、落込み状遺構の底面で検出した。南側が調査区外にあたるため全形は明確

でないが、直径 lmの 円形状を呈すると思われる。中央部は二段堀 りの形態を示 し、深 さ

は24cmを測 る。埋土は上層が灰掲色土・下層が暗灰色粘質土に分層で きる。遺物は土師器、

黒色土器、須恵静 1ヽ 片が出土 してぃる。

SK-26

SK-25の西・落込み状追構の底面で検出した。長径2.5mの 長楕円形を呈する。深 さは

2∝皿を測 り、底面は皿状を呈する。埋土は灰褐色粘質土の単層で、遺物は土師器が少量出

土 してぃる。

SK-27

SK-26同様、落込み状遺構の底面で検出した。長径2.5mの 長楕円形を呈する。埋土は

茶灰色粘質土で・遺物の出土はなかつた。

SK-28

SK-23の南側に検出した惰円形の土壌で、SB-21に 一部切 られている。長径 2.3m

・短径3∝m・ 深 さ10制 を測る。埋土は灰茶色上の単層である。追物は素地が軟質な緑釉片

が出土 した。12C代のものとみられる。

SK-29

調査区西端で検出した、長径2.5mの楕円形の土竣である。埋土は上層が灰褐色土、下層

は暗灰色粘質土が堆積する。
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89′ 950m 89′ 950m

第 二 層
①灰茶編色土 (細 い砂礫多し)

②褐灰こ土 (粗 い砂礫多し)

③暗灰禍色上
④灰色粗質上 (粗砂ましる)

⑤暗灰褐色弱粘質上 (細 い砂礫多し)

⑤明灰色孝占質上
⑦淡灰茶色弱粘質上
③浜灰色弱粘質上
③暗黄灰色上 (やや粗い砂含む)

①皓灰茶色粘質と
①暗灰茶黄色粘質上
⑫濃灰色粘質上
〇暗灰色粘質土 (砂礫ましる)

〇暗茶灰色土 (砂礫多し)

○暗福色上
〇茶灰掲色粘質上
〇暗黄灰色粘質土
第 H層
〇暗灰色粘質上
⑬濃灰色泥上
第 Ⅲ 層
⑪淡灰色粘質土
第 Ⅳ 層
⑪暗灰色粘質上
②暗灰色粘質上 (砂礫ましる)

④暗灰色粘質上
②明灰色粘質上
第 V層
④濃灰色粘質上
④灰色砂礫
②灰色粘質土
第 Ⅵ 層
⑪灰茶色粘質上
◎暗黄灰色粘質土 (砂礫ましる)

⑩暗灰茶色粘質上
①暗灰黄橙色粘IE土 (鉄分含有)

②暗灰色粘質土 (細砂まじる)

①暗灰色粘質上 (組砂よじる)

0          1m

第16図  SE-1 平面図・断面図

―-37--38-―



SK-30

調査区北辺で検出した不定形の土装である。長径、7m、 短径 2m、 深 さ3∝皿を測る。

埋土はマ ンガンを含有 した茶灰色土の単層である。遺物は土師器・黒色土器・陶器片があ

り、比較的量 も多か つた。13C後半代とみられる。

SK-31

SK-30の南東で検出した長楕円形の土墳である。長径 6m、 短径 lm、 深 さ20cmを測

る。埋土は灰茶色上の単層で、土師器や黒色土器の小片が出土 してぃる。

SK-32

SK-31の南で検出したL字形の土渡である。埋土は灰褐色粘質土で、遺物の出土はな

か つた。

濤

SD-10

SK-23と 28の 中間で検出 した。長 さ1l m、 幅50cm、 深 さlocmを測 る。SB-21と 22の柱

穴に一部切 られている。埋土は灰褐色上の単層である。遺物は土師器、黒色土器が小片な

がら出上 した。

SD-11

SD-10西で検出した。南側は落込み状遺構 に切 られているが、現状で長さ6m。 幅 1

m・ 深 さ30cmを 測る。埋土は明灰茶色土の単層である。遺物は残存状態が悪 く図示で きな

か つたが、13C代の土師器小皿が出土 してぃる。

SD-12

SB-12に重復 して検出した。長さ7.8m、 幅0.5～ lm・ 深 さは 5 cmと 浅い。SB-13に

付設された濤で・屋敷地を画する性格 をもつ と考えられる。埋土は茶灰色土の単層で、瓦

器娩の破片が (第20図11・ 12)出土 している。時期は13C前半代 と考 えられる。

SD-13

SB-21の北 と西をL字形に囲む濤である。北海は長さ3.5m、 西濤は長さ15m、 幅は50

cm。 深 さは20cmを測る。一般に雨落濤 と呼称 されるが、SD-12同様屋敷地を画する性格

を持つ と考えられる。埋土はマンガンを含有 した茶灰色粘質土で、土師器、黒色土器が出

土 してぃるが、いずれも小片である。時期は13C初頭 と考えられる。
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SD-15,16

SD-13同様SB-21に 付設された濤である。SD-15は長さ5。 5m、 幅 1～ 1.7m、 深

さ 5cmo S D-16は 長さ 7m、 幅13m、 深 さ 5c皿 を測 る。両者とも幅広 く、浅い濤である。

埋土はぃずれも淡灰色土の単層である。

SD-17

SB-12あ るいはSB-13に 付設された濤である。長さ4,7m、 幅60cm、 深 さ1∝mを 測る。

埋土は灰褐色粘質土の単層で、遺物は土師器片が若千出土 してぃる。

SD-14

調査区北端で検出した。】ヒ東側は調査区外へ延長するが、現状では長さ7.4m、 幅 1.6～

3.5m・ 深 さ20cmを側る。埋土は鉄分が沈殿 した灰色粘質土 と茶掲橙色粗砂 の 2層 から

なる。遺物は12C後半～14C代 にわたる土師器、須恵器、黒色土器、陶器の破片が比較

的多く出土 した。

SX-1

南側を落込み状遺構 に切 られ全容は明らかでないが、一辺 1.8mの方形状の平坦部 と一

辺 5mの三角形状 、ないしは楕円形状の周濤からなる特異 な形状を示すと思われる。同濤

内の埋土は茶灰色土・暗掲灰色粘質土 。灰掲色粘質土の 3層 からなる。追物は西狽J周濤 を

中心に12C後半～13C前半にかけての土師器 、須恵器、黒色土器、緑釉陶器 、灰釉陶器が

出土 してぃる。

落込み状遺構

調査区南側を流れる現河川にほぼ平行に走 る自然の落込みで、一部南側の遺構群を切 つ

ている。追物は12C後半～13C代 にわたる土師器、須恵器、黒色土器、緑釉陶器、灰釉 陶

器片が出土 した。

近 世       _

土墳

SK-33

調査区東端で検出した。一辺 4mの方形状 を呈 し、深 さは50cmを測 る。埋土は灰色粘質

土 。褐灰色粘質土・鉄分が沈殿 した橙茶褐色砂の 3層 が堆積する。遺物は13C代の白磁塊

や近世初頭の陶器片が出土 した。埋土から水が滞溜 していた痕跡 を認めることがで き、水

をためる溜池状の施設であつたことが推定される。
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2追 物

SE-2出 土遺物

第 I層 出土遺物 (第18図 1～ 14)

遺物量は最も多い力窮田片が大部分である。 1～ 4は土師器小皿である。「て」の字日縁

1・ 口縁部が直線的に立ちあがり、端部を尖らせ気味に薄 くおさめるもの12X口縁部はや

や内彎 し、端部を九くおさめる3・ 4の四つがある。日径、器高は1が 9 cm、 l cm、 2が

8cm・ 1,2cm。 3は 8.8 cm。 1.2 cm。 4が 8c皿 。1.4c皿である。 5～ 9は黒色土器娩である

が、残存状態が悪 く、外面の研磨や内面の暗文は不明瞭である。 5、 6、 8は瓦器は13点

あ会力測 片ヽのため図化できたのは1点だけである。10は体部が内弯する娩で、端部内面に

一条の沈線がめぐる。外面はナデ、内面は横方向のヘラ研磨が施 されている。焼成は悪 く、
海④

色調もいわゆる銀黒色にはほど遠い。一応、白石編年のⅡ-3段階に比定できるが｀在地

産の可能性が強いように考えられる。11・ 12は須恵質の陶器片である。11は暗灰色を呈 し、

格子目叩きが施 されている°同一個体 と考えられる破片力Ч2点 あった。12は外面に細い平

行叩きがみられ、内面はナデで仕上げる。13は鉄製刀子である。刃部、茎部の先端が欠損

しているが、現存長さ8.覧m、 幅 2 cm、 刃部厚さ3 11ullを 測 る。14は滑石製有孔円盤である。

直径2,4cm、 厚さ4 11ullを 測 り、2孔を穿つ。周縁を面とり。表裏面に研磨痕が残る。

第Ⅱ層出土遺物 (第18図15～ 22)

第二曲物内出土土器で、比較的残存状態が良好であつた。15～17は 口縁部が内弯気味に

立ちあがり、端部を丸くおさめる土師器小皿である。国径・器高は15か ら8 cm・ 1,4 cm・

8.8 cm・ 1.6cm・ 8.8cm。 l cmを 測る。18～20は黒色土器娩である。日径14c皿 ・器高 4.4 cm

を測る。体部はやや内弯 し、日縁端部内面に―条の沈線がめぐる。高台は断面が扁平な三

角形状 ものを貼 りつけており、高台の機能をかろうじて保 つている。外面口縁にヘラ研

磨 。内面にラセン状の暗文が施されているが、いずれも簡略化傾向にある。201よ 内面にハ

ケロ調整が残つている。21は日縁部が受口状を呈する瓦質鍋で、内外面ナデで仕上げる。

22は日縁端部 に平坦面をもつ鉢で、東播産のものと考えられる。
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第Ⅲ層出土遺物 (第18図23～ 31)

23～ 271ま土師器小皿である。「て」字状口縁23・ 口縁部が内弯 し端部を丸くおさめるも

の24～ 26・ 口縁部がほぼ直線的に立ち上がり、端部を尖り気味にする27の 三者がある。口

径 。器高|ま 23か ら1∝m。  1.2c皿 、 8.8 cm 。 1.4 cm、  3.4c皿 。 1.4c皿、 8.4c皿 。 1.6c皿、 8.

2 cm・ 1,2 cmを 側る。28は 口縁部が内奮気味に立ち上がり端部がやや外方へ突出する土師

器大皿である。口径 15。 6cm。 器高2.6 cmを 側る。29・ 30は 口径13c皿 、器高 4.4 cmを 側る黒

色土器椀である。外面口縁部にヘラ研磨、内面にラセン状の暗文が施されているが残存状

態は悪 く、明瞭でない。31は ハシ状木製品である。先端を鋭利な刃物で削り尖らせている。

現存長は17c皿 を測る。

第Ⅳ層出土遺物 (第19図32～ 35)

32・ 33は 口縁部が内弯 し、端部が丸くおさまる土師器小皿である。日径、器高は32が8.

6 cm。 1.4 cm、 33が 8.8c皿 ・ 1.2 cⅢ を測 る。34・ 35は黒色土器境である。34は 口径13.4cm

・器高 4 cm、 35は 口径14c阻 、器高 4 cmを 測る。日縁部外面にヘラ研磨 。内面にラセン状暗

文が施されているが剰離のため明瞭でない。

第V層

ー
37

典 _
6 ∞

第19図  SE-2出 土遺物
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第V層 出土遺物 (第 19図36～ 46)

第一曲物内出土遺物で、残存状態は良好であつた。36～38は土師器小皿である。36。 37

は口縁部が内弯気味に立ち上がるタイプのもので、口径・器高はそれぞれ 8 cm、  l cmを測

る。38は 口縁部が直線的に立ち上がり、底部との境が明瞭なもので、口径 8.8 cm、 器高 1

cmを測る。39～44は黒色土器婉である。日径、器高は39。 40が12.6～ 13cm。 3.8 cm、 41～

44は 14～ 14.4cm、 4.4 cmを 測る。日縁部外面のヘラ研磨及び内面のラセン状暗文は見著に

認められる。39は 口縁部外面にヘラによる波状文が一条めぐる。43・ 44は 内面にハケロが

残 る。45は 青磁碗で、内面 に櫛 による文様 が施 されている。胎土 は精良で明灰色 を
Ю

呈 し、釉 は緑青色 に発色する。龍泉窯系 と考 えられ、森田・横田氏分類の I類-3
に相当する。46は砂岩質の砥石で、使用面は 1面 が認められる。人熱 を受 けた痕跡

がある。

第Ⅵ層出土遺物 (第 19図47～ 51)

47～ 49は土師器小皿である。471よ「て」字状口縁・48・ 49は口縁部が内彎気味に立ち上が

り、端部を丸くおさめる。口径・器は47が 9.6c皿 。1.2c皿 、48が 8 cm・ 1.2 cm、 49が 8.4

cm・ 1.2 cmを 測る。50は いわゆる中世須恵器の鉢である。底部だけの残存であるが内面に

使用痕が認められる。東播産の可能性が考えられる。51は高台を比較的高く削り出す白磁

婉である。外面下半ヘラ削りで、内面見込みに段を有す。胎土は精良で灰白色を呈す。森

田・横田氏分類のV類に相当する。

その他の遺構出土追物 (第20図 )

土師器 (1～ 4)

1・ 2は土師器小IllLで、器高・口径は 1が 7,4 cm・ l cm・ 2が 7.4 cm。 1.2c皿 を側る。

3は 口径12.8cm・ 器高2.4 cmを 測る土師器大皿である。底部内外面に指頭圧痕を見著に残

し、口縁端部のみを外方へ突出させる。 4は 日径14.2cm、 器高 4.2 cmと やや浅い土師器婉

である。体部は内弯 し、日縁部は外反する。調整は回転ナデによる。

黒色土器 (5～ 10)

いずれも椀であるが残存状態は悪く調整や暗文は明瞭でない。5～ 7は 口径14.6cmを 測

る。器壁は厚手全8Jよ口径13と坐Ⅲ・器高弘6cmと やや扁平な器体を呈す。断面三角形状の

高台を貼りつけているが底面が接地しており、かろうじて高台の機能を保っているといえ

る。9は三角形状、10は比較的しっかりした高台を貼りつける。

―-46-―



喘 8

5                              7                             0

淀 ガ i3北

第20図 その他の自構出土遺物実測図

・一一一一一中子一ｒ．．´

■
４
　
　
　
　
．

残
鮮
一

〓
干

ギ
・一
ャ，
中

一特＝
　
げ

10   15C M

SB-2. P― |( )    SP-3(8)
SB-14 P― |(5・ 0・ 28)SP~9(9・ 8)

SB-4. P-2(15)    SP~0(7)
S8-9. P― |(3)    SP~1(24)
SK-30(13・ 16)

SK-33(26・ 30)

SD-2(11・ 12)

SD-18(32～ 34)

SP-5(4)
SP-6(6)
SP― フ (7)

33

落込み (14・ 19～22・ 29'36)
遺構面 (23)

SP-3(3)
SP-4(35)
SP-5(2)
SP-6(25。 27)

-47-



瓦器 (11・ 12)

いずれも婉の底部である。外面はナデ、内面はヘラ研磨がみられる。器壁はやや薄手で

ある力朝台土、焼成とも悪い。

灰釉陶器 (13～ 19)

皿 と婉がある。13は縁皿で、日縁端部を外下方につまみ出す。施釉は日縁部のみわずか

に認められる。14は筑で、内弯する体部から口縁はわずかに外反し、端部は丸くおさま

る。施釉は潰け掛けによる。15～ 19は婉の底部である。高台貼 りつけ後、ロクロナデで仕
注⑤

上げられており、底部に糸切痕が残 るものが多い。猿投窯編年に比定すると13は鳴海82号

窯式に、14～ 19も 折戸53号窯式～百代寺窯式の灰釉陶器終末期にあてることができるが、

一部は山茶碗の範疇に含まれると考えられる。 フ

縁釉陶器 (20～22)

20～ 22は すべて娩の底部である。素地はいずれも軟質であるが、釉のよ」離が著 しい。22

は高台内面に段を有すいわゆる近江型の形態をもつ。全体的に丁寧につ くられており、良

品と思われる。

陶磁器 (23)

23は唐津焼の婉である。高台は断面台形状を呈 し、体部は内弯気味に上方にのびる。

黄緑色の釉がかかり、見込みに焼成時の三叉 トチン痕が残る。

磁器 (23～ 30)

24は自磁皿で底部をわずかに上げ底状に削る。釉は薄 く黄灰色を呈するが、体部下半には

施釉されない。見込みに段を有す。25～28は 白磁碗の口縁である。25は 口縁部がやや外反

する。外面体部に櫛目文、内面口縁部付近に沈線を有す。釉は黄灰色を呈す。26・ 27は大

きな玉縁を有す碗で、29は見込みに沈線状の段をもつ。釉は厚 く26が灰白色、27が黄灰色

を呈す。28は小 さな玉縁をなし、体部は九味をもつ。釉は薄 く黄白色を呈す。29～ 31は椀

の底部である。301よ高台も厚 く削 り出しもわずかである。見込みに沈線状の段を有す。31

は高台をやや厚 く肖Uり 出し、見込みを押 え凹ませる。釉は29・ 30が灰自色、31が黄灰色を

呈 し、外面体部は施釉 しない。森田、横田氏分類にあてはめると、24・ 31はⅥ類一 Ib、

25は V類-2・ 26・ 29はⅣ類、30はⅣ類-lo、 28は I類に相当する。

3点が出土 した。いずれも平瓦と考えられる。32・ 33は格子目叩きが、31・ 33に 1よ布目

が残る。
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Ⅲ 可ヽ 結

本調査区で検出した古墳時代の遺構の年代は庄内式期、布留式期、6C末～7C初頭の

3期 がある。庄内式期の遵構はわずかに土壌 1基 しか検出しておらず、集落の実態につい

てはつかめなかった。布留式期の道騰は倉庫状建物 1棟、土壌 2基、濤 2条で、住居は検

出できなかった。生活面の肖U平 により住居の検出が困難なためであると考えられるが、あ

るいは集落の中心が西側調査区外に存在するのかもしれない。6C木～7C初頭になると

遺構の数も増え、本調査においてはこの時期が中心であったことがわかる。

古墳時代以後、平安後代中頃にかけての道時は検出されていない。この間、集落は途絶

えていたものと思われる。

平安時代末期～鎌倉時代になると再び集落が形成されてくる。この時期 の建物はSE―

2・ の覆屋を除き11棟検出されているが、建物の配置、切 り合いから4期 (ェ ～N期 )4群

(A～ D層 )1こ分 けることができるδ

上期はA群のSB-12、 17があたる。Ⅱ期はA群のSB-13、 16、 B群のSB-19～ 21

があたる。Ⅲ期はA群のSB-14・ 15があたる。Ⅳ期はC群のSB-22～ 24と D群のSB

-25があたる。A～ C群はいずれも2～ 3棟で構成され、母屋にやや小ぶりな建物が 1～

2棟付属する。S B21の ように建物のまわりを柵や濤で囲むものもある。

私宅のまわりに柵や濤をめぐらし、外界と区画する行為の起源は農民が畠地を野獣の侵入

や他人からの作物の、奪を防ぐために設けたとする説がある。私宅にめぐらされた柵や濤

には私有権を明示 し、他者の侵入を防止する役割があったのだろう。その意味においては

SB-21と SB-19と は別の群 としてとらえるべ きかもしれない。 I～Ⅲ期の建物方

位はⅥ-26° ～30° 一Eを さし、周辺の条里地割 りⅥ-33° ～34° 一 Eと は若子のズレを示す。

これはこの地域を界川及びその支流の川筋にあたり、地割りが乱れていたためと考えられ

る。

IV期 は建物方位はⅣ-40° 一Eを示 し後述する区面濤集落の建物方位とほぼ合致する。
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最後にSE-2に 係る井戸祭烹Eの痕跡についてふれておこう。

まず第一曲物底に黒色土器婉 (第 19図41・ 43)と 土師器小皿 (第19図37)が正常位に納

置されていたことについてである。これらは曲物】ヒ東端に重ね置かれ、横に棒状の木製品

がそえられていた。出土状況から転落あるいは井戸廃絶時のものとは考え難 く、井戸構築

時に丼戸底に納入されたものと考えられる。石川県鳳至郡穴水町西川島遺跡群では、曲物、

土器、人形が井戸の「まなこ」
長鼈石

井底に納入されていた例があり、井戸 (水神)信仰

のあらわれとしてとらえられている。本例 も何 らかの意識をもって納入されたものではな

いだろうか。              ′

次に丼戸枠内にほぼ垂直につきささつた状態で検出された竹筒についてである。竹筒は

径約 7 cm、 長さ現存約65cllaで節がくり抜かれており、先端は井戸底の礫層にまで達 してい

た。水野正好氏は「井筒をのこした一井とその秘呪」の中で井戸に残 された竹筒を井戸を
※油③

埋めるさいの儀式に用いた井鎮具としてとらえられている。本例も井鎮具 としての条件を

十分に満たすものであり、「埋井の竹」としてとらえることができると考える。ただ、こ

の井戸の場合使用時期が2時期想定され、「埋井の竹」がどの時期の廃絶 に伴なうものか

が問題 となる。現状ではその判断は困難であるが、竹筒が第二曲物底、第Ⅳ層上面から検

出され、井戸の中心 (曲物)を はずれていたことや以前使用 していた井戸 (第一曲物)を

放置 したままその上に曲物を再構築することは考えにくいことから、第一曲物廃絶後に立

てられた可能性が強いと考える。

海③ 中村浩『和泉陶邑窯の研究』柏書房 1981年

連② 中主町教育委員会山田謙吾氏に御教示いただいた。

(宮下 )

潮③ 白石太一郎「いわゆる瓦器に関する二・三の問題」『古代学研究』54古代学協会1969年

激④ 横田賢次郎、森田勉「大学府出上の輸入中国陶磁器について」『九)H歴史資料館集』4

九州歴史資料館 1978年

泌⑤ 槽崎彰一、斉藤孝正「猿投窯編年の再検討について」『研究紀要』2 愛知県陶磁資料

館 1988年

海③ 穴水町教育委員会『西川島』I oⅡ  1980、 1981年

油⑦ 水野正好「竹筒をのこした一井とその秘況」『草戸千軒』No36
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第 2節 第 2調査区

I 調査概要

第 2調査区は調査対象地区の南端にあたる部分で現在の境川 とその支流に扶まれた地区

を対象に調査区を設定 した。確認された遺構は、古墳時代の祭祀に関わる土渡 1基 と平安

時代末期から中世にかけての遺構、掘立柱建物 4棟、濤 4条、土壌墓 1基 と柱穴とみられる

ピット群である。遺構の密度は調査区の中央やや北よりの地点でかわる。これより南に於

いては安定 した土壊のうえに掘立柱建物やピットが散在的に存在 しており、これより北で

は、すぐ脇を走る現在の河川に平行 して走るように太古の河川の跡 と思われる (念の為に

一部深掘 りの調査を実施 したが3m以上のバラスの堆積がみられただけで遺物はみられず、

上面に切っている遺構のうち一番古い布留式土器が出土 した土竣以前に既に埋まっていた

ものと思われる♪バラスの堆積がみられその面をベースとして古墳時代の土壌や平安末期

の濤群やピット群が多数検出された。また、調査区の南端では現境川の元の川幅と考えら

れる砂レキ層が確認できた。

Ⅱ 古墳時代の追構と遺物

1遺 構

SK01(第 21図 )

調査区の北端部の中央に位置し、直径約8m、 深さlmを測る楕円形の土装で層位は全

部で12層 を数えほぼレンズ状に推積している。①層 (灰掲色混礫土)、 ②層 (茶灰褐色粘

質土)の下に多量に土器を包合している③層 (暗黒褐色粘質土)がありこれらの下に一面

に薄く炭の堆積層がみられた。さらにこの下に麒③ o③層の土器を多量に包合する層群が

あり、その下に⑦層 (暗緑灰色の精選された極めの細かな粘土)が貼られたように堆積し

ておりそのさらに下に本の葉を一面に敷 きつめたような木葉層がある。その下に最下層 と

なる層に高杯、九底、鉢、ミニチュア土器とともに板状・棒状・槌状の木製品が出土 した

層があつた。これらの層位は少なくとも3つの区切 りで捉えることのできる層序があるこ

とがわかる。出土遺物には特に③層に集中しており立櫛が3点、羽日、有孔円板が2点、

用途不明石製品、はずみ車 1点、水晶の最」片、砥石などがありこれらのことを総合 して考

えて祭斤E土渡 として捉えてよいと考えられる。

2遺 物
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第21図  SK-1遺 物出土状況・平面図・断面図
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SK01(第 22・ 23図 )

土師器

壷A(12、 20)

ともに口縁が三段に上方に大きく立ち上がるもので厚みが l cmと 厚く、いわゆる、広義

の二重口縁を持つ壷で体部は球形か卵形をするとおもわれるが口縁から下部は欠失してい

て無い。特に (20)は 口縁端部を強く押しナデて内外面ともに外方へ摘みだすように横ナ

デを施すという特徴をもっており、内面には漆のようなものが付着している。色調はいず

れも赤褐色をしており、胎土も砂粒を多量に含む粗いものである。(12)は ③層より、(20)

は⑨層より出土している。 (西部瀬戸内系の様式をもつものと思われる♪

壺 B(1、 2)

口縁がやや緩やかな「く」の字を呈する器高20cm前後の小型の重になると考えられるも

のである。 (1)は外面がやや摩減 しており調整がわからないが、内面の粘土組の巻 きあ

げの痕跡がよく認められる。 (2)は口縁 を指圧で整形 し体部 5～6条のハケを施 してお

り、内面に粘土組の巻 きあげの痕跡が顕著に見られる。色調は淡褐色で胎土はやや粗い。

ともに、③層より出土 してぃる。

甕A(9、 21)

体部から外方に直線的に伸びる日縁で「く」の字を呈するもので端部を細 く摘みあげる

もので、 (9)は体部を指圧で整形 したのち縦ハケを施す。内面には粘土紐の巻 き上げ痕

が顕著に残つている。色調は淡白褐色を呈 し、胎土は砂粒を多量に含む。③層より出土 し

た。 (21)は体部がややいびつな卵形を呈するもので、調整は全体に摩滅 しているため解

らない。色調は淡茶褐色で胎土はやや粗らい。C層 より出土 している。

甕 B(10、 23、 25)

体部から外方に直線的に伸びる口縁で「く」の字を呈するものであるが、端部が「コ」

の字状に肥厚し面を持つ。(10)は色調が白濁色で、胎土は黒色で細かい。③層出土。(23)

は体部外面を縦方向のハケを施し、内面は口縁部を横ハケ、体部を斜め方向のハケを施し

ている。最下層出土。 (25)は外面の口縁部をナデ、体部を縦方向にハケを施す。内面は

口縁部から頸部直下までナデ、体部を斜めにハケを施す。最下層出土。

甕 C (8、 11、 22、 24)

体部 から内湾 ぎみに外方 に伸びる日縁で、端部 を内側 に折 り曲げたように肥厚 させる。
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(8)は外面部を全体に横ナデを施し、内面は日縁部を横ナデし、体部には指圧痕が残

っていた。また、顕部の内外面には強い横ナデの段が残っている。②層より出土。 (11)

は全体 に摩滅が著 しく調整は不明である。色調は黒褐色 を呈 し、胎土は砂粒を多量に合み

粗い。③層より出土。 (22)は外面部を横ナデをし、頸部には強い横ナデによる段を有す

る。内面は口縁部から頸部過半を横ナデを施し、体部は横方向のヘラケズリを施す。最下

層出土。 (24)は外面の口縁部を横ナデし、体部を斜めにハケを施す。内面は口縁部から

頸部にかけて横ナデをし、体部から底部を斜めにヘラケズリを施す。最下層出土。

鉢A(5)

鉄兜形を呈するもので、斜め上方に伸びる体部からさらに屈曲するように外方に伸びる

口縁部を持つものである。底部は欠失しているが九底になるものと考えられる。タト面の体

部を指圧で成形したのち口縁部のみを横ナデする。内面は日縁部を横ナデする。色調は淡

褐色で、胎土は小石粒を多く合みやや粗い。②層より出土。

鉢 B(6)

鉄兜形を呈するものであるが、体部がやや内湾するように立ち上がり、そこより斜め上

方に伸びる日縁を有する。底部は欠失しているが平底であると考えられる。外面の体Jを

指圧で成形したのち口縁端部のみを横ナデする。内面は口縁部を横ナデする。色調は淡赤

褐色で、胎土は堅く密である。②層より出土。

鉢 C(7)

厚い平底の底部から内湾するように体部を立 ち上がらせ口縁端部を鋭 く摘む。外面の体

部は下半をケズる。また、体部には粘土組の痕跡が残 る。色調は淡褐色で胎土は細 かい。

③層より出土している。

高杯 A(17)

杯部下半部は内湾せずに平坦で、そこより小 さな段を持つようにたちあがってすぐに上

半部が直線的に大 きく広がった深いものである。脚部は「く」の字に屈曲して伸びる。

色調は淡褐色で、胎土は細かい。③層より出土している。

高杯脚部A(13、 15、 18)

裾の部分で屈曲せずに緩やかに外反するように立ち上がるものである。 (13)は摩減で

調整は不明。色調は淡赤褐色で、胎土は細かい。②層より出土。 (151は摩減で調整は不

明。色調は赤褐色で、胎土は砂粒を多量に含む。③層より出土。 (18)は外面を縦方向に

細くケズる、内面には上半部に絞られたような縦方向のしわがのこる。裾部は横ナデを施
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している。色調は白掲色で、胎土は砂質で細かい。③層下層より出土。

高杯脚部 B(14、 19)

裾の部分で「く」の字状 に屈曲 して台錐状に上方に伸びるもので、裾の端部には面を持

つ。特に内面先端に型を基 しこんだような小 さく鋭い穴があき脚部の部分に二段の沈線が

廻 る。 (14)は外面をヘラケズリを施 している。色調は淡褐色で、胎土は細 かい。③層の

下層より出土。 (19)は 、表面が摩減 しており調整は不明である。色調は赤褐色で、胎土

は砂粒を多量 に含み粗い。最下層より出土。

小型丸底 (3、 4)

いずれも体部球形で丸底のものである。 (3)は 回縁部がやや長 く真っすぐに立 ち上が

るもので回径は小さい。淡褐色を呈し、胎土は砂粒を多く含み粗い。②層より出土。 (4)

は口縁部は短 く外方に広がるもので、日径は大きい。暗褐色を呈 し、胎土は砂粒を多く合

む粗いものである。③層より出土。

ミニチュア土器 (16)

土師器の甕を模造 した「てず くね土器」で胴径のわりには高さのないものである。口縁

部は欠失しているが九くおさめるものであると考えられる。③層の下層より出土した。

装身具 (第 24図)

竪櫛 (26、 27、 28)

細 く削った竹 ヒゴを数本ないし数十本そろえて、中央を糸で くくりそこを中心にしてU

字形に曲げ半円形の頭部 と裾広がりになる歯部 との間を糸で くくり、本の皮のようなもの

でまいたもので、その うえから黒漆を塗って固めている。何れも残 りはよくなく歯部はな

い。ひとつの遺構 から3点 も出土 したのは県下でも初めてである。③層下層出土。

石製品 (第24図)

円板 俗0、 31)

(29)は 、緑色の石で中央に孔を持ち、表面を平滑に研き縁を8面 に面とりを施した有

孔円板である。⑥層より出土している。 (30)は 、中央で半折れしているが両面を平滑に

研き縁を4面以上に面とりをする無孔円板である。黒色で、泥岩もしくは粘板岩かとおも

われる。③層下層より出土。

はずみ車 (32)

緑色の石で、中央にl cmの 孔をもち、厚さ1.2cm直径4.2cmの 円板である。形態よりはず

み車の可能性がある。⑥層より出土している。
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刀状石製品 (29)

片方を摘みだしたように、もう片一方を剣先のようにとがらせたものである。②層より

出出 している。

砥石 (33、 34)

(33)は断面菱形のもので、2面を使用している。黒色の泥岩である。⑥層より出土し

た。 (34)は、長方形で、断面レンズ形をしたもので上部に切断した痕がみられ中央に打

ち掻いたときのバルブが残る。両面に使用痕がみられる。黒色の粘板岩である。③層下層

より出土した。

土製品 (第 24図 )

ふいご羽口 (35)

先端の部分の半分であるが、中空の孔があり先端が溶解 しているところから羽日と考え

られる。

本製品 (第25図 )

木製品は下層の粘土張 りの下の層より閉じ込められたように出上しているが、ここに図

示 した以外にも槌のようなもの棒状のものなど多数出土 している。

男根状木製品 (36)

柾目方向に面取 りがなされた断面レンズ状のもので、先端を亀頭状に削りだしている。

板状木製品 (37)

幅約6.7cmで 長さ60.5cm以 上の板であるが片方の縁に約 l cmの段を持つ。

棒状本製品 (38)

幅約 l cmで 長さ65cm以上ので、上下ともまだ続 き用途は不明であるが長い棒である。

Ⅱ 中世の遺構と遺物

2.遺 構

掘立柱建物

第 2調査区では推定できた建物が5棟ある。以下にそれぞれの説明を加える。

SB01 (第 26図 )

調査区の南端部に位置 し、建物の規模は桁行 2間 ×梁間 4間 (た だし、桁行の西から1

間、梁間の南から数え3間 日と4間 目に内を割るようにもう1間増やしている。)の西向

きのN-35° 一 Eの軸を持った南耳ヒ棟である。寸法は桁行総長4.35m、 梁間総長7.92mで
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柱間寸法は桁行で南より1,98m+1.65m+2,31m(0,99m+1。 32m)+1,98mで ある。柱

穴はおおよそ直径、深さともに30cm前後を測る隅九方形 と楕円形のもので構成されており

柱は存在していず柱当たりも見当たらないが底より10cm位 のところで柱が当たる部分のみ

段堀 りしているものが多く認められた。また、特に北西隅の柱穴には底に礎板石が使用さ

れておりその上部では4個体分の羽釜が出土している。

SB02 (第 27図 )

調査区のほぼ中央の東端に位置するもので建物の規模は桁行 1間以上×梁間 5間のN一

35° 一 Eの軸を持った南】ヒ棟である。寸法は桁行総長1。98m以上、梁問総長9。 24mで柱間

寸法は梁間で南より1.65m+1.98m+1,98m+3.63mで ある。柱穴はおおよそ直径30～40

cm、 深さ40cm前後を測る隅九方形 と楕円形のもので構成されている。柱および柱当たりは

なく底より5～ 10cm位 のところで段を持つものが多い。

SB03(第 27図 )

SB02に 切られるもので SB02の 建て替えと考えられる。建物の規模は桁行 1間以

上×梁間 4間のN-37°一 Eの軸を持つ南北棟である。寸法は桁行総長1.98m、 梁間総長

10,89mで柱間寸法は梁間で南より3.96m+1.98m+1.98m+2.97mで ある。柱穴はおおよ

そ直径30cm前後のものが多くほとんど楕円形を呈 している。

SB04 (第 28図 )

調査区の北部に位置 し、建物の規模は桁行 1間 ×梁間 3間で東側に 1間の廂をもつN一

25° 一 E軸の南北棟である。寸法は桁行部総長3.30m、 梁間総長4.62mで柱間寸法は桁行

部で西より1,32m+1.98m、 梁間で南より2.31m+231m+2.31mと 等間隔である。柱穴

は直径40cm前後で削平されていて全体に浅 く円形のものが多い。形態より獣舎と考えられ

る。

SB05(第 28図 )

調査区の】ヒ南部に位置 し、建物の規模は 1間 Xl間でN-20°一Wの軸を持つものであ

る。寸法は南】ヒ・東西ともに総長3.63mで柱間寸法は南北で南より1.65m+1.98m、 東西

で東より1。32m+2。 31mで ある。柱穴は直径10cm前後の円形のものがほとんどで浅い。

溝

確実に濤であると考えられるものが調査区全域で 5条検出された。以下にその説明を加

える。

SD01
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0          2M

①灰褐色粘土
②暗灰黄色粕土 (炭 )

③暗褐灰色粘土 (炭 )

④黒灰粘土 (石・炭)

第26図  SB-1平 面図 :P-1断 面図
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第27図  sB-2.3平 面図
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SB01の 東側 をL字 に走 る濤である。幅は約50cmで深 さは20mの断面U字形の濤であ

る。建物 に併 う雨落 ち濤であるとおもわれるが、建物が存在するであろうと考 えられる方

向は調査区外で直接 これに併 う建物は検出されていない。

SD02

SB01と SB02の 間を区画するように流れる濤である。幅は約1.5mで深 さは 0.5m

の浅いものである。

SD03～ 05

調査区の北部 を南北 に走 る濤で、約 6阻 程 を検出 した。幅は約5Clcmで深 さは約15cmで現

河川を扶んで第 3調査区につながってぃる。

ly

――――  A′

90.OooM

90.000M

B

0          2M

跳侯ζ錘雪τ巨賓褐
色マンカンフロック)

③黄灰色砂土
8言浜蟹自踏悲里

マンガン含む)

⑥淡灰禍色粘砂土
②暗黄褐色粘質土
③暗灰褐色粘砂土
◎褐灰色砂土 (炭合む)

⑩責灰褐色粘砂土
①暗茶灰色粘土
⑫黄褐色砂粘土
○褐灰色砂土 (炭含む)

〇暗茶褐色粘土

第29図  SK-2平 面図・断面図
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土羨

土猿は調査区の耳ヒ半部に集中 してみられ長楕円形や不定形のものが多く、出土遺物 も概

して小量で大半が性格の不明なものが多い。ここでは主要なものをとりあげて以下に記述

する。

SK02 (第 29図 )

調査区の中央部東よりに位置 し、ふたつの不整形で浅い土装を切るように存在するもの

で、南北1.92m、 東西1.80m、 深 さ0.56mを 測 るほぼ方形のものである。さらにこの中央

やや東よりには一段低 くなるように南北 1.40m、 東西0,76mの長方形の落 ち込みがある。

⑭層の堆積がみられまわりの方形部と内部の長方形部では違った堆積がみられる。青白磁

の合子が出土しているところなどから土墳墓の可能性が強い。

柱穴状遺構

明確に建物を構成する柱穴以外に何れかの時代もしくはなんらかの理由により掘りこま

れた柱穴状の遺構である。ここでは調査区の中央と東端の部分の2個所に集中している。

SP群 01

調査区の中央 SB02と SK02の 東側に広がる空間地で35個 ほど検出された。直径20

cm前後の円形のものがほとんどである。

SP群 02

調査区の東端の SD03よ り東、 SB04、 05の存在する部分で約60個 ほど検出され

た。直径は大 きいもので50cm前後のものがあるが、概 して20cm前後のものが多い。 SD0

5よ り東よりのものは黄褐色土上に掘 りこまれているが、 SD04よ り西では暗茶褐色の

レキを多量に含む土壊 に掘 りこまれている。

2.遺 物

SB01(第 30図 )

土師質土器皿

(12)、 (13)は平lFIな 底部からやや口緑端部を斜め上方につまみだすもので口縁部を

一度だけナデるものである。 (12)は SP04よ り (13)は SP05よ り出土 した。

黒色化土師質土器婉

(14)、 (15)と もに婉の高台部分である。足の低い断面三角形に近い形に貼 り付 けて

いる。 (14)1よ SP02よ り (15)は SP03よ り出土 している。
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SK02(第 30図 )

青白磁合子   (9)

口径 4 cmを 測るもので体部には蓮弁状の稜を持った合子の身である。素地は白色を呈す

るもので級密で堅い。釉は青白色である。輸入磁器と考えられる。

龍泉窯系青磁皿   (10

凹み底の底部から斜め上方に立ち上がる体部から屈曲するように上方に立ち上がる口縁

部を有すると考えられるもので、底部外面は掻 きるとしているが体部には貫入の激 しい暗

緑色の釉が施 されている。素地は灰白色を呈 していて緻密で堅い。 〔太宰府 I-2・ C〕

SK03(第 30図 )

土師質土器皿   (3)

底部から内湾するように立ち上がり口縁部を一旦屈曲させるように斜め上方に立ち上が

らせるものである。黄褐色 を呈 している。

SK04(第 30図 )

土師質土器皿   (4)

平坦な底部からいきなり口縁部を屈曲させるもので、端部は鋭 く収める。日縁部に一度

だけ横ナデを施す。責褐色を呈 している。

SD03(第 30図 )

緑釉陶器皿   (2)

やや厚い底部から体部をロクロ横ナデによる整形によって斜め上方に立ち上がらせて口

縁端部を外反させ玉淵のように九く収める。高台は直に立ち上がる断面三角形を呈するも

ので、内面接合部に段 を有する。素地は暗灰色を呈 しており緻密で堅 く、外面全体に濃緑

色の釉が施されている。近江産と考えられる。

S D 09(第 30図 )

常滑焼こね鉢   (11)

ロクロによる横ナデによって体部から口縁部を斜め上方につまみだしたもので、口縁端

部に面と段を持つものである。色調は淡灰色で胎土は白色粒子を多量に合むものである。

日縁部外面に重ね焼 きの痕跡がみられる。

包合層 (第30図 )

灰釉陶器皿 (1)

強いロクロ横ナデで整形されたもので内面に段を有する。色調は灰色で胎土は緻密で堅い
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土師質羽釜   (18)

色調が暗茶褐色 を呈するもので胎土が非常に粗い。形態は破片であるが口縁部が大きく

内湾 し端部を九く収めるもので、鍔部は小 さな断面三角形を呈 し上方を向いている。調整

は横ナデを施 したのち内面だけを横方向に荒いハケでナデている。 SP01よ り出土。

土師質羽釜   (20)

色調が淡白褐色を呈するもので胎土が非常に粗い。形態は破片であるが口縁部がやや内

傾 し口縁端部に面を持つように外方よリナデられたもので、鍔部は下向きに垂れ下がって

いる。 SP01よ り出土。

土師質羽釜   (17、 19)

色調が淡褐色を呈するもので胎土は粗 く砂粒を多く含む。形態は体部から内湾するよう

に立ち上がった胴部に口縁部が鍔のあたりから内傾するように向 うもので、口縁端部は平

坦な面を持つように内面からつまみ出されている。¢拳部は大 きくやや斜め外方に張 りだし

ており端部に面を持つ。調整は外面の口縁から鍔の直下までを2.5 cmの 大 きな単位で横ナ

デを施 し、体部は斜め方向のハケを施 している。外面は口縁端部のみを横ナデし他を横方

向のハケを施 している。鍔より下半には多量のススが付着 している。 SP01よ り出土。

瓦質羽釜   (16)

瓦質のもので胎土は網かいが石英粒を多量に含んでいる。口縁端部がやや内傾するもの

で鍔部は台形状のものが平行に張 り出している。調整は内外面ともに口縁部辺 りを強い横

ナデを施 している。 SP02よ り出土 した。

常滑焼甕   (21)

体部の破片で暗緑色の釉がかかってぃる。また、上部に羽状のF「亥」文がある。SP04

から出土 している。

SB05 (第30図 )

土師質土器皿   (6)

平坦な底部からやや内湾するように口縁部を斜め上方につまみ出すもので、体部の下半

までを一度だけ横ナデしている。色調は暗赤褐色を呈 し、胎土は黒色粒を多く含む。 SP

04よ り出土 した。

黒色化土師質土器皿   (7)

底部からやや内湾するように口縁部が真っすぐにたちあがるもので、口縁端部だけを一

度横ナデさせて屈曲させている。 SP07よ り出土した。

―-69-



SD-2  辞
69T H 

キ＼彰7潔融
。

κ    軋_二b一歩一―◇riゞ ‐テ■

第31図 第 2調査区 平面図

―-70-―



Ⅳ 小 結

ここで第 2調査区の調査で得られた成果を簡単に以下にまとめる。古いところでは、古

墳時代前期の土渡が 1基確認された。これは土羨としては非常に大きなものである。その

特異性は埋土の在り方 (最下層に木製品を埋め白い粘土を貼付けたり炭を敷 き詰めたりし

ている。)、 出土遺物 (縦櫛、種々の石製品)か らも伺える。いわゆる、祭祀土渡と考えら

られる。ここからは真東に三上山が望むことができる。しかし、集落ないにおける位置関係は

検証できなかつた。今後はこのような土装の空間的な位置関係を重視 しなければならない。

中世期の追構としては掘立柱建物が検出されたが、建物を区画するような濤や井戸は検

出することはできなかつた。遺構の密度や位置からみても集落の南端を構成する一角であ

ったと考えられる。また、この調査区の南端には現河川とまったく重復するところに旧河

川が走っており横江遺跡の南端を決めることができた。

以上がここで確認された結果であるが、ここの調査区遺構の配置よりもこれより東にま

だ集落の広がる可能性は確実であり、第 2期造成予定地の調査の結果によってここの調査

の結果がより明らかにされるものと考えられる。 (木戸 )
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第 3節 第 3調査区

I 調査概要

第 3調査区は北を畦道、西を墓道、東 と南を境川に扶まれた部分に調査区を設定 した。

確認 された追構は、古墳時代の濤が 3条 と中世木の掘立柱建物 3棟、柵列 5列、濤、井戸

1基、土壌、柱穴群である。この調査区でほぼ 1区画の居住構成が認められるものと考え

られる。また、古墳時代の濤は中世期の濤 と重復 しており、その中世期の濤は現在の境川

と重複 している。                           !

I 古壊時代の遺構と遺物

1.遺 構

濤

SD01～ 03

調査区の南端 を東西方向に斜めに横切る濤である。 01は 03に よつて切 られており、

01・ 03と もに02に より切 られている。これらの濤は、西は現境川ぞいに第 1調査区

でも検出されている。何れの濤からも布留式土器併行期の土器が多量 に出土 している。

柱 穴

SP01

調査区の北端中央部 に位置する柱穴で直径約50clnの 長楕円形である。ここより石製勾玉

が出土 してぃる。

2.遺 物

SD02(第 32図 )

古式土師器

壷 (4)

口縁が直線的に上方に「く」の字に伸びるもので、端部の内面に小 さなナデの段 を持つ

器壁は薄 く、胎土は粗 く赤褐色 を呈 し、砂っぼく白色粒子を多量 に合む。

甕 (5)

体部から外方に反 り出すように頸部を作 り、そこから口縁部を垂直に立ち上がらせ端部

を鋭 くとがらせるもので、焼成は良好で色調は茶褐色 を呈 し胎土細かい。

高杯 (6)
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やや太い胴部からハの字に開く脚部を持ち、端部に垂直な面を持つ。足の内面に帯状の

凹が 1条廻る。胎土は細かな砂粒を含む。色調は赤褐色を呈する。

小型九底壷 (2・ 3)

(2)は体部が球状を呈するもので頸部でやや段を付ける。焼成、胎土 ともに悪 く黒灰色 を

呈 し、粗い砂粒 を多量 に含む 。(3)は偏平 な体部を呈するもので、底部は厚く内面に指圧に

よる成形痕が強く残っている。色調は赤褐色を呈 し、胎土は粗く小石を多く含む。

石製品

有孔円板 (8)

直径 2.6 cln、 厚さ2 mmの石製円板で全体に欠損が激 しい。中央両端に対になる2っ の孔

があけられている。

狭 り入り片刃石斧 (7)

全長10.5clm、 幅 3.4 cllaの 磨製石斧で、中央部上面に浅い挟 りが入っている。刃部端は使

用により欠損 している。

―
貶 密

―
蕪 い

-8

《
~)9
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―
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第32図  古墳時代出土遺物
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|
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SD02(第 33～35図 )

古式土師器

重B(1、 4、 6、 10)

外反しながら外に広がる口縁部を有し、肩張 りの体部へと続 く。日縁端部は丸く収める

もので、(1)(4)1ま 赤褐色、 (6)は 白褐色を呈 し器壁薄 く焼成、胎土共に不良である。(10)

は暗褐色を呈 し、調整は口縁部は内外面ともにナデで仕上げられ、頸部は強いナデにより

段を有する。外面体部の肩には縦方向のハケの後、横方向のハケガ施 されている。内面は

ヘラ削りである。

葦E(13、 18)

口縁部が直線的に外方に仲びるもので球形の体部を持つもので、住0はやや長めの回縁部

部を持ち端部 にいく程は薄 く尖っている。自褐色を呈 し、胎土は砂粒を多く合む。 (18)は

やや短めの口縁部を持 ち、頸部に強い横ナデの段 を持つ。体部は球形で下半部に黒斑を持

つ。色調は淡褐色 を呈 し、胎土は白色小石粒を多く含む。

重 H (14)

撫で肩の体部から外方に広がる日縁部を持つが、外面に丸みを持ち中程で強い横ナデに

よる段 を持つ。色調は赤褐色 を呈 し、胎土は粗い砂粒を多量 に含む。

壷A(15)

口縁部が二段 に外反するもので、端部を丸 く収める。やや厚めの器壁を持ち口径は大 き

い。色調は淡褐色 を呈する。

壺 」 (17)

日縁部が大 きく外反し開く広日の壺で、帯状の端部が下方に垂下 したものである。端面

には横ナデの後 3条の沈線を廻 らせた上に、棒状の貼 り付 け突帯を 3本付す。色調はいわ

ゆるチョコーレト色 を呈 し、胎土には角閃石が多量に合まれていることから生駒山麓産の

上器の可能性が強い。

甕 A(5、 9)

体部から外方に直線的に伸びる口縁で「 く」の字を呈 し端部を丸 く収める。 (5)は 口縁

部内面に横方向のハケを施 し色調は白褐色を呈する。胎土は細 かな砂粒を合む。 (9)|よ 口

縁部内面に横方向のハケを施 し頸部外面に斜め方向のハケを施す。色調は白褐色 を呈する。

甕 B(2、 3)

体部から外方に直線的に伸びる口縁で「 く」の字を呈するが、端部が「コ」の字状 に肥
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厚 し面を持つ。 (2)1よ 頸部に強い横ナデの段 を持ち、体部はナナメ刷毛を施す。色調は暗

褐色 を呈する。 (3)は 口縁部 に縦ハケを施す。色調は内面黒色、外面淡茶掲色を呈する。

甕 C(11、 12)

体部から内弯ぎみに外方に伸びる日縁で端部を内側 に折 り曲げたように肥厚させる。(11)

は自褐色を呈する。 (12)は赤褐色を呈する。

甕 I(7、 8、 16)

体部から外方に立ち上がり、もう一度内弯するようにつまみだし端部に面を持つ。受け

口状口縁 を持つものである。 (7)は体部肩に横方向のハケを施す。色調は暗白褐色 を呈す

る。 (8)は淡褐色 を呈する。 (16)は脚台である。輪積みによつて成形 されている。

高杯杯部 A(20、 24)

杯部が屈曲 して外方に仲ぴるもので端部は丸 く収める。 (20)は下半部が内弯せずに短 く

のび上半部が直線的に大 きく広がった深いもの、 (24)は下半部が内弯 し上半部が大 きく外

反するもので、色調は両者 とも赤褐色を呈する。

高杯杯部 B(21、 22、 23)

杯部の下端で段 を持 ち、そこから屈曲 して外方に伸びるもので端部をつまみだ して面を

持たせる。 (21)は杯部外面に縦ハケを施す。色調は赤褐色である。 (22)は 外面に縦ハケ、

内面 に機′`ケを施す。色調は白褐色である。 03)は 日縁端部の上面に刻み目を施す。色調

は淡褐色である。

高杯杯部 C(19)

椀型の杯部を持つもので端部は九 く収める。脚部は細い。色調は赤褐色である。

高杯脚部 (25～ 31)

頸部から屈曲 して裾で広がるもので、内面に指圧による成形痕が認められるものもある。

小型丸底重A(32～ 35)

体部球形で九底を呈するもので、口縁部は「は」の字に開 くものである。色調は全て赤

褐色 を呈する。

小型丸底重 B(36～ 39)

体部算盤玉形で偏平な底部を呈するもので、日縁部は「は」の字に開くものである。色

調は全て赤褐色を呈する。

小型九底壺 C(42～ 45)

体部肩張 りで尖底な底部を呈するもので、日縁部は「は」の字に開くもののほか内湾す
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第33図 SD-2出 土遺物その 1
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第34図 SD-2出 上遺物その 2
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るもの真っすぐぎみに立ち上がるものとがある。 140)は 外面に粗い乱ハケを施 し142)は 内

面に細 かな乱ハケを施 している。色調は赤褐色以外に暗白褐色、暗茶灰色のものがある。

無頸壷 (47)

小 さな上げ底から算盤玉状の体部が伸び、日縁部は垂直に少 しだけたちあがらせるもの

である。色調は暗褐色 を呈 し胎土は細かぃ。

ミニチュア土器 (48～ 55)

148)は平底で偏平な体部をもつものである。 (49)は 球形 の体部 を持つものである。 (50

～52)は 平底の鉢形である。日縁部は横ナデが施 されている。 (53～ 55)は 平底の壷形 のも

ので小 さな口縁部 を持つ。いずれも、手こねで成形 されている。

石製品

有孔円板 (56)

長径3.6cra、 短径3.lclla、 厚 さ5 mmの大 きさを持ち中央に孔 をひとつ持つものである。

砥石 (57～ 59)

157)は ほぼ方形のもので、下面は割れたままで上面だけを使用 している。砂岩系である。

(58)は 台形 を呈するもので、下面と下方は割れており上面と両側面を使用 してぃる。 (59)

は一部を欠損するが小判形 を呈するもので全体が磨製 されている。

SD03

土師器

甕C(1)

体部から内湾 ぎみに外方に伸びる口縁で、端部を内側 に折 り曲げたように肥厚させる。

色調は、淡褐色 を呈 し胎土は砂粒を多量 に含む。

SP01(第 32図 )

石製品

勾玉 (9)

長さ l clnを 計るもので磨製のものである。孔は貫通 していず未製品であると考えられる。

材質は不明であるが、色調は小豆色 を呈する。

Ⅲ 中世の遺構と遺物

1.遺 構

柵列
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S A01～ 03

調査区の東側、建物 と区画濤 との間に広がる空間に 2間 ～ 4間 の規模で作 られた柵 もし

くは板塀 と考 えられる。

掘立柱建物

調査区のほぼ全域で 300余 りの柱穴 を検出 した。複数の建物が数次 に渡って存在 した可

能性が考 えられるが、その複元は非常 に困難であった。ここでは推定で きた 3棟の建物 に

ついて以下 に記述する。

SB-01

調査区の北東部 に位置 し、建物の規模 は基本的には桁行 5間 ×梁行 2間 (但 し南側 は 3

間)の南北棟であり寸法 は桁行総長24m24cm、 梁行総長 8m32cmで柱間IE離 は桁行では北

より6.24m+6.24m+4.16m+4.16m+3.44mで あるのに対 し、梁行では西より4.16m+

4.16mで ある。また、西端 に 1間 × 1間 の張出がある。柱穴 は、おおよそ直径 0.8m～ 1

mの 円形のもので構成 されるが、深 さは削平 を受けたらしく30cm以下 と平均的に浅い。柱

痕を持つ柱穴 は存在 しない。 S E01の 時期 のもの と考 えられる。

s B02

調査区の南東 に位置 し、建物の規模 は桁行 4間 ×梁行 1間 の東西棟である。寸法 は桁行

総長18.72m、 梁行総長7.36mで柱間IE離 は桁行東より4.8m+3.68m+3.68m+6.56m

である。また、西側中央部で 1間 × 1間 の張出がある。柱穴 はおおよそ直径 0.4m～ lm

の楕円形のもので構成 されるが、深 さは削平を受けたらしく0.8m以下のものが多い。柱

痕を特つものは存在 しない。 S B01と 構成 を同 じくす るもの と考 えられる。

S B03

調査区の北西部 に位置 し、建物の規模 は桁行 2間 ×梁行 1間 の東西棟である。寸法 は桁

行総長8。 88m、 梁行総長4.16mで柱間距離は桁行で 4.8m+4.08mで ある。柱穴 はおおよ

そ直径 0,8mの円形のもので構成 されているが、深 さは削平 を受けたらしく 0。4m以下の

ものが多い。柱痕 を持つものは存在 しない。 S B01と 構成 を同 じくす るもの と考 えられ

る。

濤

S D04

調査区の西端を南北 に走 る濤であるが、北側 はここよりさらに東 に直角に曲がり南側 は

司
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2M

第36図  SB-1平 面図
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第37図  SB-2・ 3平面図
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S D05、 06につながる。大 きくみて区画濤の一角を成すものと考 えられる。濤の幅は約 3

mで ある。北 から南 に向かって流れていたと考 えられる。断面はU字形を呈 している。層

位 はレンズ状の 3層 の堆積 からなっていた。

S D05、 06

S D04か ら東 に伸びる濤で両者は平行に走っている。幅は lm～ 1.5mで断面はU字 を

呈 している。

S D07、  08、  09

S D07は S D04の 外側 にテラス状 に位置するもので南端は井戸 に通 じている。また、井

戸近 くの場所 においては瓦質の鍋、釜が破砕 した状況で多量 に発見 されている。 S D03は

この S D07よ り直角 に東 に伸びる濤で約10m検 出 している。幅は50cmで ある。 S D09は S

D08と 同じようにS D07の北端で直角に東 に伸びるもので端は方形の溜 り状 になっていた

S D10

S D10は S D09の 方形の溜 りとS D03に よって切 られた濤で南北方向に伸びている。幅

は 5mと 広 く浅 いものである。

S Dll、 12、 13

調査区の西半 に南北 に走 るもので相対的に細 く浅い濤であり、他の追構 を全て切ってい

るところから一番新 しい時期のものと考 えられる。

井 戸

井戸は 1基を検出 した。この井戸はこの区画内の掘立柱建物等の遺構 に付随するように

存在 している。

S E01

調査区の西辺中央部で検出 した井戸である。径約 2mの円形の掘方のほぼ中央 に丼筒を

据 えている。井筒は 4段であった。 1段 目は幅約10cm長 さ約25cmの板16枚 を円形 にして外

側 を竹のタガで固定 したものを使用 していた。 2段 目は径約50cm長 さ約45cmの 曲物 を使用

していた。 3段 目は径約45cm長 さ約10cmの 曲物 を使用 していた。 4段 目は径約40cm長 さ約

25cmの 曲物 を使用 していた。また、 4段 目の曲物の下 には沈むのを防 ぐためにおおきめの

石で固定されていた。井筒内の埋土は⑩層で構成されていた。また、掘方の埋土は⑦層で

構成されていた。 (第 28図参照)こ の井戸の西側 SD4と接する部分では湧水が流れ出る

ように排水濤が切りこまれていた。出土遺物より時期は14世糸己後半と考えられる。

土 竣
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十数基の土装 を検出 したが、大半力W表 く性格不明のものが多かった。ここでは、主要 な

ものをとりあげて以下 に記述する。

S K01、 03

S D07、 08、 09に囲まれた範囲に存在する土壊で径約 2mを測 る楕円形のものである。

S K02

調査区の北東角 に位置する南北 2m、 東西 5mのほぼ長方形の土疲である。

2.遺 物

S D04(第 39図 )

土師質土器皿 (1～ 12)

(1)、 (2)は広い平底の底部から体部が内弯するようにたちあがり、日縁部がそこから

広がり端部が垂直 に立 ち上がるもので口縁部を一度だけ横ナデを施す。 (1)IЮ 層 より、

(2)t訳Э層より出土してぃる。 (3)は九底の底部から斜めに口縁部が立ち上がるもの

で、日縁端部を一度だけ横ナデを施す。 (4)～ (6)はやや丸みを帯びた底部から短い

口縁部を立ちあがるもので口縁端部を一度だけ横ナデを施す。何れも③層から出土してぃ

る。 (7)(8)は やや丸みを帯びた底部から短い口縁部が立ち上がるものでやや強い横

ナデにより端部 に面がで きている。 (7)1つ層から出土 してぃる。 (8)tЮ層から出

土 してぃる。 (9)～ (11)は偏平 な底部から口縁部 を短 くたちあがらせるものでその分

器高が低い。日縁端部 を一度だけナデる。いずれも③層 より出土 してぃる。 (12)はやや

九い底部 から内湾するように口縁部が立ち上がるものであるが強い横ナデを 2度施 し口縁

端部 を真っす ぐにたちあがらせている。③層から出土 してぃる。

土師質土器釜 (13)

大 きく内弯するように口縁部 をたちあがらせ端部 を九 く収めるもので、やや垂れぎみの

貼付けの鍔を持つ。色調は淡赤裾色で、胎土は非常に粗く砂粒を多量に合む。③層より出

土。            、

半瓦質土器釜位0

体部からやや内湾 しながら外方に立 ち上がる口縁部 を持 ち、端部 は上面 に面を持つ。頸

部のくびれた部分 に真っす ぐに張 りだ した台形状の鍔 を貼付 ける。胎土 は白握庖 を呈する

①層 より出土 した。

半瓦質土器火舎閉
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口径30cra前後で平底の底部を持 ち、やや外反ぎみに立ち上がる体部からそのまま口縁部

にいたり内側 に摘み出すように肥厚させるものである。胎土は粗 く多量の砂粒を含む。色

調は黒茶掘色 を呈する。③層より出土 している。

東播系中世須恵器こね鉢 (15、 16、 18、 19、 21)

(15)は 口縁端部外面の屈曲部を九く仕上げるもので、片口部分である。③層より出土し

ている。 (16)は口縁部は真っすぐに立ち上がるが、端部のつまみだしが上下方向に頭著

なものである。③層より出土してぃる。 (18)は 口縁端部を外方に少しだけつまみだすも

のである。③層 より出土 してぃる。 (191、 (21)は 口縁部が内側 に内斜 し端部を上下 に

大きくつまみだすもので独立した縁帯を形成している。 (19)懃②層から、 (21)懃③層

から出土 してぃる。

山茶碗系こね鉢 (17、 20、 22)

量的に東播系 こね鉢 とほぼ同等の出土をみているもので、内面底面は極度 に摩滅 してい

るものが多い。胎土 は長石や石英を多量 に含む粗いもので色調は暗灰色 または灰白色 を呈

する。 (17)、 (20)は口縁端部 を肥厚 させ丸 く収めるもので強い横ナデを施す。①層 よ

り出土 してぃる。 (22)は底部であるが、平担な糸切 りの底部 に「ハ」の字 に開 くやや高

めの貼付 け高台を有するものである。内面には多量の砂粒が付着 していた。外面はヘラケ

ズリである。③層 より出土 してぃる。

磁 器

白磁碗 (31)

口縁端部 を鋭 く外方 につまみだすものである。胎土 は緻密で地 は淡灰色 を呈 し、暗白灰

色の釉がかかっている。 〔太宰府Ⅷ-1〕 に相当するものと考えられる。③層より出土。

白磁口禿皿 (32)

平底の底部から口縁部が真っすぐ斜めに立ち上がるもの金 、日縁端部内面の釉を掻きと

っている。胎土は緻密で地は白灰色を呈し、暗白灰色の釉がかかっている。 〔太宰府Ⅸ―

2〕 に相当するものと考えられる。

青白磁梅瓶 (33)

唐草模様のある体部の小片で、ロクロによる横ナデによって成形 されている。器壁は薄

く胎土は緻密である。地は自色で青白色の釉がかかっている。③層より出土 してぃる。

県下では初めての出土である。

陶 器
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瀬戸おろし皿 (24)

底部から体部にかかる部分が出土 してぃる。胎土は緻密で地は淡灰白色、淡褐黄色の釉

がかかっていた。②層より出上 している。

瀬戸瓶子 (25、 28、 27)

(25)は細い頸部から短 く外方に広がる国縁を持ち端部をつまみだすものでロクロによ

る横ナデによって成形されている。地は白灰色で淡緑色の釉がかかつている。③層より出

土した。 (27)は底部で丁寧なロクロによる横ナデによって成形されている。地は白灰色

を呈する。②層より出土した。 (28)は体部で4条の掻目が廻っている。漆緑色の釉がか

かっている。②、③曙より出土した。

第40図  SD-5出 土遺物

―-88-―



瀬戸折縁皿 (26)

折縁皿の平底の底部で内面みこみに6本 の沈線が廻 っている。地 は白灰色で淡緑灰色 の

釉がかかってぃる。②層より出土 してぃる。

常滑甕 (30)

(30)輪債み痕の残 る底部である。②層より出土 してぃる。 (1)は小 さな底部から外

斜め上方に立ち上がる体部から、やや低い位置にある肩から斜め内上方にたちあがらせ、

頸部から短 く外にひっぱり出した回縁部を回縁端部上方につまみだすものである。つくり

は丁寧で横ナデ後、縦方向のナデを施 している。胎土は級密で、自色の小石を若千含む。

産地不明甕 (29)

肩張 りの大きな体部を持つもので、強 く横ナデされた頸部から短 くたちあがらせた日縁

端部を九く収めるもので内面に段 を持つ。日縁部の外面は斜めのタタキを施 された後横ナ

デが施されている。体部外面はナナメ方向のタタキが無方向に行われている。内面は全て

横ナデが施 されている。胎土は級密である。色調は淡灰色を呈し、肩部外面に自然釉がみ

られ内面頸部から肩にかけてカーボンの付着力壻忍められる。③層より出土 した。

S D05(第41図 )

黒色化土師質土器碗 (1)

底部から内弯するように立ち上がる】巴厚 した日縁部を持 ち、端部にヘラキリの面を持つ

もので小 さな貼付けの三角高台を持つ。内外面の全体にカーボンが吸着 している。施紋は

摩滅 していて存在 しない。

土師質土器皿 (2～ 9)

(2)は やや浮 き上がる底部から斜め上方につまみだした口縁部を九く収めるもので、

2度 の横ナデを施す。淡裾色 を呈する。 (3、 4)は無調整の底部から内弯するように立

ち上がる口縁部を有するもので、端部を丸く収める。一度だけ口縁部を横ナデする。淡褐

色を呈する。 (5～ 8)は平担な底部から外反するように斜め上方に立ち上がるもので端

部に面を持つ。一度だけ口縁部を横ナデする。淡握庖 を呈する。 (9)はやや浮き上がる

底部から内弯するように立ち上がる口縁部を持つもので器高が高 く杯形となっている。

土師質土器釜 (17)

丸底の底部から内弯するように立ち上がる体部から真っすぐ上に口縁部が立ち上がった

もので、形骸化 した小 さな断面三角形の貼付け鍔が付 く、外面は鍔の直下に横方向のハケ

を施 し、その下底部までをヘラケズリしている。内面は口縁部を横ナデし、他をハケで調
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整 している。胎土は砂質で粗 く茶褐色 を呈する。

陶 器

瀬戸碗 (13)

口縁部が「く」の字形 に外反するもので、釉は白緑色のものをかけている。基本的には

形態は天 目茶碗 と同 じであるが底部は普通平底である。

常滑壷 (15)

広 く外反 して立 ち上がる口縁部 を持 ち端部 に面を持つ。地は白灰色で淡緑色釉である。

産地不明甕 (第40図 1)

肩張 りで口縁 が直立するもので、地は灰色表面淡褐色である。信楽焼の可能性がある。

磁 器

白磁碗 (12、 14)

玉縁状口縁部を持つ白磁碗の口縁部と底部である。 〔太宰府Ⅳ一 l〕 に相当する。

青磁碗 (11)

内面に一条の沈線が廻 るもので、地は暗緑灰色 を呈 し、淡青緑色の釉 がかかつている。

青磁杯 (10)

龍泉窯系の蓮弁紋の杯で口縁部が「く」の字 に外反するもので、地は灰色 を呈 し濃緑色

の釉がかかつている。 〔太宰府Ⅲ-4-b〕 に相当するものであると考えられる。

石製品

砥石 (16)

先九の柱状の砥石で 3面が使用 されている。材質は砂岩である。

SD06(第 41図 )

土師質土器皿 (18)

平坦な底部から短い口縁部を立ち上がらせたもので端部は鋭い。③層より出土した。

陶 器

山茶碗系 こね鉢 (20)

厚く平坦 な底部 に三角形の尖つた高台を貼付 けたものである。

磁 器

白磁碗 (19)

台形の削出 しの高台を持 ち、外面はヘラケズリを施す。内面には一条の沈線が巡 り見込

みには重焼きの痕肋がある。地は暗緑灰色を呈す。 〔太宰府Ⅷ〕に相当すると考えられる。
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SD07(第 41図 )

瓦質鍋 (32)

平底の底部からやや内湾ぎみに真っすぐ立ち上がる体部ざそのまま口縁部に続 き端部を

丸く収めるもので、口縁部よりやや下がったところにやや上向きの台形の鍔が付 く。体部

外面は指圧によって成形 されている。内面は横ナデが施 されている。②層より出土 した。

SD08(第 41図 )

土師質土器碗 (22～24)

口径に対 して器高の低いもので尖底の底部からやや内湾ぎみに斜めに口縁部が立ち上が

るもので、端部はヘラギリされたのち横ナデを施 しヘラミガキされている。体部外面は指

圧成形され内面は右回りの花弁状連続 ら旋のヘラミガキを施す。高台は偏平な形骸化 した

小 さな貼付け高台である。

磁 器

白磁碗 (25)

ヘラケズリの体部から台形の高台が肖U出 されている。地は自褐色を呈する。

SD09(第 41図 )

土師質土器皿 (26)

尖底の底から斜め上方に立ち上がる口縁部を持ち、端部は鋭 く収める。日縁部を一度だ

け横ナデを施す。小型の皿である。

難 系中世須恵器こね鉢 (27)

口縁部端外面の屈曲部を九く仕上げるものである。

山茶碗系こね鉢 (28)

やや外反するように立ち上がる体部から口縁部を九く収めるものである。

磁 器

白磁碗 (29)

薄い玉縁状口縁部を持つ白磁の碗である。 〔太宰府Ⅱ-1〕 に相当するものと考えられ

る。胎土は暗緑灰色 を呈 し黒色の粒子を多量 に含む。

白磁杯 (30)

口禿の杯の底部片で、やや底部が上げ底 になっている。内面見込みに 1条 の沈線が廻 る

ミニチュア土器釜 (31)

瓦質の鍋 を模 したと考 えられるものであるが用途は不明である。
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S D10(第 41図 )

磁 器

青白磁合子 (33)

合子の身である口径 4 cm、 器高 1.6 cmの ものである。地は自色で白色の釉がかかっいる。

白磁碗 (36)

碗の底部である。やや「は」の字に削 り出された高台 を持つ。地は灰白色である。

石製品

砥石 (35)

角柱状のもので 2面 を使用 している。材質は竜紋岩系である。

SE01(第 42図 、第43図 )

土師質土器皿 (1～ 12)

(1～ 4、 8)は平坦 な底部からやや外反するように立 ち上がる口縁部 を持つもので、

端部は】巴厚 しない。口縁部を一度だけ横ナデするが体部下半は指圧成形 されている。 (1

)は④層から出土した。 (2)の内面にはススが付着してい灯明皿として使用されていた

と考えられる。排水濤③層より出土した。 (3、 4、 8)は小型のものである。 (3)は

⑤層より、 (4)出③層より、 (8)は排水濤③層より出土している。 (5～ 7、 10)は

やや大型で (9、 11、 12)は小型でやや真ん中が浮き上がる底部から外反するように立ち

上がる口縁部を持つもので端部力羽巴厚するものである。口縁部を一度だけ横ナデするが体

部下半は指圧成形されている。 (9)麒⑭層から、 (5)(10)態③層から、 (11)tЮ

層から、 (6)(7)Q動 ⑩層から出土した。

土師質土器釜 (18、 19)

体部から内湾するように立ち上がる口縁部を有するもので、垂下した小さな貼付けの鍔

を持つ。外面はヘラケズリで調整され、内面は横ハケにより調整されている。胎土は細か

く、色調は淡赤褐色を呈してぃる。 (18)懃④層より、 (19)麒③層より出土した。

瓦質土器鍋 (20～ 22)

いずれも小片であるが、真っすぐに立ち上がった口縁部直下に小 さな断面三角形の鍔が

付く。 (20)麒②層より、 (21)態⑩層より、 (22)隙③層より出土した。

山茶碗系 こね鉢 (16)

体部から真っす ぐ斜め上方に口縁部 を立 ち上がらせるもので、端部 に内面に段 を持つも

のである。内面に 1条 の沈線が廻 り自然釉がかかる。①層より出土 した。
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陶 器

瀬戸三筋壷 (17)

肩部から体部にかけての破片で、肩部に三条の沈線が廻る。内面には等間隔の指圧痕が

残る。地の色調は内面黄褐色、断面白灰色を呈する。外面には緑色の釉がかかる。①層よ

り出土した。

常滑甕 (15)

体部の破片であるが、格子紋の押印帯があるところから肩部と考えられる。④層より出

土 した。色調は黒灰色 を呈する。

磁 器

青磁碗 (13、 14)

いわゆる龍泉窯系の蓮弁紋である。地は灰色で青緑色の釉がかかつている。 (13)の碗

|ま③層より、 (14)I迩層より出土した。

石製品

砥石 (23、 24)

(23)麒③より出土している。 (24)は花闘岩製で②層より出土している。

本製品 (第 43図 )

/Jヽ 本L(3)

小判形を呈した札状の板で片側の真ん中に2つの孔があけられている。⑩層から出土。

曲物底 (4)

曲物の底板と考えられる円盤状の板で、その半分以上を欠失している。①層から出土。

箸状 (5)

長さの半分以上を欠失している。削りは粗く面取りをしただけの物である。⑩層出土。

楔 (6)

幅1.2cm、 長さ2,7cmの 先を尖らせた楔で縦方向の 5回 の面取 りで作 られている。井筒の

一段目の桶のタガ閉めに使われたものと考えられる。⑬層から出土した。

下駄 (7)

小判形を呈するもので後にいく程幅狭く作られている。前の鼻緒が右にやや寄つている

ので左足のものと考えられる。歯は削り出しである。柾目材である。⑩層上面で出土した

用途不明板状 (1、 2)

長方形の板材である。両者ともに片方を真っすぐに片方を斜めに切っている。⑮層出土
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SK01(第 44図 )

土師質土器皿 (1)

不整形な底部から短 く斜め上方に立ち上がる口縁部を持つもので、端部に押 しナデの面

を持つ。体部を一度だけ横ナデする。色調は淡自褐色で赤色粒子を多量に混入 してぃる。

SK02(第 44図 )

東播系中世須恵器こね鉢 (6)

こね鉢の片口部分で、口縁端部外面の屈曲部に明らかな稜 を持つものである。体部内外

面は回転横ナデによる成形が行われている。

山茶碗系こね鉢 (7)

こね鉢の底部である。底面ケズリののち小 さな台形状の高台を貼付けている。体部外面

はヘラケズリが施 されている。内面はよく使用されており摩減 している。

SK03(第 44図 )

磁 器

自磁碗 (3)

幅ひろの玉縁状口縁を呈する碗で 〔太宰府Ⅳ

-1〕 に相当するものと考えられる。

青磁碗 (2)

厚みのある底部の外周に断面台形の高台が

削出されて、体部は底部からやや内湾ぎみに

続 く。高台内以外に緑色の釉が施 されている

SK04(第 44図 )

東播系中世須恵器こね鉢 (5)

日縁端部外面の屈曲部 に稜 を持 ものであ

る。

磁 器

青磁碗 (4)

厚みのある底部の外周に断面台形の高台が

削出されている。高台内以外は緑青色の釉が

施 されている。胎土は精良で、色調は淡青灰

色を呈する。

SK-01

茸  
ゝ

S K― -04

SK-02
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sPo3(第 45図 )

土師質土器皿 (1、 2)

やや九みのある平坦な底部から短い口縁部を斜めにたちあがらせるもので、端部に面を

持つ。胎土は粒子細かい。色調は淡白褐色を呈する。

sPo4(第 45図 )

土師質土器皿 (3～ 6)

(3)は平坦な底部から厚 く肥厚する口縁部が斜め上方に立ち上がらせるもので、端部

を押 しナデし面を持つ。体部は指圧で成形する。色調は暗茶褐色を呈する。 (4)は不整

形の底部から外反させるように口縁部を斜め外方にたちあがらせるもので、幅広い強い横

ナデを一度だけ施す。 (5、 6)は中型の皿で、広 く平坦な底部から厚い口縁部を斜め上

方に立ち上がらせて端部をやや内側につまみだし面を持たせそいる。体部の中程あたりま

でを一度だけ横ナデしている。胎土は細かく、色調は淡褐色 を呈 しているc

東播系中世須恵器こね鉢 (7)

糸切 りされた小 さな底部から波打つように回転横ナデにより成形 された体部が斜め上方

にのび、日縁端部外面の屈曲部は稜が発達 し独立 した縁帯を形成 しており丸く収める。内

SP-03
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面下半は極度の使用により摩減 している。

SP05(第 45図 )

土師質土器 (8)

九い底部から内弯するように体部を立 ち上がらせ、口縁部 を屈曲 させるもので端部は丸

く収める。口縁部を一度だけ横ナデする。胎土はやや砂質で、色調は白褐色 を呈する。

SP06(第 45図 )

土師質土器皿 (9)

底部から内弯させるように日縁部をたちあがらせるもので口縁部 を屈曲 させ幅の狭い

横ナデにより面を作っている。胎土は細 かく、色調は暗褐色 を呈する。

SP07(第 45図 )

土師質土器皿 (10)

平坦で大 きな底部から強い横ナデにより外反するように斜め上方に口縁部 をたちあがら

せるもので、端部を丸 く収める。口径 に対 して器高の低い大型の皿である。

SP08(第 45図 )

石製品

砥石 (11)

両方 とも欠失 しているがばち型に開 くもので、 4面 とも使用 している。

SPo9(第 45図 )

東播系中世須恵器こね鉢 (12)

口縁端外面の屈曲部を九 く仕げるもので強い横ナデで端部外面に浅い凹線 を入ている

Ⅳ 小 結

ここで第 3調査区の調査で得 られた成果を簡単 にまとめる。先ず、古いどころでは古墳

時代前期 を中心 とする濤が確認 されている。この濤は東から琵琶湖 に向かって流れており

ここからは多量の土器が出土 しているが高杯がその半数をしめていることや有孔円板や ミ

ニチュア土器等からその特異性 を感 じることがで きる。第 1調査区で集落跡が発見 されて

いるがここではこれに伴 うものは認められない。草津市側の上寺遺跡 との関係が今後の間

題 となるであろう。中世期の遺構 としては区画濤で囲まれた建物 1戸分が検出かれた。井

戸の位置、敷地の広 さを知るうえで良い資料 となるであろう。遺物より成立時期が13世紀

後半で廃絶時期が14世糸己末と考えられる。
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第 4節 第 4調査区

1遺 構

調査地の耳ヒ東端 に位置する調査地で、約 560ド の面積を対象 とした。遺構検出面は耕作

土直下で淡黄青色粘質土を地山とする。

I 古墳時代

SK-1

調査区やや南西よりで検出 した不定形の土崚である。南東端はSD-1に 切 られて明確

でない。規模は現状で長径 5m、 短径2.5n、 深 さ10制 を測 る。埋土は黒灰色粘質土 を基調

とする。遺物は古墳時代前期の土師器小片が少量出土 してぃる。

SK-2

SK-7の 東で検出 した楕円形状の浅い土羨である。西端はSK-1に 切 られている。

現状では長径 1.5m、 深 さ7 cmを 測 る。埋土は黒色粘質土の単層である。

SD-1

調査区北東端から南西へ向ってほぼ直線的に走 り、 SD-5に 合流する濤である。濤 の

中央は耕作 による攪乱をうけている。幅約 1～ 1.4m、 深 さ10～20cmを測 る。遺物は7C

初頭の須恵器杯身 (第 49図 8)がゃ少量の土師器片が出土 してぃる。

SD-2

SD-1に 平行 して走 る濤で調査 区中央付近で終息する。幅 1～ 1.8m、 深 さ20～30

cmを測 る。断面はゆるやかなU字形 を呈する。遺物は土師器、須恵器の小片が出土 してい

る。

SD-3

SD-2と 同一方向に走 る濤で SD-2に 切 られている。現状では幅 lm、 深 さ15～30

cmを測 る。弥生土器 (第 49図 4)、 須恵器 (第49図 7)が出土 している。

SD-4

南北方向に走 る濤で南狽」はSD-3に 切 られている。現状では幅 1,5 nl、 深 さ30cmを測

る。埋土は砂混 りの暗灰色粘質土の単層である。少量 の上師器片が出土 している。

SD-5

調査区南西端で緩やかなカーブを描いて南流する東西濤である。幅は約 1.8 nl、 深 さは

40～50cmを 測 り、断面は緩やかなV字形 を呈する。遺物は土師器甕、須恵器高杯 (第49図

9・ 10)が出土 している。
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I 中 世

sB-1(第 47図 )

調査区北東端で検出した。主軸方位はN-41生 Eを示す。建物の北東及び南東は調査区

外であるため全体の規模は明確でないが、現状では2間×2間 の総柱建物である。柱間距

離は桁行 2.lm、 梁間 2.5m、 3.2mを 測る。柱穴の形状は多少ばらつきがみられ、埋土

は淡灰茶色土を基調とする。

SB-2(第 47図 )

調査区西側で検出した。主軸方位はN-43° 一Eで SB-1と ほぼ同じ方位を示す。建

物は北西調査区外に仲展すると思われるが現状では 1間 ×2間で、柱間距離はそれぞれ2.

5m、 2.9mを測る。柱穴の形状は円形もしくは楕円形を呈 し、埋土はほぼ灰茶色土の単

層である。

SK-3

SB-1北 コーナと重複 して検出した。長径 2,8 nl、 短径 l nl、 深さ40cllaを 測る楕円形

状の上渡である。遺物は土師器片が少量出土 している。
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Ⅱ 遺 物

1・ 2)は受口状口縁甕の口縁部である。いずれも日縁部の鍔の稜は純い。磨減が著 しい

が 1は外面口縁部に沈線、体部にハケロが残 る。 3は口縁部が「く」の字状、体部が球形

状を呈する甕である。体部外面はハケロ、下半はナデ、内面はハケで仕上げる。体部外面

には煤の付着がみられた。 4は広口壷の口縁部である。垂下する日縁部外面に3条の沈

線、内面に列点を施す。頸部には断面三角形の突帯を貼 りつける。 5は日縁部がやや内弯

気末に立ち上がる長胴甕である。調整は明瞭でないが外面体部にわずかにハケロが残る。

6、 7は須恵器の蓋である。 6はやや小型で偏平な器体をもち、7は口縁端部が内傾する

面をもつ。器面の調整は回転ナデによる。陶邑Ⅱ型式 4段階に比定できる。8、 9は須恵

器の杯である。いずれも立ち上がりは短 く内傾 し、受部も短い。調整は回転ナデにより、

底部 は末調整である。陶邑Ⅲ型式 4段階に相当すると考える。10は基部が太 く短い高杯

の脚部である。外面にカキロを施す。11は土師器小皿である。日縁部は内弯気味に立ち上

がり、端部は九くおさまる。口径は 8 cm、 器高は 1.4 claを 淑1る 。12は瓦質釜の脚部で11と

ともに追構面からの出土である。

2                  6

0   5    10   15cm

¬

第49図 遺物実測図
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Ⅳ 小 結

第 4調査区で検出した遺構は古墳時代前期の上羨 2基、後期 の濤 5条 、中世期 の建物

2棟、土猿 1基であった。後期の濤はほぼ7C前半代に時期が求められ、第 1調査区で検

出したほぼ同時期の集落 との関連が考えられる。中世期の建物についてはその明確な年代

は不明であるが、建物方位が後述する区画溝集落 とほぼ同じであることから同時期 かある

いはそれに近い時期のものと思われる。 (宮下 )
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第 5節 第 5調査区

第 4調査区の南西に隣接 した約320ば を対象にした。遺構検出面は耕土から50～60cmで達

する。この間の層位は明灰黒色土 (耕土)。 明黄茶色土 (床土)。 褐灰色土・暗黄褐色土

(床土)で、 2面の耕作面が認められる。地山は第 4調査区で地山土とした淡青黄色粘質

土で、多量の遺物を包合した旧河道はこの面で検出した。

1遺 構

旧河道

調査区のほぼ全域が旧河道の埋土という状況であったが、東側でわずかに肩の一部を検

出することができた。層位は I暗灰色粘質土・Ⅱ黒灰色粘質土・Ⅲ暗灰色粘砂土 。IV灰褐

色粘質土 。V灰色砂の 5層 を基準とする。遺物は I・ Ⅱ・Ⅲ層から古式土師器を中心にし

た大量の土器や木製品が出土 した。特にⅢ層中の出土量は最も多く、木製品のほとんどが

ここから出土 している。IV層 はいわゆる腐植土層で、土師器片や木葉や本の実など自然遺物

がみられた。V層 はこの時期の河の最下層にあたるが、縄文時代晩期の深鉢 3個体が出土

した。又、東側肩部 と底面から杭列を検出したが、規則性 を見い出すことができず、その

性格・目的については不明である。

2遺 物

出土遺物は大量の土器と木製品がある。土器は弥生時代後期～古墳時代中頃までのもの

がほとんどであるが、一部に縄文土器や須恵器を含み、全体的にやや時間幅をもつ。器種

は壷・甕・高杯・器台・鉢などがあるが、甕が半数近 くを占める。

暗灰色粘質土出土遺物 (第 52図①～①)

旧河道最上層で、弥生土器や古式土師器の他に中世期の土師器・黒色土器。陶器・陶磁

器などが少量みられた。

重 (①～③ o②
)

①は口縁部が短 く外反する広口壺で、端部はつまみ上げられている。②は球状の体部に

直立気味に外方へ開く口縁部を付す台付壷である。脚台は比較的高く「ハ」の字状にゆる

やかに開き3孔 を穿つ。胴部には突帯を貼 りつけ沈線と刻み目をいれ、すぐ上部には波状

文を粗雑に施す。調整は内外面にヘラ磨き、底部外面付近にハケロが認められるが明瞭で

ない。内面頸部には塗布された赤色顔料が一部残存している。③は短頸直口壺で比較的肩

部が張る。調整は体部外面ハケロ、その他はナデで仕上げ、頸部外面にはヘラ状工具によ

る刻み目を施す。②は口縁部が直線的に外傾し端部に面をもつ、調整は磨減のため不明瞭
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であるが内面に指頭圧痕がみられる。胎土は2～ 6 11ull大 の石粒を多く合有している。

小型丸底重 (④～⑫)

扁球状の外部にまっすぐ外方へのびる口縁部がつくもの (④～③ o①・⑫)と 球形の体

部にやや内弯する日縁部がつくもの (⑨～⑩)がある。

甕 (⑬～④)

⑩～⑩は受口状口縁甕である。①～①は口縁端部を強く外方へつまみ出し、日縁部外面

にヘラ描き沈線をめぐらすタイプで、頸部外面には平行文 (⑬)斜格子状文 (⑭)の刻み

目を施す。①は口縁端部を外方へつまみ出すが口縁部は無文である。頸部外面に粗雑な波

状文を施す。①は日縁部が内傾するタイプで、日縁部外面に刷毛原体による刺突列点文、

頸部外面に粗い平行文を施す。①・⑩は日縁端部の外方へつまみ出しが弱いタイプで無文

である。⑩は口縁部の屈曲が弱く、端部に平担面を有す。頸部外面にハケロ調整を施す。

①は一応受日状を呈するが、日縁部は「く」の字状に屈曲した後中位に段をなし、外反し

て立ち上がるもので、立ち上がりの度合いは非常に弱い。口縁部内外面横ナデ、体部内面

はヘラ削りを施す。

有孔鉢 (⑮)

平底の底部から体部が直線的に外傾するタイプで、内面にハケロ調整が施 されている。

高杯 (④～⑩)

④は内弯する杯底部と外反する日縁部の境に明瞭な稜を有す。調整は日縁部内外面がハ

ケの後ナデ、杯底部内外面と脚柱部外面はヘラ研磨を施す。①は杯底部と口縁部の境が不

明瞭で日縁部が内弯気味にのびる杯部に「ハ」の字状に開く脚部がつく。調整は杯部外面

がハケの後ナデ、内面がナデ、脚柱部外面ヘラナデ、裾部外面は横ナデを施す。④は、し 」ヽ

字形の脚柱部から裾部にかけて大きく開く脚部で、裾部内外面にハケロ調整を施す。

器台 (⑩)

擬以口縁の下端上に粘土帯を貼 りつけて口縁部を垂下させ、端面にクシ描きの平行文を

施す。調整は明瞭で ないが内外面にヘラ研磨が認められる。

自磁皿 (①)

口縁部が直線的に立ち上る皿で、端部はいわゆる口禿である。胎土は比較的精良で灰白

色を呈す。施釉は全面に施され、黄灰白色に発色する。 〔太宰府Ⅸ類-1〕 に相当し、年

代は13C後半～14C代 に比定できる。
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黒灰色粘質土出土遺物 (第 53図⑫～⑩ 。第54図①・②

旧河道東岸に帯状に堆積していた土器群である。

重 (⑫～⑩)

⑫ o①・⑩は短頸直口壺である。⑫は口縁部が直線的に外傾し、端部が平担面をもつ。

頸部外面と口縁端部にヘラ状工具による刻み目を施す。①・①は口縁部が直立しやや外弯す

る。①は体部が扁球状を呈し、底部はやや突出した平底である。体部下半外面に煤、内面

に炭化物の付着がみられ、煮沸に使用されたものであると考えられる。調整は①が内外面

ハケロ、⑩が外面ヘラ研磨、内面頸部ハケロ、体部ナデを施す。①は国縁が外上方へ直線

的にのび、拡張した端面をもつ。⑮はひきしまった頸部から口縁部は受口状に立ちあがり

端部は平担面を有す。調整は外面ヘラ研磨、内面はハケロとナデを施す。

小型九底重 (⑦～⑭)

馬球状の体部に直線的に外上方へのびる口縁部を有す

甕 (⑮～①)

①～④は受口状口縁甕である。④は日縁部の屈曲が弱く、端部は平担面を有す。④はわ

ずかに口縁部端部を外方へつまみ出す。①・④は口縁部がほぼ直立し、端部が内傾する面

をもつ、Oは口縁部の内外面に一条のヘラ描き沈線、体部外面に斜格子文を施す。

⑩～①は口縁部が「く」の字状に屈曲する。①は口縁端部が下方に若千肥厚する。

鉢 (⑭)

有孔鉢の底部である。小さな平底から体部はやや内弯気味に立ちあがる。調整は外面ハ

ケロ、内面ナデを施す。

高杯 (①～①)

①は杯部口径が脚部に比して大きく、又口縁部は杯高の/を 占める。内弯する杯直部と

ほぼ直線的に外上方へのびる口縁部との境は明瞭な稜によって分けられる。脚部はやや内

弯気味に開き3方 を穿つ。①～①は「ハ」の字状の脚柱部から裾部にかけて大きく開く。

①は下半部が内弯して開き2段 に6孔 を穿つ。調整は①が杯部外面にヘラ研磨、杯部内面、

脚部外面にハケロが施されている。①・⑦ o①は脚部外面ヘラ研磨、①はハケロ、内面は

①・①にヘラ削りが施されている。① '①の底部成形は円盤充填法による。

器台 (⑩)

直線的に外方へ開く器台の受部で、端部はやや】巴厚 して狭ぃ面をもつ。
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絵画文土器 (①)

5 Cm× 3 cmの 少破片で壺の体部片 とみられ

る。外面にヘラ状工具で絵画状の線刻がみら

れる。

石鏃 (⑫)

鋭い尖頭 をもつ二等辺三角形 を呈 し、浅 ぃ

弧状の基部 をもつ無茎石鏃である。石材はサ

ヌカイ トである。

暗灰色粘砂土出土遺物

土器 (第55図～第59図 )

重 (①
o①～④・④o③

① o①は日縁部が外反し、端部はつまみ上

げられ外方に面をもつ。①は口縁部がゆるや

かに外反し端部を垂下させるもので、端面に

平行文を施す。①は外上方へ短 く直線的にの

びた口縁部の端部を拡張し、端面に平行文を施す。①は肉厚の口縁部がやや外弯気味に立

ち上がり、端部は平端面を有す。頸部には突帯を貼りつけ刻み目を施す。③は直立気味に

立ち上がる頸部から口縁部は外反し、端部をつまみ上げる。頸部外面ヘラ磨き、内面はナ

デで仕上げるが、X状の記号文かみられる。⑩は直立やや外傾気味に立ち上がる日縁部の

端面に刺突列点、頸部に沈線を施す。①は外反気味にのびる口縁部の端面に刻み目をいれ

る。⑫は東海系のパレス壷の口縁部である。垂下口縁の外面に平行文と棒状浮文を施し、

内面は竹管文で加飾する。搬入品と考えられる。⑩はひきしまった頸部から口縁部は内弯

しながら受口状にたち上がる。⑭は大きく外反する口縁部に粘土を貼りつけ垂下させ、棒

状浮文を施す。調整は網いヘラ磨きが内外に施されている。①は外弯する肉厚の日縁部の

端部内外面に刻み目を施す。⑩は受口状口縁壷で端部を強く外方へつまみ出す。体部外面

にヘラ状工具による斜格子文を施す。⑩は細頸壺である。扁球状の体部に直線的に外傾す

る細長い口縁部がつく。調整は日頸部外面ヘラ研磨、体部内外面はハケで仕上げる。⑩は

粗製の小型重である。すべてナデ仕上げ、内外面に粘土接合痕や指頭圧痕が見著に認めら

れる。⑩～① '①～⑩は壺の底部である。平底 (⑬～⑩・①～①・⑪・⑩～③ 、突出し

た平底 (①・⑫～①・⑩・⑪～⑩)、 形骸化した平底 (⑩ )、 底に粘土を貼り付け、高台状を

原寸

第54図 旧河道黒灰色粘質土出土遺物
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呈するもの (⑩)がある。⑩の内面には赤色顔料の塗布が認められた。

小型九底壺 (⑫～⑦)

⑫は扁球状の体部に大きく外反する日縁部がつき、日径は体部最大径をしのぐ。外面ハ

ケ、内面ナデで仕上げる。⑭は球状の体部から口縁部は直線的に小さく外傾する。調整は

外面と底部内面がハケ、その他はナデで仕上げる。①は扁球状の体部から口縁部は直線的

に外傾し、日径は体部最大径をしのぐ。内外面とも丁寧なヘラ磨きが施された精製品であ

る。⑩は口縁部がやや内弯気味に立ち上がる。

甕 (⑩～①、⑭～⑩)

⑩～④・⑩～⑮・⑭・⑮・⑩・⑮・⑩は受口状日縁甕である。日縁部を外方へ強くつま

み出し、口縁部外面にヘラ描き沈線を施すもの (⑩～⑮ o②～④ o④・⑪)、 多条の櫛描

き沈線を施すもの (⑩)、 ヘラによる刻み目をぃれるもの (⑫)、 日縁端部をつまみ出さ

ず、ヘラ描き沈線を施すもの (⑫)、 口縁端部をつまみ出し、日縁部が無文のもの (⑮～

⑩・②・④・⑩ o⑮・⑪)、 日縁部の屈曲が弱く、端部を九くおさめるもの (②・⑪)、

内傾するもの (⑩)、 凹むもの (⑩)、 外傾するもの (⑩)がある。調整は口縁部内外面

横ナデ、体部内外面ナデかハケで仕上げるが、体部内面に削りを加えるもの (⑭)も ある。

⑭・⑩・⑮～⑩・◎・⑮・⑪・⑩は「く」の字状に屈曲する甕の口縁部である。端部を

つまみ上げ外方に面をもつもの (⑭・⑩・⑩)、 端部を丸くおさめるもの (⑩～⑩・⑩・

⑪)、 端部に面をもつもの (⑪ o⑨)がある。①・⑪・◎は口縁端部内面力胡巴厚する、い

わゆる布留式甕である。◎は口縁部がやや内弯気味に立ち上がり、端部の稜はするどい。

⑩・⑩・⑪・⑪～⑩・⑭～⑬は体部外面にタタキを施す甕である。端部をつまみ上げるも

の (⑪)、 日縁部が受口状を呈するもの (⑪・⑩)、 「く」の字に屈曲した口縁部の端部

が面をもつもの (⑩)がある。タタキはいずれも右上がりで比較的粗く、体部内面はナデ

で仕上げる。⑩は北陸系の有段口縁の甕である。口縁部内外面ナデ、横ナデ、体部外面ハ

ケロ、内面削りを施す。⑫はⅢ様式併行の甕で口縁端部に刻み目、口縁部内面に漉吠文を

施す。

鉢 (⑭～⑩)

すべて有孔鉢である。突出した平底をもち、体部は内弯気味に立ち上がるもの (⑭)、

平底の底部から体部は直線的に外傾するもの (④～⑩)がある。調整は内外面ハケ及びナ

デで仕上げる。
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高杯 (⑩～⑮・⑪)

杯部が椀形のもの (⑩・⑩)、 杯底部とや

や内弯気味の口縁部の境に純い稜を有すもの

(⑪)、 杯底部が内弯し、日縁部が外反する

もの (⑩～⑮・⑩)、 杯底部と口縁部の境が

不明瞭なもの (⑪)、 杯部が深いもの (⑩)

がある。脚部は「ハ」の字を呈する脚柱部か

ら極捨[に かけて開くもの (⑪～⑩・⑪・⑮)

円錘形のもの (@)、 裾部が直線的に開くも

の (⑩・⑪)がある。

器台 (⑨～⑩・⑩)

⑨・⑩・⑮・⑩は受部が直線的あるいは内

弯気味に外上方へのび、端部が拡張して面を

もつ、端部力胡巴厚 して狭い面 をもつもの (⑨

・⑩)、 擬以口縁に粘土を貼り付け、日縁部

蛋襲議≧」_
209

0                   1 0cm

第59図 旧河道晴灰色粘砂土出土土器

を垂下させ (⑪～⑪・⑮・⑩)、 端面に平行文・刻み目 (⑩)、 平行文。円形浮文 (⑪)

波状文 (⑩)を施すものがある。内外面ヘラ磨きで仕上げる。⑪は小型器台で脚部に4つ

の円孔を穿つ。内外面丁寧なヘラ磨きを施す。⑩は受部が直線的に外傾し、脚部は直線的

に下方に開く。受部内外面にヘラ磨きが認められる。透しは3孔 を穿つ。

須恵器 (⑩～⑪)

蓋杯 (⑩・⑩)と杯身 (⑪)がある。⑩・⑩は天丼部が丸味を帯び、日縁端部の内傾す

る凹面が明瞭な段をなす。天丼部と口縁部を界する稜は鋭く、⑩は天丼部に馬平なつまみ

を付す。調整は天丼部過半が回転ヘラ削り、その他回転横ナデを施す。⑪は立ち上がりが

短く内傾し、端部は九くおさまる。調整は底部外面過半回転ヘラ削り、その他回転横ナデ

を施す。中村編年に比定すると⑩・⑩がI型式5段階、⑪がⅢ型式4段階に相当する。

砥石 (⑫)

こぶし大の花闘岩で使用面は1面である。
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木製品 (第 60図 ～第80図 )

容器 (第 60図⑩)

四脚付槽である。平面形は長方形を呈し、底部からの立ち上がりは明瞭で外傾する。底

部には削 り出しによって方柱状の脚台を付す。腐食が著 しく加工痕は不明瞭であるが内面

にわずかに手斧状工具による削 りが認められる。現存長42cm、 幅22c皿、器高9.4c皿、脚高 2

cmを 浪Jる 。

労働具 (第 61図 ～第64図 )

ナスビ形着柄鋤 (第61図⑪～⑪、第62図⑩～②、第63図⑫ o②
)

⑪～⑪・⑩は着柄部分の基部で上半が細く下半にむかってゆるやかに外反し、傘状を呈

する。刃部との境にナスビのへたにあたる突起を有し、直下には狭り込みが確認される。

③・⑥の基部最上端には有頭が削り出されている。着柄面は平端に裏面は中央部を厚く、

周辺部を薄く削って仕上げる。①は基部先端を欠損するがほぼ完形品である。基部と刃部

の境にあたる側縁には狭 り込みがいれられ、二股に分岐する刃部はゆるやかに,濃し、先

端に刃をつくり出す。着柄面は平担に裏面は中央部を厚 く、周辺部を薄 く削る。現存長51

Cm、 基部残存長9。 3cm、基部最大幅8.6cm、 刃部長44Cm、 刃部中間幅4.8Cmを 測る。⑩～②は二

股鋤の刃部である。⑩ o⑩ o②・②は刃部中央部を厚く削るが全体に平端な板状に仕上げ

る。②は細く厚めに仕上げ、断面は楕円形を呈する。

ヨコヅチ (第64図②)

柄の先端のみの残存である。丸太材の樹皮 を剣いた程度で、そのまま心 を利用する。残

存状態が悪 く整形痕は観察 されなかった。

木錘 (第 64図⑮)

丸太材の周辺の一部をカットし、その中央に一辺26Cmの方形孔を貫通させたものである

両側面上に面取りの加工痕が明瞭にあるが切断面を調整したものであると思われる。

弓 (第64図②・⑫)

丸本の弓であるがいずれも途中から欠損している。小枝をはらい樹皮を鉄」いだ程度で面

とりは行なわない。④は先端を狭り込み、又②は先端付近の両側面を削り、再を作り出し

ている。④は現存長33Cm、 直径1.8c皿 、②は現存長57Cm、 直径2.2cmを 測る。

櫂 (第 64図②)

柾目板を用いる。握 り部 と水掻部の先端を欠損するが現状で長さ43Cm、 水掻部幅 6 Cmを

測 り、水掻部は狭い。水掻部は両面とも中央 を厚 く削られており、断面がレンズ状を呈す。
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紡織具 (第64図 )

紡錘車 (⑩)

木製では本遺跡唯―のものである。直径 6 Cm、 厚みl Cmを 測る小円盤で断面は台形を呈

する。中央に軸となる紡茎をさし込む直径0.8cmの 孔を穿つが使用痕は不明である。

機織具部品 (⑩～⑩)

他遺跡で紡織具として報告されているものに近以するものを一応機織具部品とする。⑩

は棒状の先端及び末端を面どりして整え、一方から狭りをいれて有頭部をつくり出す。

途中から欠損するが現状で長さ52cm、 厚さ2 Cmを 測る。⑪は両端を細く削り、先端を面ど

りする。長さ64.5cm、 厚さ中央部で3。 2cm、突起部で2.6cmを測る。②～④は細長い棒状を呈

し、先端部 を削 り込み突起 をつ くり出す。いずれもその形状 から経糸 を巻いておく経巻具

か、織 り上がった布 を巻 く布巻具と推定 されるが、経糸 を巻いた痕跡 を示す擦痕は観察 さ

れなかった。

板材 (第65図・66図 )

⑮は一辺26Cmの方形の板で厚さ1.4cmを測る。約 l Cm幅 を低く削り出した四辺に3～ 4の

釘穴が観察される。箱状容器の蓋あるいは底板と考えられる。⑪～⑩は用途、機能を明確

にし得ないが、⑩以外は比較的丁寧に仕上げられている。④はいわゆる有孔板と呼称され

る類に層するもので、不規則に5つ を穿孔する。⑫は厚さ3.8cmを 測るぶ厚い板で、下端に

手斧状工具による切断痕が明瞭に残る。表面は大熱を受けたためか炭化している。礎板の

用途に供されたものであろうか。

建築材 (第 67図 。第68図⑩・⑩)

⑪は一端を欠損するが現存長136cmを測る大型品である。側縁の一方を高く削り出し、断

面はL字状を呈する。上端付近に幅3.2cmの 濤状の狭りをいれ、ほぼ中央に6.5cm× 3.雅mの

長方形状の孔を穿つ。表裏両面とも丁寧に調整されており、手斧状工具による削痕が明瞭

に観察できた。⑮・④は梯子で同一個体の可能性がある。⑮は上下端及び右側半分を欠損

するなど残存状態は悪い。足かけ部は4段が残り、上面は板とほぼ直角に下面は斜めに削

る。現存長106cm、 現存幅11.2cm、 厚さ2.4cmを測る。②は断面三角形を呈す板目材である。

上端を欠損するが現存長128c皿 、幅12.8cm、 厚さ5 Cmを 浪1る 。割載面2面 を含め3面 とも丁

寧に削られ仕上げられている。
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部材 (第68図⑩・⑩～第73図⑮・⑮)

いずれも柄穴や釘穴、切り込み等を有し、他のものと組合わせて使用する部材であると

考えられる。④は表裏とも丁寧に仕上げられた板材で、上端を焼失、下端を折損する。65

cⅢ ×2.4cmの 長方形状の柄穴を有する。⑩は一面のみ丁寧に削るが裏面、両側面とも割載面

をそのまま残す。⑩は両木口に明瞭な矩形の切り込みを有す板材で、下端と左側辺付近に

柄穴を穿つ。⑪は表裏及び両側面とも丁寧に仕上げられた柾目板で、中央部に幅0。 3cm、深

さ0。 2cmの濤を掘る。表裏面に手斧状工具による加工痕が明瞭に残る。②は断面四角形を呈

す角材で、上端の片方から切り込んで柄をつくり出す。側面の一方に加工時の直線的な線

刻がみられる。⑪は一方の側面の中央やや下方を狭り込んだ棒状品である。⑪は四面に加

工痕が明瞭で下方に細く削られている。⑮は上端を両方から切り込み幅2.4cmの柄をつくり

出し、右側面のほぼ中央を狭り込む。加工時の削痕は表裏に明瞭である。⑩は平端に仕上

げられた板材の片方の側面中央部に矩形の切り込みをいれ、その上部を斜めにカットする。

⑪は両木日の中央にそれぞれ狭りをいれる。⑩・⑩は板目材を木取りしたものをそれぞれ

表裏面、及び表面をえぐり込む。⑩は左側面から右側面にかけて薄く削り、右側面中央部

を狭り込む、⑪は一端を片方から切り込みをいれて柄をつくり出す。⑩は丸太の辺材部を

木取りした角材で、斜めにカットした側面の一方に釘穴が5ヶ 所認められ、うち中央穴は

貫通している。⑩は一端の中央に狭りをいれ柄をつくり出す板材で、貫通する釘穴が1孔

認められる。⑪は一端を両方から切り込み柄をつくり出す。⑮は一端を片口から削り込み

柄をつくり出し、右側面に快りをいれる。⑩は丸太材の辺材部を木取りした角材で、中央

部付近に4 Cn× 3 Cmの長方形状の柄穴を有す。両端を折損するが現存長83Cm、 幅 7 Cm、 厚

さ4 Cmを測る。⑮は下端を斜めにカットし、左側面上端部を穿り込む。上端部付近には4

Cm× 3 Cmの柄穴を穿つ。表裏とも平端に仕上げられ、手斧状工具による加工痕が明瞭に残

る。現存長73.5cm、 幅14.5cm、 厚さ4 Cmを測る。

杭 (第73図⑪～第77図 )

⑪は九太の辺材部を木取りしたもので、上端を狭り込み突起状の有頭部をつくり出す。

表面は中央部から上端にかけて削り込み平端面を有す。先端は4方向から削り尖らせる。

⑩～④・⑭・⑪～⑮は九太材の先端を多方向から削り尖らせる。④は表面全体に明瞭な削

痕が残るが、その他はすべて小枝を打ち払い、樹皮を剣いだ程度である。②はさほど鋭く

ないが両端を尖らせる。④・⑩は丸太材の辺材部を木取りしたものである。⑮は先端を4

方向から鋭く削り、断面は方形を呈する。⑮・⑫・⑩は矢板状を呈し、先端を鋭く削る。
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のは柾目に木取りし、先端を6方向から削る。一辺 5 Cmの 方形の柄穴を有し、部材の転用

と考えられる。⑫は板目に木取し、先端は側面2方向から削る。上下に長径13Cmの指円形

状の穴をくり抜き。上端は内弯気味に削る。⑩は板日に木取りし、先端は4方向から削る

表裏とも加工時の削痕が明瞭に観察できる。④・⑪・⑩は柾目に木取りした板材の先端を

4～ 5方向から鋭く削る。④は表面全体が被熱により炭化し、割れが生じている。

祭芹E具 (第78図⑩～⑪)

⑩は刀形木製品の柄で、両側面を削み突起をつくり出す。⑮は剣形木製品の柄と考えら

れる。両面に銅を有し、断面は菱形を呈す。⑪は刀形木製品の刃部である。切先は鋭く、

刃身は直線的である。

用途不明品 (第 78図⑩～第80⑩)

⑩は平滑に仕上げた板の一端り狭りをいれ細くし、その部分を下部に至るほど薄く削る。

ヘラ状木製品、小刀状木製品として報告されているものに類以品を見い出すことができる

⑩～⑩は先端を鋭利に尖らせた棒状品である。⑩は完形品であるが④・⑩は途中から欠損

する。刺突様に供されたものか。⑪～⑮はいわゅる有頭棒である。⑪は柾目に木取りした

板材の上端を有頭状に削り出し、下端は斜めにカットする。裏面は平端で断面カマボコ型

を呈する。⑪は丸木材の先端に挟りを入れ有頭部をつくり出す。端部は7方向から削り尖

らせる。⑮は先端を狭り込み、突起状の有頭部をつくり出す。⑪は九太材の辺材部を木取

りした角材の一面を大きく狭り込む。⑩・⑪は側面先端部に切り込みや狭りをいれる板で

ある。⑮は側辺の片方を欠くが同様の切り込みがあったと考えられる。表裏とも平滑に仕

上げるが削り痕が明瞭に残る。⑪は両側面の両先端に切り込みと狭りをいれる。表裏面及

び両端は丁寧に削って仕上げ、削り痕は明瞭に残る。⑩は板材を円孤状に削って仕上げ、

長径1.3cmの 円形孔を穿つ。⑩は薄く平滑に仕上げた板材の周縁に快りをいれる。⑪は細い

丸太材の上端を削り、有頭部をつくり出し、下端は鋭利な刃物でカットする。⑩は板目に

木取りした板材の一端を九く削る。表面は平滑に仕上げるが裏面は末調整である。⑪～⑮

は棒状品である⑩は先端に丁寧に削りが施されている。形状から何かの柄とも考えられる。

⑮は全体に面取りが施され、両端を斜めに大きくカットする。中央部に焦げがみられる。

形状から紡織具の可能性がある。⑩ o⑮は薄い板材の縁を削るもので、現状浴⑫は1孔、

⑪は5孔の穿孔がある。⑩は形代 (′髯形 ?)、 ⑪は蓋板の可能性がある。⑩は断片である

ため器形は不明であるが刀の柄頭に類以していると思われる。表面に焦げが部分的にみら
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れ、 1本の目釘をうつ。現存長8.7cm・ 幅3.lc皿 。厚さ1.5cmを 計る。⑩は長さ6.5Cm・幅4 Cm

高さ2.2cmを 計る小型品で、上端中央部に長辺 2 Cm・ 短辺 l Cmの長方形の穴を深さ1.4c皿に

割り貫く。

灰色砂出土遺物

河道埋土の最下層 にあたる。縄文土器と土師器、自然木・自然遺物が出土 した。

縄文土器 (第 81図 )

3点 いずれも深鉢である。⑩は内弯する体部から口縁部でやや外反し端部は九くおさま

る。口縁端部下方と体部外面に断面三角形の貼付突帯、その項部にD字状の刻み目が整然

とならぶ。調整は口縁部外面が横方向のナデ、体部にかけてヘラによる横方向のナデ、下

半は縦方向のナデ、内面はナデで仕上げる。体部貼付突帯のすぐ上には爪かあるいはヘラに

よる圧痕が残る。日径21Cm残存高14.2cmを 計る。⑩は口縁部下方の貼付突帯の頂部に貝殻

状の刻み目を施す。調整は口縁部外面が木口による縦方向のナデ、突帯の上下方をナデ、

内面は横方向のナデを施し、①同様指頭圧痕が明瞭に残る。⑩は内弯する体部から日縁部

は外反気味に立ち上がる。日縁端部と体部外面に断面三角形の突帯を貼りつけ、その頂部

に菱形状の刻み目を施す。調整は日縁部から体部外面に木口による縦方向のナデ、突帯の

―

ll J 308

0                                          1 0Cm

第80図 旧河道暗灰色粘砂土出土木製品
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上下に横方向のヘラナデ、内面は木口による

横方向のナデの後、ヘラと指によるナデを施

す。体部外面に煤の付着がみられる。胎土は

いずれも暗褐色を呈 し、 1～ 3 mm程度の砂粒

を含む。長原式の範疇に含まれると思われる。

小結

本調査区で検出した旧河道は本遺跡の東側

と西側の遺構群を分断するような状況で検出

した。河道最上層中には13～ 14C代 の遺物が

みられ、河道が中世以後に埋没 したことがわ

かる。河道の底面とした灰色砂の下層にはさ

らに腐植土と砂がほぼ交互に帯状の堆積を繰

り返 している。地山土 とした淡青黄色粘質

土はちょぅどその上 にのった状態であり、 第81図 旧河道灰色砂出土上器
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河川の歴史がさらに洲ることが予想される。遺跡内には盛時の川幅が 200mを越えたとい

われる境川が流れており、この地域が境川の活発な活動範囲であったことは要易に想像が

つく。河道内出土遺物を見ると古墳時代初頭前後のものが圧倒的量を占めており、この頃

には境川の活動も安定 し、人間が居住するに必要な条件が整ったのであろう。いずれにし

てもこの地域に居住 した人間は常に水に接 した生活を強いられており、その恩恵を受ける

と同時に驚異にもさらされていたのである。 (宮下 )
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第 6節 第 6調査区

1遺 構

約350だ が対象面積であるが、第 5調査区側 4ド は調査用仮設電柱の設置のため調査は実

施 しなかった。表土下20cln程で追構検出面に達するが、標高は86mを 測 り、追跡内でも本

調査区はやや低地に位置する。地山は西側が暗褐色土、東側は遺物を包合した灰褐色土か

らなり、中世期の掘立柱建物・井戸・土接・濤 。自然流路を検出した。

掘立柱建物 (SB-1・ 2)

SB-1

調査区東端で検出した建物で、主軸方位はN-46°一Eを示す。建物は東イ員」調査区外へ仲

展するため全容は明らかでないが、 3間 ×3間以上の規模であると思われる。柱穴は長径

40cmの 楕円 。一辺40cmの 方形 。もしくは直径40cmの 円形を呈 し、いずれも整地土上面から

掘りこまれている。遺物はP-1か ら土師器皿・黒色土器椀 (第 87図 1～ 8)、 P-2か ら

石製硯 (第 87図 9)が出土した。

SB-2

調査区中央南端で検出した建物で、主軸方位はN-56°一Eを示す。南側は調査区タトヘ仲

展するため全容は明らかでないが、 2間×2問以上の規模であると思われる。柱間距離は

桁行2.5m・ 梁行 18mを 測る。柱穴埋土は褐灰色上の単層で、遺物は少量の土師器片が出

土している。

井 戸

SE-1(第 84図 )

調査区中央南辺で検出した。掘方の平面形は2m× 1.6mの楕円形状で、2段 に掘り込ま

れている。現状で曲物を 2段重ねて井筒とするが、検出面から曲物上面まで約45cmあ るこ

とから曲物があと1～ 2段、あるいはべつの構築物が重ねられていたと考えられる。堀方

上面で検出した ドーナツ状の礫群は曲物ないし別の構築物に裏込めされたものであろう。

又、上段曲物のまわりには直径 1～ 2 cm、 長さ20m程度の竹筒がほぼ等間隔で差 し込まれ

ていた。出土状況及び宵筒の規模から土留め等の用途は考え難 く、その性格は不明である。

遺物は上段の曲物内から土師器小皿・黒色土器椀・ヘラ状木製品 (第87図 14～18)を はじ

め大量の木切れや竹切れが出土した。これら遺物から遅 くとも14C末頃には廃絶 したも

のと考えられる。
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第83図  SB-1, P-1・ 2遺物出土状況図
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図3 SE-1曲 物・竹筒出土状況
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土憤 (SK-1～ 5)

SK-1

調査区西側で検出した長方形状の土按である、長径 2m。 短径1.8m、 深 さ50cmを 測る。

埋土は上下三層に大別で葛るが上層はかなり細い分層が可能である。遺物は土師器大皿・

小皿・黒色土器椀 (第88図①～④)が出土してぃる。

SK-2

SK-1の 北 に位置 し、南端をSK-1に 切 られている。長径2.5m、 短径1.6mを 測 る

楕円形状の土接である。深 さは30cmを測 り、底面は鍋底状を呈する。遺物は土師器小皿・

黒色土器椀、白磁椀、瓦器 ミニチュア羽釜 (策88図⑭～⑩)がある。

SK-3

SK-1の 南に近接 して検出 した長方形状の上渡である。長径 1。 2m、 短径90cm、 深 さ20

cmを 測 る。埋土は仄色砂礫土、暗黄茶色土が堆積する。遺物は若子の土師器片が出土 した

だけである。

SK-4

SE-1の 東に近接 して検出 した長方形状の土渡で、長径1.5m、 短径 1。 lm、 深 さ 読

を測 る。底面は鍋底状 に落 ち込み、ほぼ平坦である。埋土は暗灰色粘質上の単層で、遺物

は出土 していない。

SK-5

SK-4の 北 に位置 し、耳と端をSK-5、 東イ貝」をSD-1に 切 られてい_る 。埋土は暗褐

灰色粘質土の単層で、土師器の小破片が出土 した。

濤 (SD-1～ 3)

SD-1

第 7調査区 SD-1の 東端部分で、調査区中央を流れるSR-1に 合流する。幅 3m、

深 さ40cmを測 り、断面は緩 いU字形を呈する。埋土はおおよそ 3層程のレンズ状堆積 を示

していた。遺物は土師器・黒色土器の少片と白磁椀・陶器の破片 (第 88図④・⑫)が出

土 した。

SD-2

調査区南側で検出 した濤で SD-1に 合流 している。幅は最大で5.5m、 深 さは30cmを測

り、底は平坦である。遺物は少く、白磁椀と陶器この破片 (第 88図④ o②)の他土師器片

が少量出土 しただけである。

司

悟

情

―１１

粗

櫃

情

＝

ｌ

Ｈ

Ⅱ

＝

岡

田

田

旧

旧

旧

旧

旧

旧

旧

硝

旧

旧

旧

旧

幅

旧

旧

旧

旧

旧

旧

幅

旧

旧

旧

旧

旧

壻

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

ＩＩ

旧

隅

旧

旧

旧

隅

鴫

ＩＩ

Ｉ

Ｉ

＝

情

ＩＩ

＝

――

＝

――

１１

１Ｉ

ＩＩ

＝

＝

ＩＩ

Ｉ

＝

ＩＩ

＝

―-150-



SK
-1

B

師
M

明
灰
茶
色
土
  
  
 

①
 
暗
灰
掘
色
土

茶
褐
灰
色
土
  
  
 

③
 
暗
赤
褐
色
土

灰
茶
色
土
  
  
  

⑩
 
明

1/
k色

粘
質
土

に
茶
褐
色
枯
質
上
が
ま
じ
る

褐
灰
色
土
  
  
  

①
 
灰
色
粘
質
土
に
淡
青
色
粘
蜜
上
が
ま
じ
る

暗
灰
茶
褐
色
土
  
  

⑫
 
灰
色
粘
質
土

暗
灰
黄
青
色
粘
質
土
  

⑬
 
淡
青
灰
色
粘
質
土

暗
褐
灰
色
土
  
  
 

〇
 
暗
灰
色
粘
質
土

E

89
。
8M

暗
褐

茶
灰

色
土

灰
色

砂
質

土

明
灰

色
粘

質
土

掘
灰

色
土

暗
灰

色
土

灰
色

粘
質

上
に
暗

茶
褐

色
土

が
ま

じ
る

暗
灰

黄
褐

色
土

暗
灰

茶
褐

色
土

灰
茶

褐
色

土

灰
色

粘
質

上
に
暗

黄
青

色
粘

質
土

が
ま

じ
る

暗
茶

褐
色

土

暗
灰

茶
色

土

暗
茶

掘
灰

色
土

SK
-2

Ａ 一

① ① ⑩ ① ⑫ ⑬ ①

① ② ① ① ⑥ ⑥ ①

① ⑩ ⑦ ⑬ ⑩ ⑩

① ② ① ① ⑤ ① Ｏ

⑮ ⑩ ⑦ ⑩ ⑩

① ③ ⑩ ① ⑫ ⑬ ①

① ② ③ ① ⑤ ① ①

Ｉ Ｉ Ｐ い Ｐ Ｉ Ｉ

明
茶

褐
色

粘
質

土

暗
灰

色
粘

質
土

明
茶

褐
色

土

灰
茶

色
粘

質
土

灰
色

土

淡
黄

茶
青

色
土

黄
茶

青
色

土

⑮ ⑩ ⑦ ⑩ ⑩ ⑩

暗
灰

色
粘

質
上

に
淡

青
色

粘
質

上
が

ま
じ

る
淡

赤
茶

褐
色

土

灰
黄

茶
青

色
土

暗
褐

灰
色

土

茶
灰

色
土

暗
褐

色
土

暗
灰

色
土

明
黄

茶
色

土

淡
青

灰
色

土

暗
灰

茶
色

土

暗
灰

褐
色

土

暗
灰

褐
茶

黄
色

土

褐
灰

色
土

淡
灰

茶
色

粘
質

土

明
灰

色
粗

砂

暗
掘

灰
色

土

明
灰

茶
色

粘
質

土

明
青

灰
色

土
に

灰
茶

色
上

が
ま

じ
る

明
灰

茶
色

土

明
灰

色
粘

質
土

灰
色

粘
質

土

淡
灰

色
粘

質
土

明
灰

褐
茶

色
土

灰
色

砂
質

土

灰
茶

色
土

⑩ ⑩ ⑩ ① ⑫

⑬ ① ⑮ ① ⑦

Ｏ ① ③ ⑩ ① ⑫

① ② ③ ① ⑤ ①

G

89
4M

灰
茶

褐
色

土

茶
黄

灰
色

土

灰
色

粘
質

土

淡
青

灰
色

粘
質

土

暗
灰

色
粘

質
土

暗
灰

色
シ

ル
ト

暗
灰

茶
色

土

暗
茶

灰
黄

色
土

灰
色

砂

茶
黄

色
砂

茶
褐

灰
色

粘
質

土

暗
茶

灰
色

土

灰
茶

褐
色

砂
質

土

明
灰

色
砂

褐
灰

色
粗

砂

灰
褐

色
砂

明
灰

褐
色

砂

2M

暗
灰
色
砂

暗
黄
茶
灰
色
粘

質
土

暗
灰
色
粘

質
土

に
淡
青
色
粘
質
上

が
ま

じ
る

灰
褐
茶
色
土

茶
褐
色
土

吻
Ig
 l
励
≫

¨
二′ 佃

第
85
図
 

遺
構

断
面

図



砲

――B′

コ

―
―

＞

、

0           1M

A

89.700M
移

B

89.70oM
毯

B′

珍 0珍

第86図 整地層礫群出土状況図

―-152-―



SD-3

北端のみを検出した。幅90cm、 深さ30cmを測 り、断面はU字形を呈する。埋土は暗灰色

粘質土の単層である。

自然流路 (SR-1)

調査区東側で蛇行して西流する自然流路と考えられる。最大幅 7m、 深さ60～90cmを測

る。埋土は自然流路特有のやや複雑な堆積を示すが、おおむね上下三層に大別できる。遺

物は大量の土師器小皿を中心に黒色土器椀 。片口鍋 。おろし皿・青磁椀・斎串など (第89

図)が出土した。

2遺 物

SB-1出土遺物 (第 87図①～③)

P-1(①～③)P-2(⑨ )

土師器皿 (①～④)

①～③は小皿で、平端な底部から口縁部が斜めに立ち上がり、端部を九くおさめるもの

(①)、 やや九い底部から口縁部が内弯気味に立ち上がるもの (②)、 底部から口縁部にかけ

てなだらかに開き、端部を尖らせ気味におさえるもの (③)がある。いずれも体部中位程

までを一回横ナデを施す。日径8.5cm、 器高1.2cm～ 1.6cmを測る。④は大皿で、体部から口

縁部は内弯気味に立ち上がり、端部を丸くおさめる。口径12.4cmを 計る。

黒色土器椀 (⑤～③)

いずれも口縁部が内弯気味に立ち上がり、端部は九くおさめるものである。③は不安定

な底部に断面三角形状の高台が貼りつく。日径は⑤・⑥・③が14cm、 ⑦が13cm、 器高は③

力M。 8cmを 計る。

石製硯 (③)

平面形は長方形を呈する。硯頭部の縁帯は狭 く、海部にむかって鈍角に削られている。

側面は上方にむかってやや広がり、裏面は平坦である。石材は暗灰色を呈する米占板岩であ

る。縁帯のほとんどと陸部を欠損する。

その他柱穴内出土遺物 (第87図⑩～①)

黒色土器椀 (⑩～⑫)

⑩は小さく丸い底部から内弯気味に立ち上がる日縁部をもつもので、断面台形状の高台

を貼りつける。① o②は低く内弯するもので、高台は断面三角形状のものを貼りつける。

調整は磨滅のため明瞭でないがラセン状暗文が施されている。
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青磁椀 (⑬)

内弯する体部から回縁部は外反気味に立ち上がる。体部外面には蓮弁文を有する。素地

は白灰色を呈し、釉は緑色に発色する。龍泉窯系と考えられ、〔太宰府G分類I-5。 6〕

に相当する。

SE-1出土遺物 (第 87図⑭～⑬)

土師器皿 (⑭・⑮)

⑭は平坦な底部から口縁部がやや屈曲気味にのび、底部との境に明瞭な稜を有す小皿で

ある。体部外面中位まで横ナデ、他はナデで仕上げる。①は口縁部が屈曲する大皿で、端

部は若干折り返す。口縁部外面を横ナデ、他をナデで仕上げる。体部外面中位に連続する

指頭圧痕が明瞭に残る。口径は⑭が6.6cm、 ⑮が10.6cm、 器高は⑭が1.6cmを計る。

黒色土器椀 (⑩
o①

)

丸い底部から口縁部が内弯気味にのびる。高台は細い粘土紐を粗雑に貼りつけただけで

完全に形骸化している。炭素の吸着は①の外面口縁部と内面にみられるが、⑩はまったく

みられない。調整は①の口縁部外面にヘラ研磨がみられるが、他はすべてナデである。

018
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内面の暗文は④・⑦共にみられるが、かなり粗雑である。口径は共に10.2cm、 器高は⑩が

4 cm、 Oが36cmを計る。

ヘラ状本製品 (⑬)

先端を刃物状工具で鋭く削り、表裏、及びイ員J面 も平滑に仕上げている。途中で欠損する

が、現状で21,6cmを 計る。

SK-1出土遺物 (第 88図①～①)

土師器皿 (①～⑤)

①～③は小皿で、不安定な底部から斜め上方へ立ち上がる口縁部をもつものである。体

部への横ナデは一段だけ施されている。日径は①・⑪が8.5cm、 ②が9 cm、 器高は① o②が

1.6cm、 ③が1.4cmを 計る。④・⑤は大皿で、口縁部が直線的に立ち上がり、底部との境に

明瞭な屈曲部を有す。日径は④が■.8cm、 ⑤が13cm、 器高は2 cmを 計る。

黒色土器椀 (⑥～⑬)

丸い底部から内弯気味に立ち上がる口縁部をもつ。高台は低い断面三角形状、又は台形

状のものを粗難に貼 りつけるが、⑨のように形骸化 しているものもある。回縁部外面はヘ

ラ磨 きがみられるものもあるが (① o①
)、 ほとんどがナデで、日縁部内面の沈線はまった

くみられない。内面はいずれもラセン状暗文を施すが磨滅のため明瞭でない。口径は■.3

cm～ 12.2cm、 器高は3～ 4 cmと やや小ぶりである。

SK-2出土遺物 (第 88図⑭～⑩)

土師器小皿 (⑭)

九く不安定な底部から屈曲気味にのびる口縁部を有する。体部外面中位までを一回横ナ

デを施す。内面約%に炭素の付着がみられ、灯明皿等に使用されたものと考えられる。口

径8.8cm、 器高1.6cmを計る。

黒色土器椀 (①～⑬)

丸い底部から回縁部が内弯気味にのびるもの (⑮～⑫)、 日縁部が直線的にのびるもの

(⑬)がある。高台は⑮が欠落していて不明であるがその他はすべてほぼ形骸化しており、

極めて不安定である。炭素の吸着は① o①が口縁部外面と内面全体に、⑮が内外面全体に

見られるが、Oはまったく認められない。日縁部外面のヘラ研磨は⑩にわずかに認められ

るだけである。内面はいずれもラセン状暗文が施されている。口径は⑮～⑫が11.6cm、 ⑬

が12.4cm、 器高は3.4～ 3.8cmを 計る。
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瓦器 ミニチュア羽釜 (⑩)

ミニチュアの羽釜である。鍔の上面に花弁状の暗文が5～ 6単位で 3ヶ 所に施されてい

る。素地は緻密で灰白色を呈す。焼成も良好で色調は銀黒色である。体部外面から底部に

かけて煤の付着が見著である。又内面にも焦げ跡が認められ、口径は43cm、 鍔径は 7 cmを

計る。

青磁椀 (⑩)

高台は断面四角形を呈し、底部の器肉は厚い。高台部畳付及びその内音5は露胎である。

破片のため不明瞭であるが見込みに草花文がみられる。素地は灰白色を呈し、釉は黄緑色

に発色する。〔太宰府I-2〕 に相当する。

SD-1(④・②)

④は白磁椀の底部である。釉は薄く、体部と高台の境付近まで施釉する。〔太宰府V類〕

に相当する。②は信楽焼の壷の底部とみられる。

SD-2(④・③

④は玉縁状口縁の自磁椀で、 〔太宰府Ⅳ類〕に相当する。⑭は産地不明の須恵質陶器重

である。胎土は青灰色を呈し、長石や黒い砂粒を含む。

10 13
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SD-1出 土遺物 (第89図 )

上層遺物 (①～④・⑦～①)

土師器小皿 (①～④…⑥～④)

出土土器中一番量が多い。平坦な底部から口縁部が短く屈曲するもの (①・⑥ o④
)、 平

坦な底部から口縁部が内弯気味に立ち上がるもの (②・⑦ o③・⑩・① o⑬
)、 平坦な底部

から口縁部は外上方へ立ち上がり、端部に面をもつもの (③・④ o①・④)、 あげ底気味の

底部から回縁部が外上方へ立ち上がるもの (③・⑭～⑩・⑩・⑩・⑭)、 不整形な底部から

口縁部が直線的に立ち上がるもの (⑫・⑮)、 九底の底部から口縁部が内弯して立ち上がる

もの (〇 。②)がある。いずれも一段ナデ手法で、日径は7.5～ 8.8cm、 器高は8 mm～ 1.6cm

を計る。

土師器大皿 (③

平坦 な底部から口縁部はやや内弯気味に立ち上がり、端部を丸 くおさめる。口縁部一段

ナデ手法で、日径は13.5cm、 器高は2.4cmを 計る。

黒色土器椀 (②・④)

九い不安定な底部に断面三角形状の高台がつくもので、口縁端部の沈線はみられない。

内面と外面回縁部～体部の一部にかけて炭素の吸着が認められるが、器面の磨減が著 しい

ために調整等は不明瞭である。

土師質片口鍋 (⑦)

内弯する体部から口縁部はまっすぐ立ち上がり、端部に面をもつ。国縁の一部を切り込

み片口をつける。胎土は粗 く、 1～ 3 mm程度の砂粒 を多く含む。

おろし皿 (③

底部のみの残存で糸切り痕が明瞭に残る。胎土は緻密で灰白色を呈 し、淡黄仄色の釉が

かかっていた。瀬戸産と思われる。

陶磁器 (⑤ o① o③

⑤は白磁皿である。平らな底部から体部・口縁部はほぼ直線的に立ち上がり、端部は口

禿である。素地は灰白色を呈し、やや青味がかった白色の釉が薄くかかる。 〔太宰府Ⅸ―

1〕 に相当する。①は龍泉窯系の青磁椀で外面に蓮弁文がみられる。素地は緻密で灰白色

を呈し、釉は緑色に発色する。 〔太宰府Ⅸ-1〕 に相当する。①は同安窯系の青磁椀であ

る。内弯する体部から口縁部が外反気味に屈曲するもので、体部外面に櫛日、内面に沈線

を施す。素地は灰白色を呈し、黄灰色の釉が薄くかかる。 〔太宰府I-lb〕 に相当する
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と考 える。

下層遺物 (⑩～①・⑮～⑪)

黒色土器椀 (⑩・⑩)

⑩は九い底部から直線的に立ち上がる日縁部をもつもので、端部内面に沈線がみられる。

炭素の吸着は④が内面に、⑩が口縁部外面と内面に認められる。共に口縁部外面にヘラ研

磨、内面にラセン状暗文が施されている。日径は⑩が13.4cm、 ⑩が14.5cm、 器高は共に4.2

cmを 計る。

土師質片口鍋 (①)

丸底の底部から体部は直線的に外上方に立ち上がり、日縁端部は外面に明瞭な段を有し、

日縁の一部を切りこみ片口をつける。胎土は精皮で暗褐色を呈す。外面に炭素の吸着が顕

著に認められる。ナデで仕上げるが体部外面と片口付近に指頭圧痕が残る。

その他の上器 (①～①)

①は高杯脚部である。「ハ」字状を呈する脚柱部から裾部にかけて大きく開く。脚柱部

外面はヘラ研磨、裾部内面はハケロで仕上げる。③は受口状口縁甕の口縁部で、端部は内

傾する面をもつ。①は須恵器高杯である。短く「ハ」字状に開く脚部に浅い杯が接続する。

調整は回転ナデである。

木製品 (⑩～④)

⑩・⑩は斎串である。⑩は先端を削り尖らせ、側縁上部に狭りを入れる。長さ9。 3cm、 厚

さ3 mmを 計る。④は上端を欠損するが現存長15cm、 厚さ5 mmを 計る。①は板目に木取りし

た板材の一方の側面を決 り込んだ部材である。表面及び側面は平滑に仕上げられているが

裏面の仕上げは粗 く上端には斜めの切断痕が残る。

整地層出土遺物 (第 90図・91図 )

土師器小皿 (①～③

不調整な底部から口緑部が直線的に立ち上がる。いずれも口縁部は一段ナデである。口

径、器高は①が8.2cm× 1.4cm、 ②が7.8cm× 1.4cm、 ③が8 cm× 1。 2cmを 計る。

黒色土器椀 (④・⑤)

扁平な浅い椀で、内弯する体部に断面三角形の高台を貼り付ける。⑤は口縁端部に沈線

がみられる。共に磨減が著しく、内面の暗文は観察できなかった。④は口径11.6cm、 器高

3.6cm、 ⑤は口径14.6cm、 器高3.5cmを 計る。

土師質釜 (⑥ )
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内傾する口縁部に斜外上 に短 く突出する鍔がつ く。調整は外面がナデ、体部内面は横方

向の粗いハケを施す。

瓦質羽釜 (⑦ )

内傾する口縁部に断面方形状の鍔を貼 り付ける。鍔の直下には支脚の接合痕が大 きく残

る。胎土は若干の砂粒を含み、焼成は比較的良好であるё

土師質焙烙 (③)

内傾して立ち上がる口縁部の下位に小さな鍔を貼り付ける。体部外面はヘラ削り、内面

ば積方向のハケ調整を施す。胎土は砂粒を徴量に含み、焼成は良好である。色調は外面が

灰褐色、内面は黄橙色を呈す。外面の煤の付着は顕著である。

陶磁器 (③～③

⑨は青磁の小壺の蓋で返りをもつ。外面には花文の浮文が施され、釉は青白色のガラス

質になった透明釉が内外面にかかる。身受部は露胎となり赤茶色に発色する。胎土は緻密

で灰白色を呈す。⑩は龍泉窯系の青磁椀で外面に蓮弁文がみられる。索地は緻密で灰白色

を呈し、緑色の釉がやや厚めにかかる。〔太宰府I-5。 b〕 に相当する。①は同安窯系

の青磁皿である。体部中位で屈曲し、体部と見込みの境に段を有する。見込みにヘラによ

-160-―
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る片彫 りと櫛によるジグザグ文様を有する。素地は灰白色を呈 し、黄灰色のガラス質の釉

がかかる。施尉は外面体部下半と底部には施釉 されない。

陶器こね鉢 (⑫)

厚 く平坦な底部に断面三角形状の細い高台を付す。使用瀕度は高く、内面の器面は滑め

らかである。常滑産と考えられる。

打製石斧 (①)

綾状を呈 し、頭部は尖る。全体的に大きな剣離面によつて形成され、刃部及びイ貝」面に調

整が加えられている。刃部及び狽1縁 に磨耗痕が観察される。

石製硯 (⑭)

破損が著 しく器形は明確でない。縁帯は幅広 く、器肉は厚い。側面はほぼ垂直に立ち上

がり、裏面は平坦に仕上げられている。整形段階の削痕がみられ未製品とも考えられる。

砥石 (⑮～⑬)

砥石は全部で9点出土したが図示したのはうち4点である。①・④は幅3.5cmの小型品で

仕上げ砥石と考えられる。使用面は表裏二面で側面は工具による切断痕が残る。⑦・⑬は

上下端を欠損する。使用面は表裏二面で側面は面とりがされている。

瓦 (⑩～②)

平瓦の小片ばかり5点が出土した。いずれも凸面に縄日、凹面に布目が残る。

小結

本調査区において検出した遺構はすべて中世期に属するものであった。中でも特に注目

すべきはSD-1と 整地上の存在である。SD-1は 敷地を区画する濤と考えられ、さら

に西方に伸びる。又整地土はSD-1の 東部分を埋め立て整地するものである。本調査区

束イ員」から第 5調査区にかけては境川支流 とみられる自然流路が検出.さ れており、当時はま

だ低湿地であったことが理解できる。この低湿地の一部を埋め立てて宅地 とし、自然流路

をそのまま区画用の濤として利用 していたと考えられる。今回検出した建物や井戸はこの

区画された敷地内にあり、この集落が当初からかなりの計画性 をもった村づ くりがなされ

ていたことが推察される。 (宮下 )
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第 7節 第 7調査区

I 調査慨要

第 7調査区は道路計画敷のほぼ中央部分に調査区を設定した。北は第 6調査区につなが

り、西は第11調査区、南は第10調査区につながっている。調査区はほぼ南北30m、 東西15

mを 設定した。確認された遺構は全て中世期に属するものだけで構成されており、大きな

濤によって区画されたなかに掘立柱建物跡が検出されている。以下にそれらの内容につい

て説明を加える。

Ⅱ 中世の追構 と遺物

1.追 構

掘立柱建物

この調査区に於いては115の柱穴跡を検出したが、掘立柱建物として復元できたのは3棟

であった。以下にその概要を記述する。

S B01(第 92図 )

調査区の北角に位置する掘立柱建物跡である。建物の規模は桁行 4間 ×梁間 3間の東西

棟である。中央には柱を持たず、南側の中央部に半間分の縁状の貼 り出しを持つ。寸法は

おおよそ桁行総長 9mで、柱間距離は東からおおよそ2.4(8尺)+2,4m(8尺)+2.1

m(7尺 )+2.lm(7尺 )であるのに対し、梁間総長は 6mで柱間距離は南から2.lm(7

尺)+1.8m(6尺)+Zlm(7尺 )であった。柱穴はいずれも径約30cm～ 60clnの 円形も

しくは隅九方形のもので構成されていた。柱痕はいずれも存在していない。東端の柱穴 (S

P01)か ら1間 分がS D01に切られているので区画濤の時代以前のものと考えられる。

S B02(第 93図 )

調査区の南西角に位置する掘立柱建物肋である。建物の規模は桁行 1間以上×梁間 2間

の南北棟である。寸法はおおよそ桁行総長2。 lm以上で、梁間総長は5,7mで柱間呈E離は東

からおおよそ2.7m(9尺 )+3.Om(10尺 )であつた。柱穴は30cln前後の円形のもので構

成されていた柱痕を持つ柱穴は存在しない。 S D04、 05は この建物に伴 う雨落濤と考えら

れるがS B02と もどもS D01に よって切られているので区画濤の時期以前のものと考えら

れる。S B01と も方位をやや異にしており時期が違 うものと判断できるが前後関係は解ら

ない。
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S B03(第 93図 )

調査区のほぼ中央に位置する掘立柱建物跡である。建物の規模は桁行 3間 ×梁間 1間の

東西棟であった。耳ヒ側の西から2間 目は存在しない。寸法はおおよそ桁行総長6.9mで柱間

距離は西より2.lm(7尺 )+2.lm(7尺)+2.7m(9尺 )で、梁間総長はおおよそ 2.4

m(8尺 )であった。柱穴は約径20cmの円形のもので構成されていた。柱痕を持つ柱穴は

存在しない。いずれの建物とも方位を同じくしないが、やや S B01に近い。構造から獣舎

のようなものが考えられる。

S B04(第 98図 )

S B01の ほぼ中央に重複するように位置する掘立柱建物跡である。建物の規模は桁行 2

間×梁間 1間で、南側の梁間の間に 2本の補助柱を持ち半間分の張り出しを持つ。寸法は

おおよそ桁行総長は3.6mで柱間距離は1.8m(6尺 )と 等間隔であり、梁間総長はおおよ

そ2.lm(7尺 )であった。柱穴はいずれも径約20cm～ 30cmの円形のもので構成されていた。

いずれも柱痕は存在しない。

濤

S D01(第 94図 )

調査区の東辺と南辺に添うようにL字 に大きく流れる濤で集落の内部を区画する区画濤

の一部と考えられる。これらの濤は現行条里にも一致している。濤は幅約 3～ 4mを計り

ほぼ真っすぐに耳ヒから南に向かって流れていたものと考えられ途中に新たな区画を形成す

る為枝別れしたのち現河川 (境川・海道川)に 至っている。また、北端の東岸で洗場状

のテラスが検出されている。層位はおおよそ 3層 から5層 のレンズ状雄積を示 していた。

時期は14世糸己後半と考えられる。濤の西端に常滑の大甕の口縁部が据えられていたざ

S D02

S D01の L字 に山がる部分を】ヒ側に繋 ぐバイパス状の濤である。検出状況からみてSD

01と 同じ時期のものと考えられる。

S D03

S D01の 中央部からやや湾曲するように南に伸びる濤である。南端の方で S D01や SD

02に よって切られている。

S D04、 05

調査区の南半分に位置する濤である。 S B02を 囲うようにL字 に曲がり、 2重 に巡って

いるところから雨落濤と考えられる。いずれもS D01や 021こ より切られている。
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① 責灰色砂土
② 茶褐色砂土
③ 茶灰色土
④ 灰色荒砂
⑥ 黒灰色粘質上
⑥ 暗青灰色細砂
① 茶灰色砂土
① 黒色砂土

90.00rn

B B

90,00m

第94図 SD-1断 面図

0         1m

土 壌

S K01(第 95図 )

調査区のほぼ中央に位置する東西約1.5m南北約3mの長方形を呈する土羨である。この

土墳を囲うように1間×1間の覆い屋の跡が認められる。内部には①暗黄灰色粘質土②黄

灰色粘質土、③黒茶灰色粘質土、④暗黄灰色粘質土が堆積していた。土竣の形状と鉄釘が

出土しているところから土渡墓の可能性が強い。

S K02(第 95図 )

調査区の北に位置する。東西1。 2m南北4.5mの 長方形を呈する土渡である。内部には①

黄灰色粘質土、②暗黄仄色粘質土、③暗灰色粘質土が堆積していた。S B01と 重複しSB
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04に よって切 られている。 S K01と 方向が同 じこと、形状がにていること等から土装墓の

可能性が強い。

S K03

S D01を 切るように西岸に位置する土壌である。ほぼ一辺 lmの方形を呈する。埋土は

黄褐色土であった。

S K04

S K03の南に位置する土竣である。ほぼ一辺1.5mの 方形を呈する。埋土は暗黄灰褐色土

であった。

物
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第95図  sK-1・ 2平面・断面図
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2.遺 物

S D01(第 97図～第101図 )

土師質土器皿 (21～ 26、 33～ 41、 43～ 56、 62～ 69)

(21)～ (26)は比較的平担は不調整の底部から斜めに立ち上がる口縁部を持つもので

ある。いずれも、体部の下半辺 りまでを一度だけ横ナデを施している。日縁端部は稜を持

つ。 (21)及び (26)はやや強い横ナデにより段を持っている。全て⑦層から出土してい

る。 (33)と (38)は平担な不調整の底部から屈曲させるように立ち上がりやや尖る端部

を有する。体部中程までを一度だけ横ナデを施す。 (34)はやや九みを持った底部から外

反するようにのびる口縁部を持ち端部を九く収めるものである。体部下半まで一度だけ横

ナデを施す。 (37)(39)(40)やや丸い底部から内湾するように立ち上がる口縁部をも

つもので端部を九く収める。体部中程までを一度だけ横ナデを施す。 (35)(36)(41)

は平担な底部から斜め上方に立ち上がらせる日縁部を持つもので端部に面を持つ。口縁端

部だけに横ナデを施している。全てC層 から出上している。 (43)～ (46)は平担な底部

から斜め上方に外反しながら立ち上がら口縁部を持つもので端部に稜を持つ。体部下半近

くまでに強い横ナデを一度だけ施す。 (47)はやや尖底ぎみの底部から屈曲するように短

幸 3

―
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SD-l ②層出土追物実測図
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く立ち上がる口縁部を持つもので、器高は低 く器壁は薄い。体部中程までを三度横ナデを

施す。 (48)はやや尖りぎみの底から斜め上方に立ち上がる日縁部を持つものである。体

部下半近くまでを三度横ナデを施す。 (49)(55)(56)は平担な底部からやや内湾する

ように立ち上がる日縁部を持ち端部を丸く収めるものである。体部下半近くまでを一度横

ナデを施す。 (50)(54)は九みを帯びた底部から斜め上方にのびる口縁部を持つもので

端部を丸く収める。体部中程を一度だけ横ナデを施す。 (51)(52)(53)は 平担な底部

から屈曲するように斜め上方に立ち上がる口縁部をもつもので端部に稜を持つ。体部下半

近くまでを一度だけ横ナデする。 (62)～ (69)はやや九みを帯びた底部から内湾するよ

うに日縁部が立ち上がるもので端部をやや尖らせる。体部下半近くまでを一度だけ横ナデ

を施す。をいずれも④、⑤ 層から出土している。

黒色化土師質土器椀 (28～ 32、 42、 57～ 61、 70～ 77)

(28)～ (32)、 (57)～ (61)い ずれも丸い底部から内湾するように斜め上方に立ち

上がる口縁部を持つもので、日縁端部がヘラ切 りによって屈曲するように真っすぐに立ち

上がる。外面は口縁部だけを一度横ナデしたのち端部を箆 ミガキを施す。内面は見込み中

央を中心とした花弁状のら旋のミガキを施している。高台は低い断面三角形の形ばかりの

ものを貼 り付けている。内面全体と外面口縁部から体部の一部にかけてカーボンが吸着 さ

せてある。 (42)の底部には十字の箆記号が認められた。 (76)～ (77)上記のものより

器高の低いもので時期が下がると考えられるものである。小さく丸い底部から低 く内湾し

口縁端部を屈曲させるように立ちあがらせるものである。内面は見込みを中心とする花弁

状らの旋のミガキを施 している。タト面は口縁部を横ナデしたのち箆 ミガキを施している。

いずれも内面全体と外面の口縁部から体部にかけてカーボンが吸着させてある。

土師質土器釜 (89)

端部に面を持ち内傾する日縁部をもつもので小さな断面三角形の鍔を貼 り付けている。

外面日縁部を横ナデを施している。内面は荒いハケで調整している。色調は暗茶褐色を呈

している。胎土は粗く多量の砂粒を含んでいる。

土師質土器片口鉢 (96)

底部は欠失しているが、日縁部が体部から真っすぐに立ち上がり端部を丸く収める鉢で

ある。口縁の一部を切 りこみ凹字状の片口をつけている。色調は暗茶褐色を呈している。

胎土は粗 く砂粒を多く含んでいる。なお、このような形態の土器は現在のところ認められ

ない。可能性として常滑の片口鉢を模 したものとも考えられる。

-171-



馬ミミミξ三iii::::iここε属ラ
'「

ラiテテ
(:7

ー
62

―
63

ー
64

ー
50

ー
51

―
52

―
53

ヤ
66

予
67

68

第98図 SD-l④層⑤層出土遺物実測図

―-172-―



や 式 課

σ
｀
だヽ諭抱

甲詞貶MM
爾露 リヌ

＼   

「

第99図 SD-1出 土追物実測図

―-173-―



土師質土器火舎 (93)

上部に幅広い面を持つ】巴厚した人合の口縁部である。端部は内面にむかってつまみ出す

している。胎土は粒子の粗い砂粒を多量に含み黒色と淡褐色のサンド状になっていた。

瓦質土器釜 (92、 97)

平 らな底部から真っすぐに立ち上がる体部からそのまま口縁部を形成するものである。

口縁部は強い横ナデを施されている。端部には面を持たせているが、 (92)は内面をつま

み出し (97)は外面をつまみだしている。外面口縁部直下にはいずれも真っすぐに横に張

りだした断面台形状の鍔を貼 り付けている。鍔下の体部は指頭圧で成形されている。内面

は細かなハケで調整されている。いずれも全体に作 りが良く、色調は暗灰色を呈し、胎土

は細かい。搬入品と考えられる。

瓦質土器鍋 (91)

平担な底部からやや湾曲するように立ち上がる体部から、屈曲させて受口状の口縁部を

つまみだすものである。口縁部は横ナデが施されている。体部タト面は指頭圧により成形さ

れている。内面は横方向のハケが施されている。全体に作りが良く、色調は白褐色を呈し

胎土は細かくしまっている。搬入品と考えられる。

瓦質土器人鉢 (94)

平担な底部から真っすぐに体部が立ち上がり口縁部を丸く収めるものである。口縁部は

6な いし8稜の輪花状になるものと考えられる。また、底部には板状の 3脚がつくものと

考えられる。体部には菊花のスタンプ捺 F「 文様が認められる。色調は淡白灰色を呈する。

東播系中世須恵器こね鉢 (98～ 101)

糸切 りの小さな底部から体部を斜め上方にたちあがらせるものである。日縁端部は、

(98)(99)と も内側にやや折り曲げ九く収めるもので、(101)は 端部を外方にややつまみ

だ子ものである。いずれもロクロによる横ナデにより成形されており段を有する。

産地不明中世須恵器系陶器甕 (78)

甕の頸部と考えられる。頸部は段を有するように強い横ナデを施している。体部は浅 く

鋭い目を持つ源体によって交差するように夕タキが施されている。色調は暗灰色を呈する

胎土は細かく緻密である。

産地不明中世須恵器系陶器壺 (80)

広口壷の肩に巡るタガの一部と考えられる。子旨圧により貼 り付けられたつまみが認めら

れる。三木窯の可能性がある。
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山茶碗系こね鉢 (81)

斜めに立ち上がる日縁部の一部で口縁端部を丸く収めるものである。ロクロによる横ナ

デによってできた段を強く有する。色調は暗仄色を呈すると胎土は粗く石粒を多く合む。

陶 器

瀬戸三筋重 (79)

体部の破片であるが肩部に三条の沈線が廻る。外面は淡緑色の袖によって施袖されてい

る。地は淡白灰色を呈し、胎土は緻密で堅い。

常滑甕 (第 101図 )(102)

張 りだした肩部から内傾するように立ち上がる頸部から、受口状に折り曲げた玉縁状の

口縁を有するものである。体部は幅のある粘土紐の輪積みによって成形され内面に継 ぎ目

と指圧による調整痕が認められる。外面は肩部以下を荒いハケが施されており、頸部より

口縁部には幅の広い横ナデが施されている。また、体部外面には「つ」と花印状の刻印が

認められる。14世紀後半のものと考えられる。

磁 器

白磁碗 (86、 90)

玉縁状口縁を持つ白磁の碗である。胎土白灰色を呈し、袖には貫入が多い。

白磁水滴 (95)

菊花弁状文様の合子を二つ繋 ぎあわせて作られている。天頂部に孔を有する。また、一

方に把手がつ く。

青磁碗 (33～ 85)

(83)は龍泉窯系の劃花紋の碗の口縁部である。地は緑灰色を呈し、内外面ともに濃緑

色の袖がかかってぃる。 〔太宰府I-4-a〕 に相当すると考えられる。(84、 85)は龍泉

窯系の蓮弁紋の碗の口縁部である。地は自灰色を呈し、内外面ともに緑色の袖がかかって

いる。 〔太宰府I-5-b〕 に相当すると考えられる。

青白磁梅瓶 (82)

梅瓶の体部である。素地は白色を呈 し、体部外面には青白色の袖がかかってぃる。地に

は唐草紋の一部が認められる。

石製品

砥石 (87)

長方形を呈 し、四面を工具で切断されている。暗灰色を呈する粘板岩系のものである。
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第102図 SD-1出 土木製品実測図

木製品 (第 102図 )

下駄 (103)

腐食が激 しいが小判形を呈するもので先がやや平たいものである。歯は削り出しである

船形代 (105)

船形代の一部と考えられる。凹字状の断面を持つようにくり抜かれており、先を削りだ

してへさきをあらわしている。

用途不明板状 (104)

長方形の板材である。四面を切断して成形している。柾目材である。

鉄製品 (第104図 )

釘 (■ 2)

現長約 6 cmを 計るもので、厚みは約0。 5 cmを 計る。真ん中でやや細 くなり頭が大きいもの

である。断面方形を呈する。

ノミ状工具 (113)

現長さ約 5 cmを 計るもので、厚みは約0.5clnを 計る。柄の部分は差 し込みのための段を有

する。先は両側から平担に尖らせている。断面方形を呈する。
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S D02(第 103図 )

土師質土器皿 (107、 108)

(107)は不調整の平担な底部から外反する

ように斜め上方 に立 ち上がる口縁部 を持つ

もので、口縁端部を丸く収める。体部下半近

くまでを一度だけ横ナデする。(108)は不調

整の平担な底部 か ら内湾す るよ うに立 ち上

がった体部が一度屈曲して外方につまみださ

れる日縁部持つものである。端部は九く収め

る。体部中程までを強い横ナデを一度だけ施

している。

黒色化土師質土器碗 (106)

丸い底部からやや内湾するように斜め上方

に立ち上がる口縁部を持つものである。日縁

端部は屈曲せずそのまま丸く収める。底部に

SD-2

喘 7

―

108

♭ 09

SK-3

0                           1 0cm

第103図  SD, SK出 土遺物実測図

は断面三角形の小 さな形ばかりの高台が貼 り付けられている。内面は磨減 しているが見込

みを中心とした花弁状のら旋ミガキが施 されていたと考えられる。内面全体 と外面の口縁

部にカーボンが吸着 させている。

鉄製品 (第 104図 )

釘 (114)

長さ 4 cm以上を計る鉄製の釘である。現形状は S字 に曲がっている。釘の頭は手の字に

曲がっている。

S D04(第 104図 )

土師質瓦 (110)

表面縄 目叩き紋による調整と裏面布目痕が残る平瓦である。途中には桶巻 き作 りの継 ぎ

目痕が認められる。

瓦質土器火鉢 (109)

平担な底部から内湾する体部を経て内湾する口縁部を形成する桶状の火鉢の口縁部であ

る。日縁端部は内傾 して内側に面を持つ。外部口縁部直下に22弁 の菊花のスタンブ捺印紋

が付けられている。
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S K01(第 104図 )

鉄製品

釘 (115)

長さ4 cm以上を計る鉄製の釘である。頭を

手の字状に曲げやや大きくなっている。

S K03(第 103図 )

東播系中世須恵器こね鉢 (■ 1)

体部が斜め上方に立ち上がり、そこから屈

曲させるように口縁部を内側につまみだすも

のである。体部はロクロ横ナデによる成形に

より多くの段を有する。

S P01(第 105図 )

土師質土器皿 (1～ 7)

(1)は平坦な底部から屈曲させるように短く上方に立ち上がる日縁部を持つもので、

端部をやや尖らせるものである。底部近 くまでを一度だけ横ナデを施している。 (2、 3)

はやや九い底部から内湾するように立ち上がる日縁部を丸く収めるものである。体部の

中程までを一度だけ横ナデを施 している。 (4)(5)(7)は やや九い底部から内湾するよ

うに立ち上がった口縁部から口縁端部を鋭 く内側に屈曲させるものである。日縁端部だけ

を一度だけ横ナデする。 (6)は 丸い底部から内湾するように立ち上がる日縁部を形成 し

端部を九く収めるものである。体部の中程までを一度だけ横ナデする。

石製品

砥石 (8)

長方形を呈する砥石である。短辺の面端は欠失しているが、長辺は両方ともに砥石とし

て使用されている。材質は花間岩である。

S P02(第105図 )

土師質土器皿 (10)

やや尖った底部から屈曲するように短い口縁部が真っすぐに立ち上がるもので端部をや

や尖らせている。日縁部だけを一度横ナデしている。

黒色化土師質土器碗 (■ )

丸い底部から内湾するように立ち上がった体部から】巴厚するように口縁部をつまみだし
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ているもので、端部をやや屈曲させ九く収めるものである。底部には形骸化 した断面三角

形の高台を貼 り付けている。内面には見込み中央を中心とする花弁状ら旋紋のミガキを施

している。内面とタト面の口縁部にカーボンを吸着させている。

S P03(第 105図 )

土師質土器皿 (9)

波打つ底部から屈曲するように短い口縁部が立ち上がるもので端部をやや尖らせるもの

で器高の低いものである。底部近 くまでを一度だけ横ナデを施 している。

S P04(第 105図 )                               `

土師質土器碗 (12～ 14)

(12)、 (13)はやや丸い底部から内湾するように立ち上がり口縁端部を屈曲させるも
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のである。日縁端部だけを一度横ナデする。 (14)は 尖った底部から斜めに立ち上がった

外部から屈曲させるように短い口縁部を立ちあがらせるものである。日縁部だけを一度横

ナデする。

青 磁

青磁碗 (15)

龍泉窯系の青磁碗の底部である。高台は削りだしである。高台の内面まで全体に暗緑灰

色の袖がかかっている。胎土は密で粒子細かく、地は灰白色を呈している。 〔太宰府I―

5-C〕 に相当すると考えられる。

白磁碗 (16)

斜め上方に真っす ぐに立ち上がり端部 を外方につまみ出すものである。体部は強いヘラ

ケズリにより成形 している。内面に一条の沈線が廻 る。地は白灰色を呈 し、自緑色の袖が

かかっている。胎土は堅く緻密で黒色の粒子を多量に合んでいた。 〔太宰府Ⅵ-1-a〕

に相当すると考えられる。一部S K04出土のものと接合している。

S P05(第 105図 )

土師質土器皿 (17、 18)

両者 ともにいわゆる手の字の皿であるが、 (17)は丸い底部から 2段に屈曲する口縁部

を保つもので端部を九く収める。口縁部のみを横ナデによって調整されている。器壁は非

常に薄 く、胎土は非常に細かい。色調は淡褐色を呈する。 (18)は 平坦 な底部から鈍 く 2

段 に屈曲するもので端部をわずかに内におり曲げな。器高は低 く器壁は厚い。

黒色化土師質土器碗 (19)

大 きく内湾するようにたちあがリー度内側 に屈曲させす ぐに外側 につまみだす。日縁部

を強 く横ナデしている。内面とタト面の日縁部にカーボンを吸着 させている。

軟質緑袖碗 (20)

内湾する体部から口縁端部を屈曲させ外反させるものである。地は淡赤褐色 を呈 し、胎

土は細かく脆い。全体 に暗濃緑色の袖がかかっていた。内外側には毛彫 りの陰刻が認めら

れる。

S P06(第 105図 )

緑袖碗 (21)

碗の底部である。高台内面に トチンのあとがあり、段 を有する。地は暗灰色 を呈 し、暗

濃緑色の袖がかかっていた。近江産のものと考えられる。
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Ⅲ小結

ここで第 7調査区の調査で得られた成果を簡単にまとめる。まず、本調査区においては

古墳時代の追構・遺物は認められないことがあげられる。この調査区における一番古い遺

構 と違物は S P05、 06に認められる11世糸己代に遡るものであった。これにより横江追跡に

おける古墳時代以降の集落は、この平安時代後期に始まることが萌らかとやなった。しか

しながら、これらの時期の追構は追跡のなかにおいても極わずかであり、このことからも

まだこの時期においては集落は散村的な形態にあったことが考えられる。この調査区にお

ける主要な遺構は建物の敷地を区画するように計画し配された区画濤とそれにともなう建

物跡である。横江追跡の中世集落はこの集落形態の時期を最後に廃絶 したものと考えられ

るが、この調査区の S D01にはおおよそ14世紀中ごろから後半位の追物を検出している。

区画内の建物についてもこの時期に伴 うものがあると考えられるが、それ以外にもS B01

に方向を異にする建物跡や S D01に よって切 られるようにして建物跡とそれに伴 うL字 に

曲がる雨落ち濤等が検出されており、これらの追物から判断して13世紀代に遡る集落跡が

存在していたと考えられる。これらのことからも横江追跡の中世集落の成立は数度に渡る

活期があったものと考えられる。また、これらの区画濤はこの調査区からさらに四方に仲

びて区画をなしていることが推察され計画によって作られた大集落の一角であることが考

えられる。この濤は飛び渡るには少しばかり距離があるが、濤には橋を濤築した跡は検出

されていない。調査中にはこれらの区画溝が集落内を維横に走る道としてとらえることも

できるのではないかとも考えられたが、濤の傾斜や鉄分の沈殿状況から察 しても集落のお

お外を流れる河川にとりついていたことは間違いがなく、水路の様に水を導きいれて流 し、

区画濤を防御的役目もはたしていたと考えられる。よって、橋は簡易に板橋がかけられて

いたのかもしれない。よって、これらの構造はいずれの区画に至るにも他の敷地を幾つも

とうらずばいけないような構造にあり、区画濤によって区切られた集落形態の成立を考え

るうえで今後大きな疑間がのこるところであろう。 (本戸 )
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第 8節 第 8調査区

第 1調査区の北側約1500ポ を対象とした。地山は大部分が暗褐色砂礫上であるが、西辺

のみ黄褐色粘質土である。遺構は古墳時代と中世の建物期のものがあるが、遺構が希薄な

調査区中央部を境に、西側が古墳時代の追構 。東側が中世の遺構に分かれる。遺構の埋土

も古墳時代のものが黒色粘質土、中世のものが灰色土と褐色土に分けることができる。

I 古墳時代の遺構 と遺物

遺構

掘立柱建物 (SB-1～ 9)

SB-1

調査区西根Jで検出した 1間 × 1間の建物である。主軸方位はN-25° 一Eを示 し、柱間距

離は2.2～ 2.5mを 測る。柱穴は長径40cmの楕円形もしくは直径50Cmの 円形を呈す。柱穴内

より少量の土師器片の出土 があった。

SB-2(第 107図 )

調査区南端で検出した 1間 ×1間 の建物である。主軸方位はN-23° 一Wを示 し、柱問距

離は3m前後を測る。柱穴は長径30cmの 隋円形もしくは直径30～40cmの 円形を呈す。柱穴

から少量の土師器片の出土があったが年代は不明である。竪穴住居の可能性もある。

SB-3(第 107図 )

調査区東側で検出した 1間 × 1間の建物である。柱穴には切合い関係がみられ建て変え

が想定できる。主軸方位はN-17° 一W、柱間距離は4mを測る。柱穴は長径70～ 80c皿の隋

円形や直径60Cmの 円形を呈す。壁が削平され床面のみが残存 した竪穴住居の可能性がある。

SB-4(第 107図 )

SB-3の 北東で検出した 3間 × 1間 の南北棟建物である。主軸方位はほぼ磁北をさし。

柱間距離は桁行70c皿～ lm・ 梁行1.7mを測る。遺物は柱穴内から土師器片が少量出土 した

だけで、建物の年代は不明である。

SB-5(第 107図 )

調査区西辺で検出した 3間 ×1間 の東西棟建物で、主軸方位はN-83° 一Eを示し柱間距

離は桁行1.2m・ 梁行1.5mを 測る。柱穴は長辺30cmの長方形や直径20～ 30c皿の円形 を呈す。
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SB-6(第 107図 )

SB-3の 北西に位置する1間 × 1間 の小型の建物である。主軸方位はN-12° 一Eを示

し、柱間距離は桁行1.9m・ 梁行1.6mを 測 る。柱穴は直径20Cmの 円形 もしくは長径30cmの

隋円形 を呈 し、深 さは10～15cm程度である。

SB-7(第 107図 )

SB-5の 南で検出した 3間 × 2間 の建物である。主軸方位はN-68° 一 Eを示 し、柱問

距離は桁行 1.5～ 1,8m・ 梁行1.8mを測 る。柱穴は長径30～ 6Clcmの 隋円形で構成 されている。

遺物は柱穴埋土中より土師器の小破片が少量出土 した程度である。

SB-8(第 107図 )

調査区ほぼ中央で検出した 2間 × 1間 の建物である。主軸方位はN-68° 一Wを示 し、柱

間距離は桁行2.5～ 2.7m・ 梁行2.7mを測 る。柱穴は直径20cmの 円形 もしくは長径40～60cm

の隋円形 を呈す。

SB-9

SB-6の 北に位置する4間 × 2間以上の大型の建物で、北側 を旧河道 に切 られている。

主軸方位はほぼ磁北 にとり、柱間距離は 3mを測 る。柱穴は直径40Cmの 円形・60～7CCmの

隋円形 を呈す。

井戸 (SE-1～ 3)

SE-1(第 108図 )

旧河道底面で検出 した。掘方は長径 1.2m、 短径 lmを呈 し、中央 に直径80cmの くり抜 き

の井筒が井戸枠 としてすえられてぃた。掘方の埋土 は黒色粘質上の単層で、井戸枠内は

灰黒色粘質土 と暗灰色砂土の上下三層 に分かれる。又井戸枠部分は本製の腐食痕が観察で

きた。遺物は井戸枠内下層から5C末頃の須恵器高杯 (第 112図 1)が出土 した。

SE-2(第 108図 )

SE-1の 】ヒで検出 した。掘方は長径90Cm、 短径70Cnの卵形 を呈 し、 SE-1同 様 くり

抜 きの井筒が井戸枠としてすえられていた。深 さは20cmと 浅 く、かなりの削平 をうけてい

る。埋土は黒色粘質土の単層である。

SE-3

調査区西辺で SE-1・ 2同様旧河道の底面で検出した。掘方は直径 1.2mの円形を呈し

ほぼ中央 に丼戸枠が埋設 されていたとみられる直径50Cmの 円形の穴が確認できた。埋土は

暗灰色粘質土の単層である。
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SE-4

SE-1の 西約 7mの位置で検出 した。掘方は長径 1.5m・ 短径 1.3mの隋円形 を呈する。

枠等の施設は検出 しなかった。深 さは30Cmと 浅 く他の井戸同様かなりの削平 を受けている

と考えられる。埋土は暗灰色粘質上の単層で須恵器杯身、蓋 (第 112図 5・ 6)が出土 した。

竪穴住居 (SH-1)

SB-8の 西に隣接 して検出 した。北倒 半分 を旧河道に削 られているが、一辺 4mの方

形竪穴住居 とみられられる。埋土は黒褐色粘質土の単層である。埋土中から6C初頃とみ

られる須恵器杯身 と有蓋・無蓋高杯 (第 121図 2～ 4)が出土 した。

土壌 (SK-1)

SK-1(第 107図 )

旧河道肩部の平担部分で検出した。長径2.4m・ 短径 1.7mの隋円形 を呈する土壊である。

深 さは25Cm程で底面はほぼ平担である。遺物は 6C初頭 とみられる土師器甕・高杯、須恵

器杯身・蓋・甕 (第 110図)と 多量の製塩土器 (第 110図)が一括投葉の状況で出土 した。

遺 物

SE-1(第 112図 1)

1は有蓋高杯である。立ち上がりは内傾 し、受部は短 く外方へのびる。脚部はハ字に大

きく開き、器高はやや底い。脚部の透しは円孔を三方に穿つ。杯部のヘラ削りは/程度と
君11

狭い。中村 I型式 4段階に相当する。

SE-4(第 112図 5・ 6)

いずれも須恵器で 5は杯蓋・ 6は杯身である。 5はやや扁平な器形で、天丼部 と口縁部

を界する稜は短 く純い。口縁部はやや内弯気味に下 り、端部は内傾する稜を有す。 6は立

ち上がりが内傾 し、端部は丸くおさまる。中村Ⅱ型式 1段階に相当すると考える。

SK-1(第 ■0図・111図 )

須恵器 (第 110図 1～ 4)

1は杯蓋で、天丼部は平担で稜は短 く純い。日縁部はやや内弯気味に下 り、端部はわず

かに凹面をなして内傾する。 2・ 3は杯身である。内傾する立上がりは比較的高く端部は

内傾する明瞭な段 を有す。受部は短 く外上方へのび端部は九い。 4は甕の口縁部である。

日縁部は外反し、端部を上方へ屈曲させている。外面には櫛描ヱ嫉 文が 2段施 されている。

文様帯を界する稜はやや純 く、その上部に沈線がめぐる。中村 I型式 5段階に相当する。
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土師器 (第 110図 5～ 12)

5。 6は直口壷の体部である。 5は底部に穿穴がみられる。 7～ 11は甕である。全形が

うかがえる10。 11は比較的長胴化が進んでおり、11は体部が卵型を呈する。口縁部は外反

し、端部は沈線状の凹みを有す。体部外面ハケ、内面ヘラ削り、口縁部外面はナデ、内面

は10がハケ、11がナデを施す。12は甑の把手とみられる。

製塩土器 (第 111図 )

いずれも破片であり、比較的大きなものを選別、実測 した。口縁部の形態は内傾するも

の、直立するものがあり、又端部は尖り気味のもの、九くおさまるものがある。底部の破

片は明瞭でないがいずれも丸底を呈すると思われる。口径 3～ 5 cm、 最大腹径 5～ 6 cla、

器壁 2～ 4 mmを 波Jる 画一性の高い土器である。調整はほとんどが内外面ナデを施すが、指

頭圧痕が顕著に残る外面に比べて内面は比較的丁寧に仕上げられている。31は唯一外面に

タタキが施されていた。胎土は31が砂粒が多くやや粗い他はいずれも精良で、焼成も堅固

である。色調は淡灰色と淡黄灰色のものが多いが、火熱のためかピンク色や淡橙色に変色

したものもかなりみられた。

SH-1(第 112図 2～ 4)

土師器・須恵器が比較的まとまって出土したが、小破片であるため実測図示できたのは

須恵器 3点である。 2は杯身である。立ち上がりは比較的高く、端部は内傾する段を有す

る。受部は短 く外方へのび端部は丸い。ヘラ削 りは約/に施す。 3は無蓋高杯の杯部であ

る。内弯する体部から口縁部は外反気味に立ち上がる。体部外面にユ猷 文を施す。 4は有

蓋高杯である。杯部の形状は 3に近以する。脚部はハ字に開き、端部で外方へ屈曲させ、

さらに下方にカギ形に曲げる。スカシ窓は三角形のものが三方向に刻まれる。 2・ 4は中

村 I型式 5段階、 3は 中村 I型式 4段階に相当すると考える。

SP-1(第 112図 7)

立ち上がりは内傾 し、端部に内傾する段を有する須恵器の杯身である。中村 I型式 5段

階に相当する。

SP-2(第 112図 8)

須恵器の無高台の杯身でかる。平担な底部から口縁部は直線的に立ち上がり、端部は丸

くおさめる。

SP-3(第 112図 9～ 11)

9は須恵器の杯蓋である。口縁端部は内傾する明瞭な段 を有し、稜は短い。器高は口径
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に対して高く、天丼部は丸い。天丼部約/回転ヘラ削 り、その他は回転ナデを施す。中村

I-5段階に相当する。10。 11は 口縁部が「く」字に屈曲する甕で、端部は上方へつまみ

上げられ尖 り気味におわる。10は唐減のため調整は不明であるが、11は 日縁部内外面ナデ

体部外面ハケロ、体部内面ヘラ削 りを施す。

SP-4(第 ■2図 12)

回縁部が「く」字に屈曲する甕で、端部は沈線状の凹みを有する。体部外面ハケロ内面

はナデで仕上げる。

SP-5(第 112図 13)

受部がやや内弯気味に外上方へのびる器台で、日縁部に粘土を貼 り付け垂下させる。端

面に櫛描平行文とヘラ状工具による刻み目を施す。調整は内外面丁寧なヘラ研磨で仕上げ

る。

SP-6(第 ■2図 14)

口縁部がほぼ直線的に外上方にのびる壷である。調整は器面の磨滅のための不明である。

体部内面に粘土接合痕が残る。

SP-7(第 ■2図 15)

長胴型の甕で口縁部は外反気味に立ち上がる。体部外面ハケを施す。

SP-8(第 112図 16)

方柱状 を呈する土製支脚である。火熱のためか底部が欠落 している。色調は淡橙色を呈

し、炭化 した植物繊維がまじっていた。現存長16cmを計る。

旧河道

調査区北側 を現河川に沿って西流する河道である。最大幅10m以上を測る大規模なもの

である。層位は非常に複雑な堆積 を示すが、一応 I黒灰色粘質土、Ⅱ灰色粘質土 ,Ⅲ 黒

色粘質土 。Ⅳ暗灰色粘質土 。V暗褐灰色土・Ⅵ暗,天色粘砂土 。Ⅶ暗灰色砂土・Ⅷ灰色砂土

・Ⅸ暗褐色土 (腐植土)の 9層 を基本とする。遺物は多量の上器と木製品が出土 したが、

特にⅢ・Ⅷ層中からの遺物の出土が目立った。

遺 物

(1)黒色粘質土出土土器 (第■3図～116図 )

河道の南西肩部に堆積していた。出土土器は弥生土器・土師器・須恵器がある。
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弥生土器

章 (1～ 3・ 6,7・ 9～ 13。 14・ 16)

1～ 3・ 6。 7は 回縁部が大きく外反し、端部を拡張する広口壷である。 1～ 3は 日縁

帯に沈線と円形浮文を施す。又 1の端部にヘラによる刻みを施す。 1・ 2は搬入品の可能

性がある。 6。 7は回縁部内外面に櫛描波状文、さらに7は外面に円形浮文、端部にヘラ

による刻み目を施す。 5は東海系のパレス壷の口縁部である。日縁部外面にヘラ描 き沈線

と棒メ犬浮文を施す。 8は短頭直口壷で、体部外面に丁寧なヘラ磨 きを施す。 9～ 13・ 15は

長頸重である。口縁部が外反して端部が垂下するもの (9・ 10)、 日縁部が直線的に上方

にのびるもの (11)、 日縁部が直線的に外上方にのびるもの (12)、 日縁部が短 く立ち上

がるもの (13・ 14)がある。13は肩部に円孔状の文様がみられる。16は底部で木葉圧痕が

残る。26は受口状口縁重で、日縁部に刺穴利点文を施す。

甕 (41・ 43～ 46・ 52)

41・ 43～46は受口状口縁甕で、口縁部に刺突列点文と頸部に平行文を施す。52は 「く」

字に短 く屈曲する小型甕である。

鉢 (42)

口縁部は短 く受口状に立ち上がる。口縁部・頸部にrlJ突列点支 。体部に平行文と刺突列

点文を施す。

高杯 (60。 67・ 74・ 79・ 82・ 83)

60は 杯部がやや深 く日縁部は外傾する。脚部は「ハ」字状に開く。67は大きな杯部に円

筒状の脚部がつ く。口縁は直日する。

土師器

壷 (4～ 7・ 14・ 25。 27～ 40・ 57)

4は 日縁部が外反気味に立ち上がり、端部に面をもつ。 5は東海系パレス壺の口縁で、

日縁帯に沈線と棒状浮文を施す。 6・ 7は 口縁部に粘土を貼 り付け垂下させ、櫛描ヱ蛾 文

や円形浮文で加飾する。 7は端部に刻み目を施す。14・ 27は 直日壷である。25は 有段口縁

に球形の体部を有す。内外面ハケ及びナデで仕上げる。28～40は小型丸底壺である扁球状

の体部に直線的に立ち上がる口縁部がつく。35は脚台が付 く。

甕 (47～ 51・ 53)

47～ 51は 受口状口縁甕である。47は肩部に直線文を施す。53・ 56は 「く」字状口縁獲で

ある。53は端部内面力胡巴厚する。
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鉢 (23・ 24)

23は 口縁部・体部が直線的に外傾する。外面ハケ、内面ナデを施す。24は突出した底部

から体部が内弯 して立ち上がる。内外面ナデで仕上げる

高杯 (58・ 59。 61～ 66・ 68～ 73・ 75～ 78・ 80・ 81)

58は 深い椀形を呈し、脚部は「ハ」字に開く。59は杯部が深く杯底部 と口縁部の境が明

瞭である。脚部は裾部にかけて大きく開く。61～62は杯底部と口縁部の境が明瞭な稜によ

り分けられる。661よ 大きく深い杯部に内弯気味に開く欠山系の高杯である。68・ 80は小さ

な椀形の杯部に大きく開く脚部がつく。68は 口縁部外面に直線文 。端部に列点文、脚裾部

に内外面に直線文 。端部に列点文を施す。

須恵器 (84～ 86)

杯蓋 (84)、 杯身 (85)、 高杯 (86)、 甕 (87)の 4点 を目示 した。中村編年にあては

めると84・ 85は Ⅱ-1段階、86は I-5段階、87は Ⅱ-2段階に相当する。

(2)暗褐灰色粘質土出土土器 (第 116図 88～ 97)

土師器

94は 日縁端部を拡張する壺で頸部に凸帯を貼付ける。口縁帯に波状文、凸帯頂部・口縁

端部 。日縁屈曲部内面に列点文を施す。92は 大型壷の底部で内外面ハケで丁寧に調整を行

なう。89～91は くの字口縁甕である。91は端部内面が肥厚する。90'91の体部内面にヘラ

削りを行なう。93は バケッ形を呈する体部に角状の把手がつく甑である。底部は欠損する。

須恵器 (96・ 97)

96は杯蓋で。天丼部 と回縁部 を分ける稜は甘 く。端部の段 もみられない。中村 Ⅱ-1段

階に相当する。97は 鉢の底部である。

13�音灰色粘質土出土土器 (第 117図98～ 113)

土師器 (98～ 101)

98は 口縁部が短 く立ち上がる重である。体部内面にヘラ削りを施す。99は 長胴甕である。

体部外面縦ハケ、内面ナデを施す。

須恵器 (102～ 113)

102は 杯蓋で、短 く鋭い稜を有す。中村 I-5段階に相当する。103～ 1“ は杯身である。103

は立ち上がりが内傾気味に比較的長くのび、端部に内傾する段 を有す。105は 器高が低 く、

立ち上がりは短 く内傾する。103・ 104は 中村I-5段階 。105は Ⅱ-3段階に相当する。110は

短頸壺 。112は 壺の底部である。110は体部下半のみヘラ削 りを施す。106～ 109は甕の口縁部で
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ある。1∞ 。1げ は口縁部が大きく外反し、稜は鋭い。lMはヘラ状工具による波状文がみられ

る。108・ 109は 口縁部が外反気味に屈曲し、端部は】巴厚するЬl∞は体部外面に櫛原体による

押圧、体部内面は同心円のタタキがみられる。111は 鉢で底部に何かで刺突 したごとくの小

孔が多くみられる。113は 比較的九みのある胴に短い口縁部がつく平瓶である。天丼部にハ

ケ原体による押圧、体部及び底部にカキロを施す。自然釉が多量にかかる。

(4版色粘質土出土土器 (第 117図 114～ 126、 第118図 )

弥生土器 (■5～ 117)

115・ 116は 口縁部に粘土を貼 り付け垂下させる重で、116は 口縁帯に沈線と円形浮文を施す。

いずれも搬入品の可能性がある。

土師器 (118～ 134)

118は 二重口縁の重である。121～ 123は小型九底壺で、扁球状の体部に比較的短い口縁部が

つく。119は 受口状口縁甕、120は 口縁部が「く」字に屈曲する甕である。128～ B3は観の把手

とみられ る。

須恵器 (135～ 1441

135～ 137は 杯蓋である。135。 136は 日縁部がハ字に外反し、天丼部と日縁部を分ける稜は形

骸化 している。1371よ稜は小さく尖り、口縁端部に内傾する段 を有す。135・ B6は 中村Ⅱ-2

段階、B7は 1-5段階に相当する。138～ 141は 杯身である。138。 139・ 里1は端部に内傾する段

を有するが、MOはみられない。Mlは体部外面に記号文がみられる。中村編年の I-5～ Ⅱ

-1段階に相当する。ユ2は有蓋高杯の脚部である。透 しは三角形のものを三方に刻む。中

I-5段階に相当する。M3は無蓋高杯である。体部文様帯の稜は比較的鋭く、その下に

波状文を施す。144は 口縁部が外反して端部 を外方へ】巴厚される甕である。131は 鉢で、底部

には貫通する穴 を有する。

(5灰色砂出土土器 (第 122図 145～第123図 1881

弥生土器 (147・ 156～ 158)

M7は大きく外反した口縁部が受口状に立ち上がる壷である。外面に円孤文・内面に刺突

列点文を施す。156～ 158は 受口状日縁甕で、口縁部に束U突列点文を施す。

土師器

壺 (M5・ 147・ 149～ 152・ 153～ 155)

145。 146。 149は 二重口縁の壺である。■6は 日縁部外面に半載竹管文を施す。149は 直立する

頸部から口縁部は屈曲し、さらに内傾気味に立ち上がる。内面は光沢があり、漆のような
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144

第118図  旧1可道灰色粘質土出土土器

ものが塗 られていると考えられる。

甕 (159～ 169・ 171・ 172)

159～ 165は 受口状口縁甕である。160は 肩部 に直線文を施す。168は 有段口縁の甕で、端部は

外傾する面 をもつ。口縁部内外面ナデ、体部外面ハケロ、内面はヘラ削 りを施す。169は 布

留式甕で端部内面は肥厚する。内面体部はヘラ削 りを施す。

鉢 (173～ 1751

173は 有孔鉢の底部で多 くの小孔がみられる。174は 内弯する体部 に短 く屈曲する日縁部を

もつ。体部外面ハケ内面はナデを施す。175は 内弯する体部から口縁部は屈曲 して立上がる。

高杯 (176～ 180

176は 椀形の浅い杯部 を有 し、端部 をつまみ出す。177は 口縁部 と杯底部の境に明瞭な稜 を

有す。脚部はハ字 を呈 し、裾部 にかけて開く (178～ 180)

須恵器 (181～ 18り

皿は口縁部が外反する甕で、端部は外方に】巴厚する。182～ 184は杯蓋である。天丼部は丸

く稜は鋭い。中村 正-4～ 5段階に相当する。185は杯身である。立ち上がりは内傾し、端

部に沈線状の凹みを有す。受部は外方へのび端部は鋭い。全体に丸みをおび、体部に静止
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ヘラ削りを施す。中村 I-3～ 4段階に相当すると考える。186は 有蓋高杯の杯部である。

187は把手付椀である。体部の稜は鋭く、その下に

'鰈
文を施す。底部に静止ヘラ削 りが観

察できる。中村 1-3～ 4段階に相当する。

縄文土器 (188)

内弯する体部から口縁部はやや外反気味に立ち上がる深鉢である。口縁端部下方に断面

三角形の突帯を貼 り付け、頂部にD字状の刻み目を施す。

(6)暗灰色砂出土土器 (第 120図189～ 195)

土師器 (189～ 1921

189は 内弯する体部から口縁部が短 く「く」字に屈曲する甕である。体部外面ハケロ、内

面は削 りの後ナデを施す。192は ハ字に開らく高杯の脚部である。

須恵器 (193～ 19D

立ち上がりが高く、器高の約/程ある杯身である。中村I-4段階に相当すると考える。

149,195は 口縁部が外反する甕である。194は 日縁部外面にカキロ、195は体部外面にタタキを

施す。中村 I-5～ Ⅱ-1段階と考える。

(7)暗灰色粘砂土出土土器 (第 120図 196～ 第121図237)

弥生土器 (196・ 197・ 223・ 2241

196は 外反する口縁部に粘土を貼 り付け垂下させる広口壷である。日縁帯は沈線・円形浮

文・刺突列点文で加飾する。日縁帯に赤色顔料が残る。胎土は暗褐色 を呈 し角閃石を含む

搬入品と考えられる。197は 口頸部は外反し、さらに日縁部が受口状に立ち上がる壷である。

口縁部に刺突列点文を施す。223・ 224は 円筒状の高杯の脚柱部である。224は 直線文を施す。

いずれも杯部の接合は円板充填による。

土師器 (198～ 222・ 225。 2261

198は 二重口縁壷の口縁部で内外面にヘラ磨 きが観察される。200は 肩平な体部から口縁部

が直線的に立ち上がる直口重である。199'201・ 202は 小型丸底三である。203～ 207は 受口状口

縁甕である。208は 布留式期に通有な口縁端部内面力朝巴厚する甕で、内面はヘラ削りが施 さ

れている。2帥 は有段口縁の甕である。口縁部内外面横ナデ、体部外面ハケロ、体部内面は

ナデを施す。2ユ は口縁部が「く」字に屈曲する甕で、端部は沈線状の凹みを有する。215は

内弯する杯底部から口縁部が大きく外反する高杯である。216・ 221は 杯底部 と口縁部が明瞭

に分かれる高杯である。調整は2お が外面ハケロ、221は 口縁部外面に粗いハケロ、杯底部と

内面に板ナデを施す。2V～ 220は 浅い椀形を呈する高杯である。
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須恵器 (227～ 2371

227・ 228は 杯蓋である。227は 稜が小さく、下方に沈線を入れることで稜を浮び上がらせて

いる。228は 稜が鋭く、日縁部はやや外反気味に開く。227は 中村Ⅱ-1、 228は 王-5段階に

相当する。229。 230は 杯身である。229は 立ち上がりは長く、端部に内傾する段 を有す。2301よ

立ち上がりは短 く内傾 し、端部を丸くおさめる。口径に比して器高は低い。229は 中村 I―

5段階、230は Ⅱ-3～ 4段階に相当する。231～ 233は 有蓋高杯である。2311よ 端部に内傾する

明瞭な段 を有する。体部にカキロが観察 される。232は 小 さく「ハ」字に開く脚部で、端部

を下方にカギ形に折 り曲げる。透 しは長方形のものを三方に刻む。233は脚部にカキロが施

されている。透 しは長方形のものを三方に刻む。いずれも中村 I-5段階に相当する。234

。235は 小型の甕である。外反する日縁部外面に稜線と波状文からなる文様帯を有す。234は

口縁部にカキロ、235は 日縁部と体部にカキロ及び体部に格子タタキを施す。237は 口径38C皿

を計る大型甕である。日縁部は外反し、端部近 くに鋭い稜を有する。口縁部外面にi鰈文、

体部外面に平行タタキを施す。

(3)層 位不明土器 (第 122図 )

弥生土器 (238・ 242。 254～ 260,291)

238は 外反する口縁部に粘土を貼 り付け垂下させる壷である。日縁帯に沈線と円形浮文を

施す。盟2は 口縁部が外反気味に立ち上がり、端部を拡張する重で、頸部に断面三角形の突

帯を貼 り付ける。日縁帯に刻み日、肩部に列点文とi猷文を施す。日縁部内外面ヘラ磨 き

を施す。内外面に塗布された赤色顔料が残っていた。254～2mは受口状口縁獲である。口縁

部外面に刻みを施すもの (254・ 255)、 突刺列点文を施すもの (256～ 260)が ある。256。 2Vは

日縁部の立ち上がりがシャープで、刺突列点文も端部近 くまで施す。260は肩部に平行文を

施す。

土師器 (239～ 241・ 243～ 253・ 261～ 274)

239は 口縁部が外反し口縁部内外面丁寧なヘラ磨 きする。盟6～ 250は 小型丸底壺である。跡9

の体部外面と250の 体部内面は板ナデによる砂粒の移動が顕著である。261～ 2『 は受口状口縁

甕である。2671よ 肩部に斜格子文を施す。%8・ 279は 口縁部がくの字に屈曲する甕で体部内面

にヘラ削 りを施す。286・ 287は 浅い椀形の高杯で287は 口縁部外面に直線文を施す。

須恵器 (295～ 3031

295。 296は 杯蓋で、天丼部と口縁部の境に稜を有す。2%は天丼部にカキロを施す。中村 I

-5段階に相当する。297・ 298は 杯身である。297は 内傾する立ち上がりの端部を九くおさめ

―-210-―
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第124図 十日河道出土遺物

る。298は 立ち上がりが短 く内傾 し、端部 を丸くおさめる。297は 中村Ⅱ-1段階・298は Ⅲ―

5段階に相当する。2"は無蓋高杯である。口縁部は外反気味に立ち上がり、体部外面に稜

線と波状文からなる文様帯を有す。杯底部にはカキロを施す。300は 口縁部が直線的に立ち

上がる短頸壷で、端部は尖り気味におわる。体部中位に波状文と沈線 を施す。801・ 3飩・3M

は日縁部がゆるやかに外反し、日縁部に稜線と漉吠文からなる文様帯を有す甕である。307

は口縁部にカキロを施す。3112・ 3饂 。305は 日縁部はゆるやかに外反し、端部を下方に月巴厚さ

よる甕である。305は体部外面にカキロ、内面は同心円タタキを施す。3061よ 器台である。体

部は内弯 して立ち上がり、日縁部は外反し端部を外方へ屈曲させる。体部外面には稜線と

丁寧に施された波状文が観察される。中村 I-3段階に相当すると考えられる。

土製品 (308・ 309)

いずれも土製支脚である。308は断面カマボコ形を呈する。309は いわゆる「大埴輪」と称

されたものである。角状突起は 1本 が残存するが、まU離痕から本来は 3本 あつたと考えら

れる。体部は中穴で外面に粗い平行タタキが施されている。

旧河道最上層から出土 した遺物で、小破片が多い。年代も弥生時代後期から鎌倉時代ま

―-214-―



でかなりの幅がみられる。

弥生土器 (313・ 318)

318は受口状口縁甕で口縁部外面に刺突列点文を施す。318は高杯の脚部 とみられ、中位に

直線文が 5条観察できる。円孔は 2段で、上段に5孔、下段に2孔 を穿つ。

土師器 (310～ 312・ 314～ 3171

310は 口縁部が直線的に立ち上がる短頭直口壷で、端部は外傾する面をもつ。311は二重日

縁壷である。

須恵器 (310～ 331)

319～ 3211ま 杯蓋である。319は 口縁部に内傾する明瞭な稜を有し、天丼部は丸い。320は天丼

部と口縁部を分ける稜はほとんど消滅 し、わずかに沈線をめぐらす程度である。3211よ つき

みが付 く蓋で、稜は鋭い、それぞれ中村編年のI-5・ Ⅱ-2・ I-4段階に相当すると

考える。322・ 323は 杯身である。322は立ち上がりが長く、端部に内傾する段 を有す。中村 I

-5段階に相当する。融～327は 日縁部が外反する甕である。324は 肩部外面にカキロと平行

タタキ、体部内面に同心円タタキを施す。3251ま 口縁部外面にカキロ、3261頭劇犬文を施す。

328・ 329は 高台付の杯である。3311よ 小型の瓶子である。底部は平底で糸切痕が残る。

土師器小皿 (332・ 333)

332は平担な底部から回縁部は内弯気味に立ち上がる。3331よ 底部はあげ底気味である。い

ずれも外面体部中位まで 1段横ナデを施す。

黒色土器椀 (334～ 386)

内弯する体部に断面三角形状の高台が買占り付 く。335は 日縁端部に沈線 。336は 口縁部外面

にヘラ研磨を施す。内面のラセン状暗文はすべてに観察できる。

瓦質渦 (341)               I

丸い底部から体部は直線的に立ち上がり、口縁部は受口状 を呈す。内外面、特に外面に

指頭圧痕が顕著である。外面体部に煤の付着がみられる。

土師質羽釜 (342)

内傾する口縁部直下に断面方形の短い鍔がつく。

灰釉陶器 (337～ 340

いずれも椀の底部と考えられる。断面方形の高い高台 (認7・ 339。 340)と 低い高台 (338)

を貝占りつける。

2 鉄製品 (第125図 340
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破片であるため全形は明らかでないが鉄鎌の刃部と考えられる。現部長10.5c皿 。幅25Cm

厚み 4 11ullを 計る。

3 ガラス玉 (第126図 1)

淡青色を呈するガラス玉である。直径 5 11ull。 厚み 4 11ullを 計る。

4 ミニチュア土器 (第126図 2～ 8)

2～ 5は鉢を模 したとみられる手担土器である。粘土紐 を3段程巻き上げ、指で整形す

る。日径 4 Cm、 器高 3 cm前後を計る。 6は重及び甕 を横 したものと考えられる。体部外面

下半に爪による圧痕がみられる。 8は台付壷である。球形の体部に内弯気味に立ち上がる

日縁部がつく。脚台はハ字に短 く開く。すべてナデで仕上げる。 9は鉢を横 したともみら

れるが、むしろ小型丸底壷をミニチュア化 したものと考えられる。内外面に丁寧なヘラ磨

きが施 されている。 2～ 5・ 8は黒色粘質土層内からまとまって出土したもので、比較的

一括性が高いと考えられる。

瓦 (第 126図 10・ 11)

最上層中より3点出土 したがうち2点 を図示 した。10は 重弧文軒平瓦である。色調は赤

褐色を呈 し、比較的硬質である。11は平瓦の小破片である。凸面に格子ロタタキが施 され

翻

鞠 郎

iCm

第126図 旧河道出土 ガラス玉, ミニチュア上器、瓦
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ている。色調は黄褐色 を呈し、やや軟質である。

Ⅳ 石製品 (第127図)                          ′

1～ 3は滑石製品である。 1は 白玉で表裏面を丁寧に研磨 し、中心近 くに直径 l llllllの 円

孔をあける。直径 7 11ull、 厚み 4 11ullを 計る。 2は有孔円板である。表裏面は研磨され、側面

も円形 を意識 して面がととのえられている。直径 l llllllの 穴を2孔 あける。 3は断面台形を

呈す紡錘車である。表裏・側面とも丁寧に研磨を施 し、平滑に仕上げられている。中心に

直径 8 11ullの 軸穴をあけ、側面に鋸歯文を施す。上端径2.5cm、 下端径 4 Cm、 厚み l Cmを 計る

4・ 5はサヌカイ トの景」片である。 6・ 7は紅変片岩の剣片である。 8・ 9ま 磨製石斧で

表面は平滑に仕上げられている。いずれも使用時の刃こばれが認められる。12～ 11は こぶ

し大の丸石である。表面は平滑で光沢がある。色調は淡縁黄色を呈す。10～ 18は砥石であ

る。14は 長さ3.6cm。 厚さl Cmを 計り、直方体状 を呈する小型品である。仕上げ砥石の用途

が考えられる。17は 一面のみ使用痕が認められ一応砥石としたが、使用面の中央に無数の

凹みがあり、いわゆる飼石のような用途 も考えられる。

Ⅷ 木製品 (第128図～137図 )

労働具

着柄鋤 (第 128図 1・ 第129図 3)

1は基部が上半は細 く、下半にむかってゅるやかに外反し、刃部との境に明瞭な稜を有

する。刃部は中央を比較的厚 く、周辺部を薄 く削るが、全体に板状 に仕上げる。現存長60

Cm・ 刃部最大幅12cmを 計る。 3は ナスビ形着柄鋤で、斯部と刃部との境の傘状突起は欠損

する。刃部は中央部を厚 く、周辺部を薄 く削る。現存長30cmを 計る。

鍬 (第 129図 2・ 第130図 5)

2は平鍬の未製品である。平面形は長方形を呈し、身の表面に隋円形の降起を有する。

表裏面は丁寧に削られ、平滑に仕上げられている。 5は破損が著 しいが丸鍬とみられる。

平面形は隋円形もしくは円形を呈すると考えられる。身には柄を装着する柄穴があけられ、

その左右に補修孔であろうか、 2孔ずつ計 4孔が穿たれている。

堅杵 (第129図 4・ 第130図 6)

4は握 り部が円筒形を呈する。機能部は先端が炭化 しており、焼失欠損 したものと考え

られる。 6は掘 り部が方柱状を呈する。機能部先端に使用痕が認められる。 4。 6ぃずれ

も心持材を使用する。
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紡織具部品 (第130,図 7)

棒状の先端を6方向から削り、バット状の有頭部をつくり出す。有頭部も丁寧な面どり

が行なわれている。体部は断面方形に削った後、一方を大きく狭 る。現存長45cmを 計る。

木錘 (第 130図 8,9)

8は丸太材の周辺の一部をカットし、その中央に一辺1.5cm程の方形孔 を貫通させたも

のである。 9は九太材の周縁中央部を快 り、凹ませたものである。 8。 9いずれも両端面

に面取 りの加工痕が明瞭に残るが、切断面を調整 したものと思われる。 8は長さ17cm、 直

径6.5cm、 9は長さ14cm・ 直径 6 Cmを 計る。

弓 (第132図・142図 )

6本出土 したがぃずれも九本の弓である。小枝をはらい樹皮を剣いだ程度で、面取 りは

ほとんど行なわない。先端付近の内側を削り、弾をつくり出している。

部材 (第 133図 )

16は板材の一端を削 り、先端近 くに一孔を穿つ。17は棒イ犬品の中央部近くを袂る。18は

板材の一面を先端にかけて薄 く削 り、一側面の先端近 くに狭 りを入れる。19は板材を三日

月形に削 り、両端近 くにそれぞれ径 2 cm程 の穴を奢」りぬく。上端から下端にかけて薄 く削

り断面は三角形 を呈する。表面は比較的平滑に削るが裏面は仕上げが粗雑である。20は柾

目に本取 りした板材の周縁を削り面取 りを行なう。21は側面に木釘が打たれた板材で、両

先端は九みをもたしている。器面は滑 らかであるが表面に刃物痕が明瞭に残る。

建築材 (第 134図 。135図 )

22は上端近 くの側面に8 cm× 3 Cmの長方形状の穴を貫通させる。現存長136cm・ 幅22c皿 を

計る大型品である。23は上端に矩形の切 り込みを入れ、その付近に長辺7.5cm、 短辺 4 cm、

深さ2 cmの柄穴を穿つ。24は辺材近くを木取 りした板で、現存長112c皿 を計る。25は角材の

一端を矩形に狭る。26は柾目に木取 りした板である。器面に明瞭な削痕が残る。

祭芹E具 (第186図 )

刀形 (27～ 30)

27は 刀身と柄をはっきり分けるタイプのものである。刀身と柄の境に切 り込みを入れる

ことで鍔を表現している。28は柄を表現せず、刀身と茎のみをかたどるタイプのものであ

る。先端は斜めに削 り、舒切先にする。29は 刀身の片側下端 を狭 り、刀背と茎の片側 をそ

ろえるため平面形が包丁形を呈する。30は刀子状を呈するものである。上端から1度切 り

込みを入れ、さらにその先を削り、刀身をつくり出す。先端は斜めに肖Uり 落 し、舒切先と
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する。柄 にあたる部分は削痕が明瞭で、周縁は先端を尖らすように削る。

陽物形代 (31・ 32)

いずれも男性の性器を形どつたものと考えられる。樹皮をとり去った心持材の一端を狭

り、さらに有頭部を亀頭形に加工している。

用途不明品 (第137図 )

33。 34・ 39は棒状品である。33は表面に面取 りがされ断面が八角形を呈す。35は平面形

がバチ形を呈 し、側面にそれぞれ弧状の狭 りが 2段いれられている。下端部には何かをは

さむためか切 り込みが入れられている。36は柾目に木取 りした板材を上端から扶 り、一側

面が滑めらかな曲線を描 く。器面は平滑に仕上げられている。37は板目に木取 りした角板

の側面を削り、面取 りを行ない。さらに先端部を決 り出す。釦の把手とも考えられる。38

は板材の側面を弧状に削る。上端部は突起部が削り出されている。
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Ⅱ 中世の遺構と遺物

遺 構

掘立柱建物 (SB-10～ 17)

SB-10(第 138図 )

調査区東側で検出した4間 × 3間 の建物である。主軸方位はN-32° 一Eを示 し、柱間距

離は桁行1.8m・ 梁行1.8～2,lmを 測る。柱穴は30～7∝mの隋円形もしくは20～40cmの 円形

を呈す。柱穴内から土師器と黒色土器の小片が出土した。

SB―■ (第 138図 )

SB-10の東に隣接 して検出した4間 × 2間 の総柱建物で、主軸方位はN-4グ ーEを示

し柱間距離は桁行2.lm・ 梁行2.7mを測る。柱穴は30～8∝mの隋円形や40cmの 円形 を呈す。

SB-12(第 138図 )

SB-10の南に隣接する3間 ×3間 の建物である。主軸方位はN-37° 一Eを示し柱間呈E

離は桁行1.8m。 梁行 2mを測る。柱穴は40～ 70cmの 隋円形もしくは直径20cmの 円形を呈す。

SB-13(第 138図 )

調査区西側で検出した 2間 × 1間 の建物である。主軸方位はN-56° 一Eを示 し、柱間距

離は桁行2.5～ 3m、 梁行 4mを測る。柱穴は30～50cmの 隋円形 もしくは直径30cmの 円形を

呈する。

SB-14(第 138図 )

SB-10の北に隣接 して検出した。 2間× 2間 の総柱建物で倉庫 と考えられる。主軸方

位はN-26° 一Eを示 し、柱間距離は2.lmを測る。柱穴は長径50Cm～ lmの隋円形を呈する。

南側梁列中央穴に根石とみられるこぶし大の石が2個遺存 していた。

SB-15(第 138図 )

SB-13の南西で検出した。建物は南側調査区外にのびるため全容は明らかでないが、

現状で 2間 × 1間の規模である。主軸方位はN-39° 一Eを示 し、柱間距離は桁行2.7m、 梁

行 2mを測る。柱穴は長径40～ 60cmも しくは直径40～ 5Clcmの円形 を呈す。

SB-16(第 138図
)

SB-14の北、旧河道上で検出した、 5間 ×2間 の大型の建物である。主軸方位はN―

35° 一Eを示 し、柱問距離は桁行1.8m、 梁行2.l� を測る。柱穴の規模・形状 にはばらつき

がみられる。遺物はすべての柱穴内から土師器又は須恵器の小破片が少量出土した。
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SB-17

SB-16の東に位置する1間 × 1間の小型の建物である。 SB-16同様、南側建物群を

検出した地山面から一段低 くなった (比高差50Cm)旧河道上から検出した。主軸方位はN

-36°一Eを示 し、柱間距離は2.lmを測る。

SE-5(第 ■4図 )

SB-10の東に隣接 して検出した。 SB-11西イ貝」桁列中央穴に掘方の一部が切 られてい

る。掘方は長径1.7m、 短径1.4mの 隋円形を呈 し深さは1.lmを測る。北側にテラス状の段

を有する。井戸を掘削する時の足場にしたものであろうか。構造は井底に曲物を一段設置

しただけの簡単なものである。埋土は 3層 がほぼ水平に堆積する。遺物は 1。 2層 から土

師器・黒色土器・須恵器と鉄釘 (第■5図 )が出土した。年代は13C代 と考えられる。

SE-6(第 m4図 )

調査区東端で検出した。掘方は直径 2甲 の円形を呈し、深さは1.2mを 測る。構造はSE
-5と 同様、井底に曲物 1段 を埋設しただけの簡易なものである。埋土は4層 がほぼ水平

に堆積する。遺物は 3層 中に板や棒状の木製品が、 1・ 2層 中に土師器・黒色土器・須恵

器・常滑焼とみられる陶器の小破片が出土 した。年代は14C代 と考えられる。

濤 (SD-1)

調査区東側で検出したL字状の濤で途中切れてさらに東にのびる。 SB-14・ 16・ 17を

囲む濤と考えられ濤が途切れた部分が屋敷の入口とみられる。幅は40～ 50cm、 深さは10～

20c皿である。土師質羽釜・黒色土器椀・鉄釘が出土した。年代は13C後半頃と考えられる。

土渡 (SK-1・ 2)

SK-1

調査区東側で検出した。長径 3m、 短径1.4mを測る不定形な土渡で、SB-16と 切 り合

い関係にある。埋土は暗黄褐色粘質土の単層である。

SK-2

SE-6に 掘方の一部 を切 られている。形状は直径 2mの円形を呈する。断面は摺鉢状

を呈 し、深さはlmと 勇水点に達 していることから丼戸の可能性もある。埋土は褐灰色土

と暗灰色粘砂土の上下三層が堆積する。
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遺 物

SE-5(第 140図 1)

土器はいずれも小破片のため、鉄釘 1点 を図示するにとどめた。 1は頭部を欠くが現存

長 3 cm、 厚みは 5111111を 計る。

SD-1(第 140図 2～ 7)

2は鉄釘である。現存長6。 2cm・ 厚みは1.2cmを計る。腐食が著 しいが断面は方形を呈す

る。 3～ 6は黒色土器椀である。 3は 日縁部が内弯気味に立ち上がる浅い椀で、高台は断

面三角形状のものを貼 り付ける。磨滅が著 しいが内面にランセ状暗文が観察できる。法量

は口径12,3cm。 器高3.5clnを 測る7は瓦質羽釜である。口縁部は内傾 し、端部は九くおさま

る。口縁部直下に短 く外上方へ張 り出した断面台形状の鍔を貼 り付けている。

SP-9(第 140図 8)

平担な底部から口縁部は内弯気味に立ち上がる土師器小皿である。横ナデは日縁部外面

に一段施す。口径 9 Cm。 器高1.6c皿 ,を計る。

SP-10(第140図 9)

あげ底気味の底部から日縁部はほぼ直線的に立ち上がる土師器小皿である。口縁部外面

に横ナデを一段施す。口径9.6cm・ 器高1.4cmを 計る。

SP-11(第 140図 10～ 12)

10は土師器小皿である。不整形な底部から口縁部は外反気味に立ち上がる。外面体部中

位まで横ナデを一段施す。日径 9 Cm・ 器高1.蜘 を計る。11は土師器大皿である。平担な底

部から口縁部は外反気味に立ち上がる。日縁部外面に横ナデを一段施す。日径13.2cm・ 器

高3.5cmを測る。12は黒色土器椀である。日縁部が内弯 して立ち上がる深い椀で、断面台形

のしっありした高台がつく。口縁端部内面には沈線がめぐる。器面の磨減が著 しく、調整

等は不明瞭である。日径15cn・ 器高5,7cmを計る。

SP-12(第140図 13)

土師質羽釜である。日縁部は内傾 し、端部は内側に折 り込み丸くおさめる。口縁部直下

に断面方形の鍔を貼付ける。内面に横方向の粗いハケロを施す。復元口径は29Cmを 計る。

SP-13(第140図 14)

常滑焼の甕で体部のみを欠損する。直立する頸部から口縁部は外反 して立上がり端部は

丸くおさめる。底部は平底で焼成時の台とみられる別個体の破片が付着 している。口縁部
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内外面横ナデ、外面体部下半ヘラによるナデアゲ、内面体部下半はヘラによる横方向のナ

デを施す。外面肩部と体部下半に蝶文の叩目を一列施す。外面体部下半に自然釉がかかる。

遺構面 (第140図 15。 16)

表土掘削時に出土した遺構に伴なわない土器である。いずれも土師器大皿で、日縁部は

内弯気味に立ち上がる。日縁部外面に横ナデを一段施す。15は 日径15.5c皿・器高2.5c皿、16

は日径15cm。 器高は 3 Cmを計る。

4 小結

ここでは第 8調査区の成果を以下にまとめる。

まず古墳時代については竪穴住居・掘立柱建物・井戸・土羨を検出した。竪穴住居で確

実なものとしては6C初頭に位置づけられるSH-1・ 1棟だけであったが掘立柱建物と

した中に建物の規模等から竪穴住居の可能性があるものが含まれており (SB-1～ 3)

もう少し数が増えることが予想される。掘立柱建物の年代については根拠に乏しくその判

断は難 しいが、建物の柱穴から出土した遺物の検討からここでは一応 6C前半代に位置づ

けておく。近江における竪穴住居から掘立柱建物への転換は6C後半代と湖西南部地域が

最も早いことが知 られている。守山市内においても吉身北、南遺跡が6C後半～7C初頭

にその転換期を迎えるが、本遺跡においてはそれよりやや早い6C前半代にはすでに掘立

柱建物が主流を占めており、いまだ竪穴住居が一般的であった湖南地域においては比較的

先進的は集落景観を呈 していたと考えられるのである。

土壌においては製塩土器が多量に出土 したSK― とが注目される。製塩土器は小片を含

めて相当数出土しており県内では希な発見である。内陸部で出土する製塩土器は「堅塩」

の運搬及び精製容器と祭扉E用品としての性格が考えられている。本例は土竣の北西端70～

8∝皿の範囲にまんべんなく散らばしたように出土した。製塩土器には火熱を受け変色 して

いるものも多量にみられたが。土装の埋土には明瞭な炭化物や灰層は確認できないことか

ら近接する場所で製塩土器を焼 き、破損 した土器を本土壌に一括廃棄 したとものと考えら

れる。その行為が何らかの祭希Eに関わるものはどうかを判断する資料は今のところは無い。

ただ本土羨が旧河道の肩部にあるという立地と、本追跡から滑石製品や木製形代が出土す

ることなどからその可能性を指摘するにとどめる。又製塩土器はすべて薄手で硬質の小型

丸底式のタイプのものであった。産地は決め難いが、体部外面にタタキが施 されたものが
注 2

若干みられることから糸己淡地方か瀬戸内地方の可能性が強いと考える。
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中世は掘立柱建物と井戸が主要な遺構である。建物の方位と柱穴内の遺物からほとんど

のものが区画濤が伴なう時期 (14C代 )の ものと考えられるが、本調査においては明瞭な

区画濤は検出されなかった。刻ヽ濤で囲まれたSB-16。 17は 旧河道上に立地 しているが、

河道最上層の堆積の状況から第 6調査区で見られたようにあらかじめ整地作業を行なった

後、建物を建築していることが推定できる。

最後に旧河道は第 5。 6調査区で検出した河道の延長部と考えられ、境川の威盛の一部

を示すものである。川底からは今でも清水が湧 き、当時の人間にかなりの恩恵を与えて

いたことは容易に想像がつく。しかし調査区中央から西にかけてその痕跡が示すように、

ひとたび濁流 となれば人家は流され、地面さえも削り取る暴れ川と化 したのである。旧河

道から出土 した本製形代や滑石製品などの祭斤E品 には当時の人間の水に対する祈 りがこめ

られているのかもしれない。

注 1 中村浩『和泉陶邑窯の研究』柏書房1981年

注 2 岡山大学近藤義郎先生に実見していただぃた。

(宮下)
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第 9節 第 9調査区

I 調査概要

第 9調査区は追跡のほぼ中心をなすところである。確認された遺構は他の地区と同様に

区画濤と掘立柱建物で構成された中世期に属するものであった。しかしながら、他の地区

とは違い単郭としては敷地・建物ともに規模が大きく、しかも土壇上に構築されていた。

また、出土遺物の量も多くその内容も他を凌 ぐものがあった。遺構は集落のほぼ中心に位

置 しており、これを中心 として集落が形成された形跡が伺えた。以下にそれらの内容につ

いて説明を加える。

Ⅱ 中世の自騰と遺物

1.遺 構

掘立柱建物

この調査区においては千個を越える柱穴跡を検出した。数時期に渡って立替えがおこな

われたと考えられるが、掘立柱建物として復元できたのは井戸の覆屋を含めた23棟であっ

た。以下にその概要を記述する。

SB01(第 141図 )

北側土壇の西端をおりたところにSK02を 覆 うように位置する掘立柱建物である。建

物の規模は桁行 2間 ×梁間 1間 の南北棟で、中央に柱を持たないものである。建物の方向

は現行条里に沿 うS D04に平行するものである。

S B02(第 141図 )

北側土壇の北東角に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 4間 ×梁間 1間 の南

北棟で、中央に柱を持たないものである。建物の方向はS Do41こ 平行するものである。

S B03(第 141図 )

北側土壇の南角に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 5間 ×梁間 2間 の東西

棟で、南側桁行 3間 分は総柱で中間柱はやや西に寄つている。また北側桁行 2間分の梁間

の中間柱がなく土間打ちになっている。建物の方向はS D041こ 平行するものである。

S B04(第 141図 )

北側土壇のS B02の北側に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 5間 ×梁間 2

間の南北棟で、北より1間 目と4間 目が他の半間になっておりやや短 く東端耳ヒより3間 目

が 1間 なく入口を構成 している。また梁間はやや東側が短 くなっている。建物の方向はS

D04よ り大きく西に振つているものである。
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S B05(第 141図 )

北側土壇のS B04の 南端に重複 して存在する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 2間

×梁聞 2間 の東西棟で梁間北より1間 目がやや短 くなっている。建物の方向はやや西に振

っているものである。

S B06(第 141図 )

北側土壇の中央北よりに位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 4問 ×梁間 1間

の南北棟で北西角を梁間 1間割増 ししている。建物の方向はS D04よ りやや東に振るもの

である。

S B07(第 141図 )

北側土壇の北西角に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 2間 ×梁間 2間 の前

北棟である。建物の方向はS D04に平行するものである。

S B08(第 141図 )

南側土壇の北角、S D16に換まれたところに位置する掘立柱建物である。建物の規模は

桁行 1間 ×梁間 2間 の東西棟で梁間がやや北に寄つている。中間柱はない。建物の方向は

S D04よ り大きく西に振るものである。

S Bo9(第 141図 )

S B09の北側に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 2間 ×梁間 2間 の南北棟

である。中間柱はない。建物の方向はS D04よ り大きく西に振るものである。

S B10(第 141図 )

南側土壇南東角に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 3間 ×梁間 2間 の東西

棟である。建物の方向はS D04と 平行するものである。

S Bll(第141図 )

南側土壇のS B10に重複する位置に存在する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 7間

×梁問 2間 の南北棟で桁行の耳しから4間 目から6間 目にかけてが短い。また、桁行と梁聞

に各々2本の柱が抜けている。建物の方向はS Do4か ら大きく西に振つているものである。

ある。

S B12(第 141図 )

南側土壇のS B10と S B14の 間に狭まれた位置に存在する掘立柱建物である。建物の規

模は桁行 4間 ×梁間 3間 の東西棟で桁行の南から1間 日以外は中間柱はない。建物の方向

はS Do4よ り大きく西に振つているものである。
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S B13(第 142図 )

南側土壇のS Bllの北側に位置する掘立柱建物で、建物規模は桁行 3間 ×梁間 3間 の東

西棟で梁間東 2間分には中間柱がない。建物方向はS D04よ りやや西に振つている。

S B14(第 142図 )

南側工壇のS B13に重複するように存在するように位置する掘立柱建物である。建物の

規模は桁行 4間×梁間 2間 の東西棟で南東角に1間× 1間 の張 りだしをもっている。また、

梁間西より2間 分は中間柱がない。建物の方向はS D04よ りやや西に振つている。

S B15(第 142図 )

南側土壇のほぼ中央に位置する掘立柱建物である。建物の規模は梁間 3間 ×桁行 2間 の

南北棟で梁間南から1間 目に中間柱がある。建物の方向はS D04と 平行 している。

S B16(第 142図 )

南側土壇のS B15の直 ぐ東に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 4間 ×梁間

2間 の南】B棟で桁行南から1間 日の柱が無い。建物の方向はS D04と 平行 している。

S B17(第 142図 )

南側土壇の北角に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 2間 ×梁間 1間 の南北

棟である。建物の方向はS D04よ り大きく西に振つているものである。

S B18(第 142図 )

南側土壇のS B17の北に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 2間 ×梁間 2間

の総柱である。建物の方向はS D04か らやや西に振つているもので倉と考えられる。

S B19(第 142図 )

南側土壇のS B16の東側に位置する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 3間 ×梁間 1

間の南北棟で桁行の南から1間 目の柱が1本無 く入口を形成 している。建物の方向はSD

04か らやや西に振つている。

S B20(第 142図 )

南側土壇 S B19と 重複する位置に存在する掘立柱建物である。建物の規模は桁行 2間 ×

梁間 1間 の東西棟である。建物の方向はS D04に平行 しているものである。

S B21。 22・ 23(第 142図 )

S K23・ S E21、 22の覆屋となるものである。S B21は桁行 2間 ×梁間 1間 の東西棟で

S Do4よ り大きく西に向いている。S B22は S D04よ りやや東に向いている。 S B23は 1

問× 1間 の東西棟で方向はS D04に平行 している。
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濤

調査区ないには大小合わせて20数本の濤 と考 えられる遵構を検出 した。以下に、その主

なものについて説明を加 える。

S D01(第 143図 )

調査区の北西から南西にかけてL字 に曲がる濤である。第 1調査区にある郭 と第 3調査

区にある郭 とを区切 る区画濤の一部 と考 えられる。第 3調査区にある郭にむけて一部区切

れて、tま たさらに南に伸びている。幅は約 2mを計 り、深 さは約40cmで あった。埋土は4

層からなる平行堆積であった。

S D02

調査区の西に位置する土竣状の濤で、長 さ約 8m、 幅約 lmで完結する。

S D03

S Do2の北側 に位置 し、S E01・ S K02に切 られた形で存在する濤である。アメーバー

状の土壊 から西に真っす ぐ、長 さ7mの濤が続 いている。

S Do4(第 1偲図 )

調査区の北から逆 h状に流れる濤である。建物 と敷地 を区画す る区画濤である。濤は

幅約 3～ 4m、 深 さ1,2mを計 る。また、南の端 には 2つの上壌状の落 ち込みがある。この

土羨 Aと Bの間は土盛状 になっており、その周囲には杭の跡 も認められるところから近年

報告のある土橋や板橋があったものと考 えられる。 (第 144図 )こ の濤からは13～14世紀 に

わたる多量の遺物が出土 している。

S D05・ 06

南側土壇の西端 を敷地の中央から土壇の端 まで切 り通すように流れる濤である。途中で

S D16に切 られている。

S D07

調査区の西端 を南北に流 れる幅約 lmの濤である。 S D01と 先端が行 き違 うように位置

しており、間に道が形成されている。

S D08・ 09。 12

南側土壇の中央を東西に流れる溝である。全てS D12に よって途中を切 られている。

S D10

南側土壇の北西の端 を南北 に蛇行するように走 る濤である。長 さ約13mで完結 している。

S Dll
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SD-4Ⅲ 区

90.400m

SD-1

E

90.100m

SD 4Ⅱ 区

90.500m

SD-1
① 暗茶灰色土
② 暗茶灰色粘土
③ 暗仄色粘土
④ 灰色粘土

SD-4Ⅱ 区
① 暗褐灰色土
② 暗茶灰色粘質土

③ 仄色粘質土
① 明仄色粘質土

⑥ 暗灰色粘質土
⑥ 仄色細砂
⑦ 淡青黄色粘質土
① 暗褐色粘質土
③ 黒灰色粘質土

SD-4Ⅲ 区
① 暗茶褐色土
② 灰茶色粘土
③ 褐灰色粘質土
① 灰色混じり粘土
③ 淡灰黒色粘土
⑥ 暗灰色粘質土
⑦ 暗灰色粉砂
① 明仄色砂

SD-4V区
① 暗茶褐色粘質土
② 暗茶灰色粘質土
③ 灰褐色粘質土
① 淡青灰色土
⑥ 暗褐灰色土
⑥ 灰色粒砂

灰茶色粘質土

明灰色粘土

暗灰色粘土
灰青色粘土

0        1m

①
①
⑥
⑩

SD-4V区

90.000m

N

―-246-―



― ぽ 『 ―
評

第
14
4図

 S
D-
4橋

推
定

位
置

図



91.000m

① 茶褐色粘質土
② 灰色粘質土
③ 暗仄色粘質土

SK-24         0

SD-16
① 暗茶掲色土
② 灰褐色粘質土
③ 明灰色粘質土
④ 灰色粘質土
⑥ 灰色細砂

SD-13
① 黒仄色粘質土

SD_19
① 黒灰色粘質土

SD-20
① 暗茶褐色砂しき
② 暗掲灰色粘質土

SK-11
① 灰色粘質土
② 暗茶灰色粒土
③ 淡茶灰色粘質土
① 暗茶灰褐色粘質土

淡灰色細砂
灰掲色細砂
暗灰褐色粘質土
暗灰色粘質土

② 黒色粘質土

② 淡青灰色粘質土

⑥
⑦
①
③

③ 暗茶褐仄色土
① 明灰色粘質土

⑤ 暗灰茶色粘質土
⑥ 暗褐灰色粘質土

SD-13

SK-14
① 黒仄色粘質土

② 淡黒灰色粘質土

SK-15
① 暗茶褐仄色粘質土
② 暗灰色粘質土
⑥ 仄色粘質土
① 淡茶褐色土

lm

90.500m    sK-14

8 簿交奮尾瞥三土
③ 暗灰掲色砂質土

SK-15

90.4m

SK-25

S K-24

第145図  SD, SK断 面図
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南側土壇の北隅に位置する濤である。アメーバー状土渡 から触手が広がるように4本の

溝が張出 し、各々が完結 している。

S D13。 14・ 19(第 145図 )

南側土壇の北辺 をL字 に連 なる濤である。この濤は隣の調査区にも続 くことが確認され

ている。その形状 から方形周濤墓であると考 えられ、下層の追構が露頭 したものと考えら

れる。

S D15

南側土壇の南端 に東西に流れる濤である。長 さ約 5mで完結 している。

S D16(第 146図 )

南側土壇の中央 を南北 にS D04に向かって貫 く濤である。幅は約 2m、 深さ約1.2mで あ

った。SD髄 と同 じように建物 と敷地を区切 る区画濤 と考 えられる。

S D18

南側土壇の北辺 を東西 に走 る濤である。東は調査区外に伸び西はS D16に 突 き当たる。

S D20(第 146図 )

南側土壇の西を南北 に走 る濤である。南端 をS D16に よって切 られている。

S D21

南側土壇の西 FN3に アメーバー状 に広がる濤である。

S D22

北側土壇上をコの字状 に走 る濤である。濤は北 と東側 を建物を囲 うようにS D04と 平行

に走 りS D04と の間に犬走 りを形成 している。また、そのまま西側 を走 るS Do7と も平行

に走 り、道状の空間を形成 している。

S D23・ 24

北側土壇の中央、東側 を土壇の端 に向かって切 り通すように斜めに走 る濤である。

井 戸

井戸は 9基 を検出 した。いずれも建物の敷地の北辺 もしくは南辺 に区画濤等 に付随する

ように存在 していた。

S E01(第 146図 )

S B01の南、 S D04に 付随する位置で検出 した井戸である。掘方は径約 2mの涙形でほ

ぼ中央に丼筒 を据 えていた。深 さは2.4mで最下段 に径約20c皿 の曲物が検出された。埋土は

7層 からなっており、その状況 から上段の曲物は抜 き取 られたものと考 えられる。
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90.000m

%
SE-1
① 明仄茶色土

ζξttζi魯と
8響長雹妄と砂礫

SE-2
① 暗茶褐色土

② 暗黄灰色粘質土

③ 黄仄色粘質土

① 暗灰色粘質土

⑤ 黒灰色粘質土

⑥ 淡青灰色粘質土

① 仄色粘質土

① 暗青灰色粘土

③ 青灰色粘土

⑩ 暗灰褐色粘土

③ 灰色砂

⑫ 仄茶色粘土
地山 灰色砂礫

0         1m

第146図  SE-1, 2平 面・断面図
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SE-7
① 暗茶褐灰色粘質土
② 暗褐仄色土
⑥ 褐色粘質土
① 灰色粘質土
⑥ 茶灰色粘質土
⑥ 淡黄青色粘質土
⑦ 明灰色砂
① 青灰色粘砂
③ 淡灰色粒砂
⑩ 暗灰色粘質土
① 暗灰褐色粘質土

地山 暗青仄色砂礫

0         1m

SE-3

SE-8
0 暗茶褐色粗砂
④ 淡青灰色粘質土
③ 青灰色粘質土
④ 灰色粗砂

第147図  SE7, 8平 面・断面図

90.300m
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S E02(第 146図 )

調査区の東端、S B20の北に位置する井戸で覆屋を持っている。掘方は長辺約 6m、 短

辺約 5mの長方形を呈 しており、中央やや北よりの位置に丼筒を据えていた。深さは約 3

mで最下段より2段分の曲物が検出された。埋土は12層 からなっており、その状況 から上

段の曲物は抜 き取 られたものと考えられる。埋土からは埋井の儀が行われたとみられる管

筒がたてられていた。

S E03～ 06は調査の都合上欠番となっている。

S E07(第147図 )

南側土壇のほぼ中央に位置する井戸で覆屋を持っている。掘方はアメーバー状を呈 して

おり、中央に四隅横桟立板の井筒枠と井筒を据えていた。深さは約 3mで最下段に径約40

cm、 高さ約20cmの 曲物が据 えられ、その上部に径約1.2m、 高さ約 1・ 5mの タガで絞 られた

丸橘が据 えられていた。また、井戸内には埋土は井筒内は6層 で、掘方は4層で構成され

ていた。 1よ ば当時の状態を止めているものと考えられる。

S E08(第 147図 )

北側土壇の東辺、S D04と の間の犬走 りに土壇に一部が喰いこむように位置する井戸で

ある。掘方は一辺約2.4mの方形を呈 しており、井筒は検出されなかった。深さは約 2mで

ある。埋土は4層の平行堆積であった。

S E09(第 148図 )

北側土壇 S E08の 南隣で、同じようにS D04と の間の犬走 りに土壇に喰いこむように位

置する井戸である。掘方は約 2mの円形を呈 しており、その中央に掘方いっぱいに丼筒が

据えられていた。深 さは約1.4mで最下段に径約6Clcm、 高さ約60cmの 曲物を、その上部に径

約 lm、 高さlmの曲物、さらに上部に径約80cm、 高さ約4Clcmの 曲物の三段が据 えられて

ぃた。埋土は6層 からなっていた。ほぼ当時の状態を止めているものと考えられる。

S E10(第 148図 )

北側土壇の北辺、S D22に喰いこむような形で位置する井戸である。掘方は径約 4mの

円形を呈.し ており、その中央に丼筒が据えられていた。深さはネ弔。2mでほぼ掘方のいっぱ

いに、径1.2m、 高さ80claの 曲物を最下段に据え、その上部には径約1.2m、 高さlmの の

九桶を据えていた。曲物の四隅には固定するための柱が立てられており、さらに柱と柱の

間の隙間には無数の竹が打たれていた。埋土は4層 からなつていた。
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SE-9

SE-10

90.100m

SE-9
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S Ell(第 149図 )

北側土壇北辺、 S D22に 喰いこむような形で位置する井戸である。掘方は径約 3mの円

形 を呈 しており、そのほぼ中央 に丼筒が据 えられていた。深 さは約2.4mで 最下段 に径約80

cmの 丸桶が据 えられていた。埋土は4層 からなっていた。その状況 から上部の井筒 は抜 き

取 られているものと考 えられる。

S E12(第149図 )

北側土壇の南端の S D04と の間にある犬走 りに位置する井戸である。掘方は径約1.6mの

の円形 を呈 しており、そのほぼ中央に丼筒が据 えられていた。深 さは約1.4mで最下段 に約

60cⅢ、高 さ約40c皿 の曲物が据 えられていた。埋土は4層 からなっており、その状況 から上

部の曲物は抜 き取 られているものと考 えられる。

S E13(第 149図 )

南側土壇の西辺の S D04と の間にある犬走 りに位置する井戸である。掘方は警 乾.6mの

円形 を呈 しており、その中央に丼筒が据 えられていた。深 さは約2.6mで最下段 に径約40cm、

高 さ約60cmの 曲物が、その うえに径約 lm、 高さ8∝皿の曲物が据 えられていた。埋土は4

層からなっており、その状況 から上部の曲物は抜 き取 られているものと考 えられる。

土 羨

S K01・ 02

北側土壇を西側 に下 りたところに存在する土渡である。土羨 は一辺 2mの方形を呈 して

おり、対 になるように並んでいる。

S K03

S K01の南 6mに位置する土渡である。土残 は一辺 lmの方形 を呈 していた。

S K04

北側土壇を西側 に下 りたところに存在する土羨である。土羨 は楕円形 をしており、SK

01に切 られている。

S K05

北側土壇の東隅に存在する土羨である。土羨 はN字状 を呈 している。

S K06

南側土壇の南隅を下 りたところに存在する土渡である。長 さ4mの方形 を呈する。

S K07

南側土壇の南隅を下 りたところに存在する土壌である。不整形 なアメーバー状 を呈する。
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S K08、 23

何れも南側土壇の中央を東に下 りたところに存在する。 S K23は方形 を呈するもので S

K8は その回 りを取 りかこむ不整形のものである。覆屋 (S B23)を もっている。

S K09、 10、 18

何れもS K23の北隣に存在するもので 3つ並びになっている。方形 を呈 している。

S Kll(第 145図 )

南側土壇の西側中央 に存在するものである。台形状 を呈 した短辺から濤がSD4に 向か

って走 り出 している。

S K12

南側土壇の西端 SD4に 接するように存在する円形のものである。

S K13、 20

北側土壇のほぼ中央 に位置するものである。楕円形 を呈 し二段ぼりになっている。

S K14～ 17(第 145図 )

何れも、南側土壇の東端に一群となって存在するものである。形状は円形もしくは糸瓜

状をていしている。14を 15が切り、15を 16が切っている。S K14の埋土は2層 (①黒灰色

粘質土②淡黒灰色粘質土)よ りなっていた。S K15の埋土は4層 (①暗茶褐灰色粘質土②

暗灰色粘質土③災茶褐色土)よ りなっていた。

S K19

北側土壇のほぼ中央 に位置するものである。達磨状 を呈 したものである。

S K21

北側土壇の南中央 に位置 しS D24を 切 るもので、卵形が 2つうながった形 を呈 している

S K24、 25(第 145図 )

南側土壇の東端を東に下りたところに位置するもので方形のものと長方形のものが対に

つながったものである。S K24の埋土は3層 (①暗茶褐色粘土②暗灰色粘質土③暗灰色褐

色粘質土)よ りなっている。S K25の埋土は3層 (①茶褐色粘質土②灰色粘質土③暗灰色

粘質土)よ りなっていた。

S K27

南側土壇の南端 に存在する円形のものである。 S Bllに切 られている。

S K29

南側土壇の中央 に存在するものである。円形 を呈 している。
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2.遺 物

遺構面上出土古墳時代遺物 (第 151図 )

須恵器杯蓋 (1～ 6)

(1)～ 14)はやや丸い天項部から湾曲するように体部が下がり、短く鋭い稜を持ったのち口

縁部がややハの字に外反するものである。体部上半をヘラケズリしている。 〔中村I-4
類〕に属するものかと考えられる。(5)はやや平坦な天項部から屈曲するように体部が下が

り、短 く鋭い稜をもったのち口縁部が真っすぐに立つもので端部 に稜をもつものである。

体部下半からヘラケズリしている。 〔中村 I-5類〕に属するものかと考えられる。(6)は

平坦で窪む天項部から短 く湾曲するように体部が下がり、短 く鋭い稜をもったのち真っす

ぐに立上がる日縁部 をもつものである。端部には稜を持つ。体部下半からヘラズリしてい

る。

須恵器杯身 (13～ 20)

は0～住0は丸みを帯びた底部から内傾するように立上がるもので端部に稜をもつものであ

る。受部は鋭く斜め上方に突出している。体部下半をヘラズリしている。 〔中村I-5類〕

に属するものかと考えられる。10は丸みを帯びた底部から内湾するように立上がる体部か

ら稜をもって内傾する日縁部を持つものである。〔中村Ⅱ-2類〕に属するものかと考え

られる。住りは底部から斜め上方に立上がる体部から短く屈曲するように内傾する日縁部を

もつものである。〔中村Ⅱ-4類〕に属するものかと考えられる。00、 191ま尖底の底部か

ら斜め上方に開くように立上がる体部から内側に屈曲する口縁部をもつものである。「中

村Ⅱ-5類〕に属するものかと考えられる。90は器高ひくく、底部から弯曲するように立

上がる体部から内側に屈曲する口縁部をもつものである。〔中村Ⅱ-6類〕に属するもの

かと考えられる。

須恵器有蓋高杯 (8～ 10、 21)

(8X(9)は 弯曲する体部から真っすぐに立っ口縁部をもつものである。端部はやや外反し

て稜を持つ。天頂部には窪んだ宝珠つまみを貼付けている。〔中村I-4類〕に属するも

のかと考えられる。QOは 円形のつまみを付けている。側は内弯しながら立上がる体部から

内側に屈曲する口縁部をもつものである。脚部が底部に貼く。〔中村Ⅱ-4類〕に属する

ものかと考えられる。

須恵器台付長頸壷蓋 (12)

かえりを内面に有する小型の蓋である。上部は欠失している。〔中村Ⅲ-4類〕に属す
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るものかと考えられる。

把手付碗 (22)

平底の底部から内湾気味に立上がる体部をもつもので、体部 に2本の稜を持ち櫛描波状

紋を施紋 している。体部下半はアーチ状のヘラケズリを丁寧におこなっている。把手は欠

失している。〔中村I-3類〕に属するものかと考えられる。比較的作りのよいものであ

る。

樽形遮 (23)

体部中央 に最大径があり、肩部 に凹線 と櫛描波状紋 を持つものである。体部中央に上外

方 により下内方へ円孔を穿孔 している。〔中村 I-2類 〕に属するものかと考 えられる。

鬼 (24)

九い底部 から内傾 し頸部 に至るものである。体都中央 には円形の穿孔があり、 2条の凹

線 と刺突紋が認められる。日縁部 は欠失 していない。

壷 (25～27)

95)は九底の底部 を持つ重である。頸部で屈曲 し真っす ぐに立上がる。体部 から底部 に

かけては縦方向にヘラ描 きの線刻力埓忍められる。また、口縁部 は欠失 していてないが、頸

部 に同 じように数条のヘラ描 きの線刻が認 められる。形状 から人物の足の可能性がある、

96)は九底の底部 から内湾するように丸 く立上がる体部 をもつもので、肩でやや屈曲 して

頸部 は細いものである。頸部 から体部下半までにかけて細 かなカキロが認められる。体部

下半から底部 にかけてはタタキロの痕が認められる。¢7)はやや九みを帯びた底部から一

度屈曲して真っすぐに立上がる体部から肩部で内傾 して頸部に至り、口縁部が外反するも

のである。日縁端部は鋭 く収める。体部上半を横ナデを施 している。全体に付着物が多量

に認められ体部タト面と内面の一部 に自然釉が認められる。

遺構面上出土中世遺物 (第 152図 )

土師質土器皿 (5～13)      _

(5)～ (10)は指頭圧 えで成形された底部から斜め上方に外反する日縁部をもつもので

ある。日縁部は強い横ナデを施 こしており、端部に稜をもつものである。 (11)は平坦 な底

部から屈曲するように国縁部が斜め上方に立ち上がるものである。 (12)は 指頭圧 えの底部

から斜め上方に立上がる日縁部を持つものである。日縁部を一度横ナデしている。 (13)は

尖底の底部から体部が斜め上方に立上がる体部から口縁部が屈曲するものである。日縁部

を一度横ナデしている。
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黒色化土師質土器椀 (2～ 4)

(2)は 月ヽ型で偏平 なもので高台が形骸化 している。 (3)、 (4)は大 きな口径 をも

ち内湾するように体部 が立 ち上がるものである。高台外面には貼 り付け時のヘラ押 さえの

跡が認められる。

瓦質土器釜 (33、 34)

(33)は 内湾する体部 から内傾する口縁部 をもつもので端部 を内側 にナデつまみだ して

いる。頸部 には断面三角形の鍔力淑占付 けられている。 (34)は 内湾する体部 から内傾する

口縁部 をもち端部 を外方 につまみだ している。頸部 には断面台形状の鍔 を貼 り付けている。

磁 器

白磁碗 (14)～ (19)、  (25)～ (27)

(14)は 口禿の碗である。淡青白色の釉で施釉されている。 (15)～ (19)は玉縁の碗

である。 (15)は 〔太宰府Ⅱ-1類〕に属するもので、素地は灰白色を呈し、釉は貫入の

ある灰色を呈する。 (16)～ (19)は 〔太宰府Ⅳ-1類〕に属するもので、素地は灰白色

を呈し緻密である。 (25)～ (27)は碗の底部である。素地は褐色を呈し、釉は黄白色を

呈している。

白磁花瓶 (30)

口縁 5弁の花弁状 に開 くユ リロの瓶である。釉は淡青灰白色を呈 している。

自磁香炉 (31)

三脚を持つもので、下ぶ くれの体部 から頸部が真っす ぐに立 ち上がり口縁部 に波状の鍔

を有するものである。体部下半には蓮弁が上半には唐草状の花紋が各々浮彫 りにされてい

る。素地、釉 ともに自色 を呈 している。

青白磁梅瓶 (29)

梅瓶の体部である。唐草紋の浮彫 りが成 されている。

青磁碗 (20)、  95)、 (26)、 (28)、 (32)

(20)は素地が灰白色を呈し、淡緑色の釉で施不由されていた。 (25)～ (28)は碗の底

部である。 (32)は龍泉窯系のall画通華紋の青磁碗で 〔太宰府I-2-b〕 に属する。花

紋は二花一葉である。

青磁杯 (21)

〔太宰府Ⅲ-3類〕に属すると考えられる龍泉窯系の青磁杯で、日縁部を受け口状に縁

折りした杯である。素地は灰色を呈し厚目の青緑釉がかかってぃる。
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S E02(第 154図 )

土師質土器皿 (2～ 8)

いずれも不調整の底部から斜め上方に口縁部をたちあがらせるものである。日縁部を一

度横ナデを施すが、口縁端部は端迄ナデずに稜を遺す。特に (6)に は底部 に円盤状の粘

土の接合面が認められ、体部に走る斜めの接合面から考えれば円盤状の粘土に粘土帯を巻

き付けて体部成形がなされたことがうかがえる。いずれも胎土は粒子細かく、白褐色を呈

する。曲物内底より出土 した。

黒色化土師質土器椀 (1)

やや器高の低い形態のもので、内湾ぎみに均等の厚さで立ち上がる体部から口縁部 にい

たり、日縁端部 に面を持つものである。体部外面は指頭圧痕で成形 したのち日縁部ヘラミ

ガキしている。体部内面は横ハケで調整 したのち花弁状の連続 ら旋紋をヘラミガキしてい

る。曲物内底より出土 した13世紀後半のものと考えられる。

S E07(第 155図 )

黒色化土師質土器椀 (1)

斜め上方に立ち上がる体部から口縁部を形成するものである。口縁部内面に横ナデの時

の沈線力壻忍められる。

陶 器

常滑焼甕 (2、 3)

いずれも大きく外反する日縁部をもつものである。日縁部は横ナデにより成形され、端

部 には強い横ナデによる窪みが認められる。12世紀後半のものと考えられる。井戸枠内よ

り出土 した。

S E08(第154図 )

土師質土器皿 (13～44)

(13)～ (15)は底部からやや内湾するように短 く日縁部をたちあがらせるもので、口

縁部を一度だけ横ナデする。 (16)～ (18)、 (22)、 (38)～ (42)は平坦 な平底から斜

め上方にやや外反するように立ち上がるものである。口縁部を一度横ナデする。 (21)は

底部が不成形のものである。 (23)は やや九底のものである。 (24)～ (26)は平坦 な底

部 から短い口縁部 が立 ち上がるものである。やや強い横 ナデを施 している。 (30)～

(34)は やや丸みを帯びた底部から外反する日縁部を持つものである。端部に稜を持つ。

(35)～ (37)は やや窪んだ底部から斜め上方に長 く、外反するように日縁部が立ち上がる
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ものである。体部真中あたりまで強 く横ナデする。 (19)は 大皿である。強 く横ナデした

口縁部を持つもので、端部を内側に巻込むものである。 (20)、 (29)は 大皿である。平

坦 な底部から斜め上方に口縁部立ちあがらせるもので、日縁部を一度横ナデするものであ

る。 (27)、 (28)は 器高の高いものである。①層より出土 している。
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黒色化土師質土器椀 (45)

やや内湾ぎみに立上がる小型のもので、内外面とも摩滅している①層より出土した。

土師質土器釜 (47)

下ぶ くれの体部 を持 ち、口縁部が内傾するものであると考 えられる。日縁部 は強い横ナ

デにより調整 され、口縁端部上面には面を持つ。断面三角形の鍔 を貼 り付 けている。胎土

は粗 く小石粒 を多量 に合む。色調は自灰色 を呈する。①層より出土 している。

瓦質土器釜 (46)

真っすぐに立ち上がる口縁部を持つもので、日縁部は内湾する位強 く横ナデしている。

日縁端部上面には面を持つもので、断面三角形の鍔が真っすぐに貼り付けられている。①

層より出土 している。胎土は粒子力淋田かい。

瓦質土器鍋 (48)

口縁部が受 け口状 に真っす ぐに立ち上がるものであり、端部 に面を持つものである。胎

土は粒子力瑶田かい。①層より出土している。

S Eo9(第 155図 )

土師質土器皿 (4～ 10)

(4)、 (6)、 (7)は やや内湾するように口縁部をたちあがらせるものである。日縁

部を一度横ナデしている。 (5)は底部に凹凸をもつもので口縁部を斜めに立ち上がらせ

る。端部は鋭 く収める。 (9)は底部から斜め上方に口縁部をたちあがらせるもので、強

い横ナデを施 しているため端部 に稜を持つものである。 (8)、  (10)は 口縁端部を屈曲

するように短 く横ナデを施すものである。

黒色化土師質土器椀 (■ ～13)

(11)は やや器高が低いものである。体部外面は指頭圧痕で成形 し、日縁部 を横ナデし

たのちヘラミガキしている。内面は花弁状のら旋 ミガキを施 している。高台は低 く、10回

の指押 さえで貼 り付けられている。二段目の曲げもの内より出土 している。 (12)は底部

から斜め上方に立ち上がる体部から口縁部を形成するものである。日縁端部はヘラ切 りに

よって尖っている。体部外面は指頭圧痕で成形され、口縁部は横ナデされている。内面は

細い花弁状のら旋 ミガキが施されている。高台は小 さく8回 の指押 さえにより貼 り付けら

れている。 (13)は底部から斜め上方に立ち上がる体部から、口縁部がヘラ切 りにより屈

曲するように立ち上がるものである。体部外面は指頭圧痕で成形 され、日縁部は横ナデの

のちヘラミガキされている。内面は花弁状のら旋 ミガキが施 されている。高台は低 く大き
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く8回の↓旨押 さえによって貼 り付けられている。下段の曲物より出土 している。

東播系中世須恵器こね鉢 (14～ 17)

(14)、 (16)は 底部 から直線的に斜め上方にのびて体部を形成 し、口縁端部は強い横

サデにより内傾する。体部にはロクロ調整痕が顕著に認められる。12世紀後半のものと考

えられる。上段の曲物より出土 している。 (15)、 (17)は 底部 から直線的に上方にのび

て体部を形成 し、口縁部を九 く成形 しつまみ上げるように真っすぐにたちあがらせるもの

である。体部にはロクロ調整痕が頭著に認められる。13世紀前半のものと考えられる。上

段曲物より出土 している。ともに魚住古窯のものと考えられる。

産地不明中世須恵器瓶 (18)

瓶の底部 と考えられるものである。体部外面は斜め方向のタタキを数段にわたつて施 し

ており。底部近 くは強い横ナデを施 している。内面は成形時のロクロ横ナデが認められる

産地不明であるが、形態としては熊本県下り山 1号窯や香川県西村窯、十瓶窯や赤瀬山 2

号窯や岡山県戸岩窯出土等にみられる広日、長頸の瓶と同じようなものと考えられる。

石製品

砥 石 (19)

偏平な砥石の一部である。鋭利なものを磨いたと考えられる搾痕が数条認められる。

S E10(第 154図 )

信楽焼すり鉢 (12)

信楽焼のすり鉢の底部である。胎土は密で堅 く、色調は茶褐色を呈する。

S Ell(第 154図 )

土師質土器皿 (9)

丸みを帯びた底部から口縁部浴斜め上に立ち上がるもので、端部は鋭い。口縁部を一度

横ナデしている。胎土はやや粗 く、色調は暗赤褐色を呈する。上段の曲物から出土 した。

瓦質土器釜 (10)

やや斜め上方に開 く口縁部を持つものである。日縁部上面は面を持ち、内側につまみだ

すように強 く横ナデが施 されている。頸部には断面台形の張 りだした鍔を貼付けている。

胎土は細かな砂質である。色調は灰白色、黒銀色を呈 している。曲物内から出土 した。

平 瓦 (■ )

須恵質の平瓦である。端部は2方向からの面取りがされており、内側に桶板の圧痕が認

められ、外面には格子の叩き痕が認められる。④層から出土している。
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S Dol(第 156図 )

土師質土器 (1～ 6)

(1)は平坦 な底部からやや内湾するように口縁部を立上がらせるものである。口縁部

を一度横ナデして、端部 に稜を持たせるものである。灯明皿 に使用されたものらしく日縁

部内外面に油が付着 している。 (2)、 (5)、 (6)はやや丸みを帯びた底部から内湾す

るように口縁部が立ち上がるもので口縁端部を九 く収める。口縁部を一度横ナデする。下

層より出土 している。 (3)は九みを帯びた底部から斜め上方に立上がる口縁部を持つも

ので日縁部を一度横ナデしている。下層より出土 している。 (4)は平坦 な底部から口縁

部 を屈曲させるように短 くつまみ出し、横ナデをするもので端部は鋭 く収めるものである。

いずれも色調は淡褐色を呈する。

土師質土器釜 (7)

口縁部が大きく内傾するものである。外面を横ナデし、内面を横ハケで調整 している。

頸部には断面長方形の鍔を貼 り付けている。色調は淡自褐色を呈 し、胎土は粗 く砂粒を多

量に合む。下層より出土 している。

土師質土器火舎 (22)

四足の盤状の火桶である。平底の底部 には貼 り付けの足が体部 との変化点につ く。体部

はやや斜め上方に立ち上がり、日縁部は上面に面を持つようにナデてやや外反する。体部

の外面は横ナデで調整されている。色調は赤桃褐色を呈する。胎土は粒子粗 く粘土がサン

ド状になっている。①層より出土 している。

瓦質土器火舎 (21)

簾状、宝珠 が体部 に文様 としてみられる瓦質の人鉢である。体部 にハー ト形の窓がつ く

ものであると考 えられる。①層より出土 している。

東播系中世須器 こね鉢 (12～ 17)

(12)、 (15)、 (17)は日縁端部 を強 くナデて日縁端部 をつまみだ し、顎 をもつもので

ある。 (13)、 (14)、 (16)は口縁端部 をつまみ上げるものである。12世紀後半から13世

紀前半のものであると考 えられる。

陶 器

常滑焼短頸壷 (18)

内傾するように上がった体部 は、頸部で一度稜 を持 ち真っす ぐに立 ち上がるものである

端部 は丸 く収めている。内外面 ともロクロ横ナデにより成形 されている。色調は淡灰色 を
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呈 し胎土は細かく密であつた。下層より出土 している。12世紀後半のものと考えられる。

常滑焼壷 (22)

頸部からやや広口状 に口縁部が広がるもので、日縁部は面を持つようにタト方に折曲げら

れて玉縁状をなす。体部は内外面ともにロクロ横ナデによって成形 されている。色調は灰

色を呈する。態度は密で堅い。①層より出土 した。13世紀中ごろのものと考えられる。

常滑焼 こね鉢 (20、 21)

(20)は斜め上方に立ち上がる体部から、日縁部を屈曲させるように外反させるもので

ある。日縁端部は面をもつものである。体部はロクロ横ナデによって成形 されている。色

調は淡褐色を呈 している。 (21)は こね鉢の底部 と考えられるものである。底部近 くには

断面三角形の高台を貼 り付けた時のナデの痕力蝙忍められる。色調は白灰色を呈する。12世

紀後半のものと考えられる。

信楽焼こね鉢 (19)

強いロクロ横ナデにより成形 された体部がやや内湾するように立ち上がり、日縁部 にい

たり、口縁部を外方につまみだすものである。端部は九く収めるが、沈線が巡る。色調は

セピア色を呈する。胎土は細かく密で堅い。

磁 器

白磁碗 (8～ 10)

(8)、 (9)は 口縁部が玉縁状になるものである。色調は素地が灰白色を呈し、釉が

淡灰白色を呈していた。 〔太宰府Ⅳ-1類〕に属するものと考えられる。上層より出土し

ている。 (10)は斜め上方に立ち上がる体部から、口縁端部を外方に少しつまみだすもの

である。色調は灰白色を呈する。胎土は微細な黒色粒子を若千含んでいる。〔太宰府V類〕

に属するものと考えられる。

青磁盤 (11)

ケズリ出し高台から内湾するように立上がる体部 をもつものである。日縁部 は欠失 して

いるが、 くの字 に屈曲 し端部 を引上げる縁折れのものと考 えられる。見込みには段 を有す

る。畳付 きのみ露胎 しており明 らかに釉 を掻 きとつたものと考 えられる。素地は仄色を呈

し緻密である。釉 は青緑 を呈 しかなり厚目に施釉 されている。貫入が多い。下層より出土

S D03(第 156図 )

半瓦質土器鍋 (25、 26)

斜め上方 に立上がる体部 から、受口状・手の字状 に端部 を内側 に巻 き込む口縁部 をもつ
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ものである。体部外面は指頭圧痕で成形 され、内面は横ハケにより調整 されている。口縁

部は横ナデにより調整 されている。胎土は粒子細かい。色調は白灰色を呈する。

東播系中世須恵器こね鉢 (23)

口縁端部を上方につまみあげるように横ナデするものである。色調は青灰色を呈する。

13世紀前半のものと考えられる。

磁 器

自 磁 (24)

水注、もしくは壷の底部になるものと考えられる。高台は削りだされている。色調は素

地は灰白色を呈 し、釉は薄白緑色を呈する。上層より出土 している。

S Do4(第 157図 ～第158図 )

上層出土土器

土師質土器皿 (第 157図)(1～ 36)

(1)～ (6)は やや丸みを持つた底部から口縁部が強い横ナデにより外反するもので

ある。 (1)～ (4)は I区より、 (5)、 (6)は Ⅱ区より出土 している。(7)～ (14)

は底部から口縁部が斜め上方に立ち上がるもので、日縁部を一度横ナデし端部 に稜を持つ

ものである。 (8)、 (10)、 (13)は I区より、 (11)は Ⅱ区より、 (14)は Ⅲ区より、

(7)、 (9)、 (12)は V区より出土 している。 (15)～ (19)、 (22)～ (28)、 (31)

～ (33)は やや九みを帯びた体部から内湾するように立ち上がる口縁部を持つものである。

日縁部は一度だけ横ナデするものである。 (26)1こ は底部に板の圧痕が認められた。 (28)

には日縁端部内面に灯明の心の痕がみられるところから灯明皿 に使用されたものと考えら

れる。 (15)、 (16)、 (18)、 (19)は I区より、 (22)～ (24)、 (26)は Ⅱ区より、

(17)、 (28)、 (25)はⅢ区より、 (29)、 (30)|ま 器高の低 い偏平な底部から日縁部が

短 く屈曲するように立上がるものである。 (29)は Ⅱ区より、 (30)は Ⅲ区より出土 して

いる。 (21)、 (34)～ (36)は 他のものと比べてやや小型の皿であるやや内湾するよう

に立ち上がる日縁部をもつものである。口縁部 を一度横 ナデ している。 (21)、 (34)、

(34)、 (36)は Ⅲ区より、 (35)は V区 より出土 している。 (20)は 大皿である。体部

からやや内湾 ぎみに口縁部が立上がるものである口縁部を一度横ナデしている。Ⅲ区より

出土している。 (51)は コースター状の土製品である。Ⅵ区より出土している。

黒色化土師質土器椀 (第157図 )G7～49

1391～ 1421は器高が3cmあたりのものもある。 Gり 、 G81口縁部が斜めめ上方に立
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上がるもので回縁端部力胡巴厚 したものである。口縁端部の内面には一条の沈線が巡る。体

部外面には体部を指頭圧痕が成形 した痕があり、日縁部を横ナデしたのちヘラミガキして

いる。体部内面は花弁状のら旋 ミガキが施 されている。高台は低 く断面三角形を呈するも

のである他 は内タト面 ともに摩滅 してぃるが同等のものと考えられる。 (41)、 (42)は I

区より、 (38)は Ⅲ区より、 (39)、 (40)は Ⅲ区より、 (37)は Ⅵ区より出土 している

(43)は 日径9.5cm計 る小型のものである。体部はやや歪んでいるが、斜め上方に立上がる

口縁部 をもつ もので、端部 がやや肥厚するものである。I区より出土 している。 (44)

～ (48)は 器高が 3 cm末満のものでやや偏平な形を呈するものである。斜め上方に立上が

る口縁部をもつものである。体部外面には成形時の指頭圧痕の痕がありヽ日縁部をヘラミ

ガキしている。大部外面には重焼 きの痕力澪忍められる。内面は花弁状のら旋 ミガキが施さ

れている。高台は低 く形骸化 しており、断面三角形のものを8回 の爪押 さえにより貼付け

た痕が認められた。他 は磨減 してぃるが同等のものと考えられる。 (47)は Ⅱ区より、

(46)は N区より、 (48)、 (55)は V区より、 (44)は Ⅵ区より出土 している。 (49)は

器高2.5cmの ものでより偏平で小型のものである。口縁部は底部から月巴厚するように斜め上

方に立上がるものである。Ⅲ区より出土 している。(50)1よ口径8,4cm、器高2.7cmの小型の

ものである。型式的に少 しかけはなれたものである。Ⅲ区より出土 した。

中層出土土器

土師質土器皿 (第158図 )(1～ 51)

(1)は指頭圧痕で成形 された底部から口縁部 が短 く内湾するように立上がるものであ

る。日縁部は横ナデしたあと端部を押 しナデしている。内面底部は一方向のナデのあとが

認められる。色調は暗褐色を呈する。Ⅲ区落ち込みAょ り出土 している。 (2)、 (3)

(6)～ (8)、 (11)～ (16)は 日縁部を強い横ナデにより外反 させるもので口縁端部

を稜をもつものである。 (7)に は円盤状の底部 に粘土帯を巻付けた痕跡力蝙忍められる。

(8)は I区より、 (2)、 (6)、 (7)、 (14)、 (15)は Ⅱ区により、 (3)、 (13)、

(16)は Ⅲ区より、 (11)、 (12)は Ⅲ区落ち込みBよ り出土 している。 (4)、 (5)、

(17)～ (26)、 (28)～ (30)、 (38)～ (41)は 日縁部が内湾気味に立上がるもので日

縁部を一度横ナデし端部に稜をもつものである。 (18)に は円盤状の底部 に粘土帯を巻付

けた痕跡が認められる。 (29)に は底部に板状圧痕が認 められた。 (40)|ま I区 より、

(17)～ (26)、 (28)～ (30)、 (38)、 (39)は Ⅱ区より、 (4)、 (5)、 はⅢ区落ち

込みAょ り、 (41)はⅢ区より出土 している。 (31～ (37)は平 らな底部から短 く屈曲す
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るように立上がるもので端部を鋭 く収める。口縁部は一度横ナデする。 (35)に 1よ底部 に板

状圧痕が認められた。 (34)は I区 より、 (32)、 (36)、 (37)は Ⅱ区より (31)、 (33)、

(35)は Ⅲ区落ち込みより出土 している。 (42)～ (51)は やや丸みを帯びた底部から内

湾するように口縁部が立上がるもので日縁部を一度横ナデしている (46)～ (49)は I区

より、 (42)～ (45)、 (50)は Ⅱ区より出土 している。 (52)は 九みを帯びた体部を呈

するもので、口縁部を一度ナデし端部を九 く奴めるものである。内面はハケナデがおこな

われている。底部 にヘラおこしの痕が認められる。色調は淡褐色を呈 している。Ⅵ区より

出土 している。 (9)は大皿である。やや丸みを帯びた底部から強 く幅の広い横ナデによ

り、口縁部を外反させるもので、端部を真っすぐに立上がるように収め稜をもつものであ

る。内タト面ともに黒色化 されている。Ⅲ区より出土 している。 (10)は 大皿である。やや

丸みを帯びた底部から内湾するように立上がる日縁部を持つものである。日縁部を一度強

い横ナデし端部 に稜を持つ。色調は淡桃褐色を呈する。Ⅲ区落ち込みAょ り出土 している。

(27)は大皿である。不調整の底部から斜め上方に立上がる口縁部をもつものである。日

縁部を横ナデし端部 に稜を持つものである。色調は自褐色を呈 している。底部 に板状圧痕

が認められる。Ⅲ区より出土 している。

黒色化土師質土器椀 (第 159図 )(1～ 33)

(1)～ (9)、 (11)、 (12)、 (14)～ (18)、 (20)～ (22)、 (24)イよ器高が4 cm以

上のものであり、 (10)、 (13)、 (19)、 (23)、 (25)～ (33)は 3.7cm以下のものに分

けられるる。器高に差があるが基本的には同じ製法により製作されたものである口縁部は

斜め上方に立上がり、端部はやや肥厚 しヘラ切 りを行なったのち鋭角に収める。体部外面

は指頭圧痕で成形 し、日縁部を横ナデしたのちヘラミガキしている。内面はハケロで調整

したのち、花弁状 ら旋 ミガキを施 している。日縁部内面に横ナデ時の沈線が巡るもの力蝙忍

められる。高台は低 く、断面三角形を呈するもので底部 と同じ高さになっている (23)、

(27)の高台は6回、 (25)は 7回 、 (4)、 (8)、 (9)、 (17)、 (18)は 8回、 (31)

は9回 、 (1)、  (6)は 10回、 (3)、  (26)は 12回 、 (5)、  (28)は 13回 、 (14)は 14

回の爪押 えによって貼付けられている。 (30)の高台内面 にはヘラ記号が認められた。

(22)の花弁状のミガキは見込み部分を避けるように放射線状にみがかれている。 (7)、

(3)、 (11)、 (13)、 (16)、 (22)、 (25)、 (26)に は体部に粘土帯の不連続な継 目が

斜め 。円を描 くように認められる。 (3)、 (24)に 1ま体部外面に重焼 きの圧痕が認められ

た。 (7)、 (16)、 (19)～ (23)、 (24)、 (26)、 (29)Ⅱ 区より、 (3)、 (5)、 (8)、
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(9)、 (11)～ (13)、 (15)、 (25)、 (27)、 (28)、 (31)、 (33)は Ⅲ区より、 (2)、

(10)、 (30)は Ⅳ区より、 (1)、 (6)、 (4)、 (14)、 (17)、 (18)、 (32)は Ⅲ区落

ち込みAよ り出土 している。

下層出土土器

土師質土器 (第 160図 )(1～ 27)

(1)～ (6)は不調整の底部からやや内湾するように短 く立上がる口縁部を持つもの

で、口縁部を三度横ナデする。 (1)の底部は指頭圧痕により成形 されている。 (5)は

I区より、 (3)、 (6)はⅢ区より、 (1)、 (2)、 (4)はⅣ区より出土 している(7)

～ (9)は平坦 な底部から外反するように口縁部が立上がるもので、強い横ナデにより口

縁端部に稜を持つものである。 (9)は I区より、 (7)、 (8)は Ⅲ区より出土 している。

(10)～ (15)は やや九い底部から内湾気味に口縁部が立上がらせるもので、日縁部を一

度横ナデし端部に稜を持つものである。 (14)の底部はナデられている。 (13)は I区よ

り、 (11)は E区 より、 (10)、 (14)はⅣ区より (12)、 (15)は V区より出土 している。

(16)～ (18)は平坦 な底部から日縁部 を短 く屈曲させるように立上がらせるものである。

日縁部を一度横ナデし口縁端部に稜を持つが、端部を鋭 く収めるものである。口縁端部を

内側につまみ出すものである。 (17)に は底部に板状の圧痕が認められる。Ⅳ区より出土

している。 (16)は E区 より、 (18)は V区より出土 している。 (19)、 (20)は 丸みを

帯びた底部から内湾気味に口縁部を立上がらせるもので、日縁部を一度横ナデする。(19)、

(20)は I区より出土 している。 (21)～ (27)は やや丸みを持った底部から斜め上方に

口縁部が立上がるものである。口縁部を一度横ナデしている。 (21)、 (22)、 (24)、 96)

はI区より、 (23)はV区より出上 している。 (27)は器高の低いもので、底部には指頭

圧痕の痕が認められる。Ⅳ区より出土 している。 (42)は皿の底部である。底部内面に貫

通 しない9つの穿孔が認められるが陛格は不明である。V区より出土 している。

黒色化土師質土器椀 (28～ 41)

(29)、 (31)、 (32)、 (34)は器高が4.2cmの ものである。 (33)、 (35)～ (41)は

器高力泊.5～ 4 0cmで ある。いずれも基本的には同じ手法で成形 されたものであると考えら

れるが、各々は底部から内湾するように立上がる口縁部をもつもので、日縁端部がヘラギリ

と強い横ナデのため屈曲 して鋭いもの (32)、 (34)、 (36)、 (37)、 (39)～ (41)と 肥

厚 して丸いもの (28)～ (31)、 (33)、 (35)、 (38)と がある。体部外面は指頭圧痕が認

められるものもあり、口縁部を横ナデした後ヘラミガキしている。内面はハケロで調整 し

―-280-―



寺
1

ー

―

―
ノ

7

―
▼

章 常

ー
8                      9

く≡≡≡≡E三三万ン40      く`三三王ヨL部“";杵     

く菟三≡三三三[三二Ittlち

寺

軍 軍
▼ 8

13 15

ヤ
23

―
26

19       ~~~20

―

 
―

21                       22

導 七 Ч

27

!三

~ 
ラ'42

0                            1 0cm

第160図  SD-4出 土遺物 4

―-281-一



たのちナデて花弁状 ら旋の ミガキを施 している。 (28)、 (34)、 (38)に は体部 に粘土

帯継 目の不連続の線が認められる。 (28)、 (34)、 (37)～ (39)は 口縁端部内面に沈線

がめぐる。 (33)、 (35)、 (36)、 (38)、 (39)は I区より、 (29)、 (31)、 (34)、 G7)、

(41)は Ⅱ区より、 (28)、 (32)は Ⅲ区落ち込みBよ り、 (30)1よ V区より、(40)、 (41)

はⅥ区より出土 している。

土師質土器釜 (第 161図 )(6、 10)

(6)はやや丸みを帯びた底部から屈曲するように体部が立上がり、内傾気味に口縁郡

がたちあがるものである。日縁端部は内傾するように面を持つ。頸部 には断面三角形の鍔

が強い横ナデとともに貼付けられている。体部 には三足を付けている。この型式の足付き

のものは普通瓦質である。色調は赤褐色をていしており、胎土は粗 く砂粒を多量に合んで

いる。Ⅳ区下層より出土 している。 (10)は端部にいくに従い月巴厚するように大きく内傾

させる日縁部を持つもので、端部は丸くおさめるものである。頸部 には断面長方形の鍔が

真っすぐ横方向につ くものである。外面は横ナデで調整され、内面は横方向のハケロで調

整されている。色調は茶褐色を呈 し、胎土は粗 く砂粒を多量に合む。V区下層より出土 し

てる。

半瓦質土器釜 (第 161図 )(2～ 3)

(2)、 (3)は 丸みを帯 びた体部 からやや内傾するように立上がる口縁部 を有するも

ので、口縁端部 を強い横ナデにより屈曲 させるようにたちあがらせて端部 を九 く収めるも

のである頸部 には断面三角形状のものを上向 きに貼付 けている。口縁部は横ナデにより調

整 されている。体部 には多量のススが不着 しているが、成形時の指頭圧痕のあとが認 めら

れる。色調は淡黄灰色 を呈 し、胎土はやや細 かな砂質である。(2)は I区上層より、(3)

はV区下層より出土 している。

瓦質土器釜 (1、 5)

内傾するように立上がる口縁部 を持つもので、端部 を内傾するように面を持たせた後、

つまみ出すものである。頸部 には断面三角形の鍔がはりつけられている。日縁部は横 ナデ

を施 し、体部外面にはススが多量 に付着 していた。色調は銀黒色 を呈 し、胎土は密で細 か

い。Ⅲ区上層より出土 している。 (5)は三足が貝占くものである。V区上層より出土 して

いる。
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瓦質土器鍋 (第 161・ 162図 )(7～ 9)(1、 2)

(7)は真っすぐに立上がる日縁部は上面で面を持ち、端部をやや内側につまみ出すも

のである。体部外面は指頭圧で成形されており、日縁部は横ナデされている。頸部 には断

面三角形の鍔が真っすぐに貼付けられている。口縁部内面は横ナデの後、斜め方向のハケ

目が施されている。色調は黒灰色を呈 し、胎土は細かいⅥ区中層から出土 している。

(8)はやや内傾するように立上がる口縁部を持つもので、上面で面を持ち端部を内外側

につまみだしている。体部外面は指頭圧で成形され、口縁部は横ナデされている。頸部に

は断面三角形を呈 した鍔が貝占付けられている。色調は黒色を呈 しており、胎土は粗い。Ⅵ

区上層より出土 している。 (9)は湾曲する体部から真っすぐに立上がる日縁部 を持つも

ので、日縁端部は上面に面を持ち内外方に少 しつまみだすものである。体部外面は指頭圧

で成形 されており、口縁部は横ナデされている。頸部 には断面三角形の鍔力瀬占付けられて

いる。色調は灰白色を呈 している。V区下層より出土 している。 (1)は 口縁部が受口状

になるものである。体部は指頭圧で成形 されており、日縁部は横ナデされている。色調は

灰白色を呈 し、胎土は細かい。Ⅵ区上層より出土 している。 (2)は外方に開 くように立上

がる口縁部を持つものであり、端部は2つ の山形を呈する。Ⅱ区上層より出土 している。

焙烙 (第 162図 )(3～ 5)

(3)は口縁部が真っすぐに立上がるものである。体部外面は単位の大きなヘラケズリ

で成形 されており、口縁部は横ナデしている。内面は横方向の単位の大きな荒い横ハケロ

が施されている。頸部には突起状の鍔がつまみだされている。色調は淡白褐色を呈 し胎土

には赤色粒子を多量に含んでいる。Ⅱ区上層より出土 している。 (4)は内湾 し内傾する

口縁部を持つもので端部 を内側に丸く折曲げるものである。体部外面はヘラケズリにより

成形 し口縁部は横ナデしている。内面は横方向のハケロを施 している。頸部 には突起状の

鍔かつまみだされている。色調は赤褐色を呈 し、胎土は細かな砂粒を多く含む。H区上層

より出土 している。 (5)は 内傾 しながら立上がる口縁部を持つもので、端部 を内側に折

曲げ九 く収めるものである。体部外面は斜め方向のヘラケズリにより整形 し、口縁部は横

ナデしている。内面は斜め方向のハケロを施 している。頸部には突起状の鍔がつまみださ

れている。色調は赤掲色を呈 し胎土は砂粒を多く含んでいた。Ⅵ区上層より出土 している

瓦質土器火舎 (第 163図)(1～ 9)

(1)～ (3)は 日縁部が内湾するように立上がり、端部が肥厚するものである。いず

れも口縁部直下体部 に菊花紋のスタンプが認められる。 (1)、 (2)は端部上面 に面 を
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持たせるように九 く収めるものである。(3)は端部を内側につまみ出すものである。いず

れもⅢ区上層より出土 している。 (4)は くの字状に大きく内湾する口縁部を持つもので

端部を内側につまみ出して上面に面を形成させるものである。Ⅵ区上層より出土 している

(5)～ (9)は いずれも手焙 となるもので平底の底部から斜め上方に体部が立上がるも

ので、そのままやや外反するように屈曲 して肥厚 し回縁部にいたるものである。口縁端部

は上面に面をもたせるようにして内側につまみだ している。 (5)、 (8)はⅥ区上層、

(6)、 (7)は I区上層、 (9)は V区上層より出土 している。

東播系中世須恵器こね鉢 (第 164図)(1～ 27)

(1)～ (3)は斜め上方に立上がる日縁部から、端部を内側に屈曲させ面をもたせる

ようにつまみだすものである。 (1)は V区上層より、 (2)、 (3)はⅣ区中層より出

土 している。 (10)、 (11)は斜め上方に立上がる日縁部から、端部に面をもたせるよう

第162図  SD-4出 土遺物 6
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に押 しナデるものである。 (10)、 (11)は WI区上層より出土 している。 (12)～ (16)

は斜め上方に立上がる口縁部から端部を上方につまみだすものである。 (14)は Ⅳ区下層

より、 (15)は Ⅵ区中層より出土 している。 (4)～ (6)、 (17)～ (22)は斜め上方

に立上がる日縁部から端部を上方につまみだすものである。 (18)、 (22)、 (22)は I区

上層より、 (4)は I区中層より、 (4)ま I区中層より、 (22)は Ⅵ上層より、 (17)

いる。 (7)、 (8)、 (23)～ (26)、 (26)は斜め上方に立上がる国縁部 から端部 を玉

縁状に厚 く外方につまみだすものである。 (8)、 (26)は I区上層より、 (23)は Ⅱ区

上層より、 (24)はⅥ区上層より出土 している。 (9)は斜め上方に立上がる口縁部から

端部を玉縁状に厚 く上下につまみだすもので縁に段をもつものである。 (27)は斜め上方

に立上がる日縁部から、端部を玉縁状 にして内湾するようにつまみだすものである。

東播系中世須恵器甕 (第164図 )(3、 4)

(3)は内傾する体部から外反するように口縁部が立上がるものである。口縁端部は段

をもつようにやや受口気味に鋭 くつまみだすものである。体部から頸部にかけて斜め方向

のタタキロカ蝙忍められ、口縁部では横ナデし、それをすり消 している。 (4)は 内傾体部

から外反するように口縁部が立上がり、端部を玉縁状 につまみだすものである。体部から
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頸部の外面を斜め方向のタタキロが認められ

頸部より口縁部にかけて横ナデし一部 タタキ

目をすり消 している。内面は横ナデとナデに

よって仕上げられている。

灰釉陶器平碗 (第 165図 )(1)

ロクロ横ナデによりやや内湾気味に立上が

らせるもので、口縁端部を九く収めるもので

ある。

産地不明中世須恵器甕 (第 165図 )(2)
日縁部を内側に巻込むようにまるく収める

ものである。I区下層より出土 している。

産地不明中世須恵器 (第166図 )(1～ 20)

中世須恵器と考えられる甕の体部の破片で

ある。S D04か らはコンテナにして約 2箱の

破片が出土 している。ここには代表的なタタ

キのものをあげた。 (1)～ (6)は外面を格子 目のタタキを施 し、内面をナデてい

るものである。類似 したものに岡山県亀山窯、勝間田窯、香川県十瓶山窯、西村窯、熊本県

下り山窯等が考 えられるが断定はできない。 (9)、 (10)は 外面を格子目のタタキを施

し、内面 を斜めもしくは同心円のタタキロを施するものである。(12)～ (14)、 (18)、

(20)は外面を斜め方向のタタキをクロスさせたり綾杉状に叩いたりするもので、内面は

ナデている。 (15)、 (17)、 (19)は 外面を斜め方向のタタキをクロスさせたり綾杉状

に叩いたりするもので、内面は同心円のタタキロを施 しているものである。いずれも類似

したものに東播系等のものが考えられるが断定はできない。

陶 器

信楽焼こね鉢 (第 167図 )(1～ 5)

平底の底部から斜め上方に立上がる体部を持つもので、ロクロ横ナデによって成形されて

いる。 (1)に 1■ 1個所に2本のすり目らしきものが認められる。口縁部 (3)はやや内

弯するように立上がり端部を丸く収めやや外方につまみだすものである。信楽焼五位ノ木

窯のころのものと考えられる。 (2)はⅣ区上層より、 (1)、 (4)はⅥ区上層出土し

ている。

2

0                       10Cm

第165図  SD-4出 土遺物 9
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山茶碗系こね鉢 (第 167図 )(6～ 20)

高台の付 く底部から斜め上方に立上がる日縁部を有するものである。体部下半はヘラケ

ズリされ、上部はロクロ横ナデにより成形 されている。日縁端部の形態から (6)、 (16)

は端部 を】巴厚 させるように外方につまみ出すもので、 (7)、 (9)、 (12)、 (13)は端

部をつまみ出し稜を形成するものである。(8)は斜め上方に鋭 くつまみだすものである。

(14)、 (15)、 (17)～ (19)は端部 を】巴厚させて九く収めるものである。 (16)～ (17)

はI区上層より、 (6)～ (8)、 (20)|よ Ⅱ区上層より、 (16)は Ⅱ区下層より、 (7)

はⅢ区上層より、 (6)は Ⅵ区上層より、 (18)は V区下層より出土 している。

常滑焼壷 (第 168図 )(1)

九みを帯びた体部から屈曲するように頸部が立上がり、日縁部が外反 して端部を鋭 く収

めるものである。体部は輪積みによる横ナデにより成形 されている。体部には格子目のタ

タキが回転スタンプによってつけられている。大型製品である。12世糸己前半の製品と考え

られる。

陶器甕体部 (第 169図 )(1～ 6)

(1)は ゆすり葉のスタンプが認められる

ものである。淡褐色を呈 してぃるところから

信楽の可能性があるが不明である。
(2)、

(3)は渥美焼の甕体部である。 (4)～

(6イ は常滑焼甕の体部である。

常滑焼甕 (第 170図 )(1・ 2、 3、 9)

(1)～ (3)は いずれも砂付きの平底の

底部から斜め上方に立上がる体部を持つもの

である。体部外面は板状のもので下から上に

ナデられている。 (9)は平底の小 さな底部

から外方に開 くように立上がる体部から、肩

部から内湾するように頸部にむかって立上が

るものである。体部 には斜線状のスタンプが

三段に渡って施 されているものである。日縁

部は欠失 しているが大型製品である。
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瀬戸三筋重 (第170図 )(6～ 8)

(6)、 (7)は肩部 に三条の沈線が巡る壷の体部である。素地は茶褐色 を呈 し、肩部

から淡緑色の釉がかかっている。いずれもIV区上層より出土 している。 (8)は底部であ

る。淡緑色の釉がかかっている。V区下層より出土 している。

瀬戸おろし皿 (第 170図 )(5)

糸』 りの底部から体部が立上がるものである。内面に荒いカキロカ蝙忍められる。

瀬戸平盤 (第 170図 )(4)

器壁の薄い平底の底部から斜め上方に立上がる体部を持つものである。体部内外面に掲

釉がかかってぃる。Ⅳ区上層より出土 している。

磁 器

白磁碗 (第 171図 )(4、 11～ 16、 18、 19、 25)

(4)は真っすぐに立上がる削出し高台から斜め上方に体部が立上がるものである。内

面見込みには猫掻の櫛ロカW島巻 き状に5個所認められる。全体 に白濁色の釉がかかってい

る。 〔太宰府Ⅳ― I― b類〕に層するものと考えられる。 (■ )、 (12)、 (18)、 (19)

はいずれもは斜め上方に立上がる体部から口縁端部を屈曲するように短くつまみだすも

のである。体部はヘラケズリにより成形されている。 (18)は 内面口縁部直下に沈線が一

条巡るもので 〔太宰府V-4-a類 〕に層するものと考えられる。(19)は I区中層より、

(12)、 (18)は Ⅲ区上層より、 (11)は Ⅳ区上層より出土している。 (13)～ (16)は

口縁部が玉縁状をなすものである。 (25)は その底部である。いずれも 〔太宰府Ⅳ類〕

に層するものと考えられる。 (13)は I区上層より、 (16)は I区下層より、 (25)は Ⅲ

区上層より、 (14)(15)は Ⅲ区上層より出土している。

青白磁梅瓶 (第 171図 )(1、 2)

(1)は薄い器壁の体部である。唐草紋を浮彫りしている。Ⅱ区上層より出上している

(2)は高台のある底部から真っすぐに立上がる体部をもつものである。体部下半には2

条の沈線が巡りその上部に唐車紋が浮彫りされている。素地は黒色粒子を多量に合み光沢

の強い青色の釉がかけられている。貫入が多い。I区上層より出土している。

青白磁碗 (第 171図 )(8)

低く削出された高台から低く体部が立上がるものである。体部内面見込みに沈線が巡り

鉄色の枕の跡力蝙忍められる。淡青白色の釉が全体にむらなくかかつている。素地は自灰色

を呈している。
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青磁皿 (第 171図 )(7)

上げ底の底部から斜め上方に立上がる体部をもつものである。淡黄緑色の釉が体部上半

にかかっている。下部 と底部は施釉されず露胎 している。V区下層より出土 している。

〔太宰府I-1-b類〕に属するものと考えられる。

青磁碗 (第 171図 )(3、 5、 6、 9、 10、 17、 20～ 22)

(3)、 (9)、 (10は飼蓮弁のものである。 (3)は見込みには線刻の蓮花紋が認

められる。 〔太宰府I-5類〕に層するものと考えられる。Ⅱ区上層より出土している。

(9)、 (10)は 〔太宰府I-5-b類〕に属するものと考えられる。(9)は I区上層

より、 (10)は Ⅱ区上層より出土している。 (5)は劃花文の体部である。 〔太宰府I―

4類〕に属するものと考えられる。Ⅳ区上層より出土している。 (6)は見込みに「金玉

満堂」のスタンプがあるものである。 (17)、 (20)～ (22)は 〔太宰府I-1類〕に属

するものである。 (17)は I区上層より、 (21)は Ⅲ区上層より、 (22)は Ⅳ区上層より

(20)は V区上層より出土している。

青磁杯 (第 171図 )(23)

削出された高台から斜めに体部が立上がるものである。 〔太宰府Ⅲ類〕に属するものと

考えられる。Ⅱ区上層より出土している。

青磁重 (第 171図 )(27)

壺もしくは水注の底部になるものである。体部 ロクロ横ナデによつて成形 されている

高台 !ま 削出 しである。V区上層より出土 している。

土製品

浮 き (第 182図 )

長さ3.8cm、 径 2 cmを 計るもの、長さ4.2cm、 径2.5cmを 計るもの、長さ5。 4cm、 径 3 cmを

計るもの等、 3点が出土 してぃる。

ふいご羽日 (第 172図 )(1)

羽口の一部である。表面 コークス状 になっており内面の熱のため淡褐色を呈 している。

I区上層より出土 している。

用途不明土製品 (第 172図 )(2)

形状 は長方形 を呈するもので、厚 さ2.5cmを 計るものである。ほぼ中央 に貫通 しない円形

のえぐりが認められる。Ⅱ区上層より出土 している。
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瓦 (第 172図 )(3、 7～ 10)

(3)は道具瓦の一部 と考えられるものである。ヘラケズリにより成形 されている。色

調はセピア色を呈 し、須恵質である。 (7)は平瓦である。表面は布目十カキロ、裏面は

縄目で調整されている。Ⅲ区上層より出土 している。 (8)平瓦である。端部を面取 りさ

れている。表面は布目が、裏面は縄目が施されている。 I区中層より出土 している。 (9)

は丸瓦である。端部 は 2回 の面取 りされている。表面はナデられ、裏面は布目で調整さ

れている。Ⅲ区中層より出土 している。 (10)は道具瓦である。一方が箱状に屈曲してい

る。Ⅵ区中層より出土 している。

石製品

砥石 (第 172図 )(11～ 14)

(■ )は台形状のものの一部分である。Ⅳ区中層より出土 している。 (12)は非常によ

く使用されたもので両面ともに刷 り減って、中央は薄 くなっている。鋭不Uな 刃物状の濤が

認められる。 I区上層より出土 している。 (13)は小判状 になるものの一部 と考えられる

両面使用されている。Ⅳ区上層より出土 している。 (14)は薄い板状ののものである。Ⅱ

区上層より出土 している。

滑石製石鍋 (第173図 )(1～ 4)

(1)は石鍋の頸部であるが、鍔を削り落

とし日縁部体部を削りとっている。素地は淡

桃銀色を呈 している。IV区中層より出土 して

いる。 (2)は やや内湾気味に口縁部が立上

がるものである。頸部 には下辺の短い鍔が削

り出されている。日縁吉|か ら体部を鋸状のも

ので切断 している。素地は黒銀灰色を呈 して

いる。Ⅱ区中層より出土 している。 (3)は

厚 く、上辺が短い鍔を削りだすものである。

鍔の端部が刃物のようなもので削りとられて

いる。素地は黒緑銀色を呈 している (4)は

体部から回縁部 にかけての部分であると考え

られるが、鍔及び体部外面のほとんどを削り

とっている。素地は淡桃銀色を呈 している。

♀       ,      110Cm
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銅製品

貨幣 (第 174図 )(1～ 4)

(1)と (2)は互いに癒着 しているた

め裏面は不明であるが、 (1)は「□□

元宝」で (2)は「景□元宝」である。

(3)は「熙寧元宝」 (初鋳1068年 )、

(4)は「祥符通宝」 (初鋳1008年 )で

ある。いずれも北宋銭である。

本製品

下駄 (第175図 )(1～ 6)

(1)は幅推9.覧皿、長 さ18.5cmを 計

るものである。全体に人を受けている。

花緒の穴痕が3箇所認められる。 I区中

層より出土 している。歯は欠質している

(2)は長さ18cmを 計る長方形のものである。花緒の穴が 1つ認められる。右足のものと

考えられる。歯は削り出したものであるが、使いこまれ摩滅 しており低い。Ⅵ区下層より

出土 している。 (3)は幅8.監m長 さ推15cmを計る九下駄である。形状から子供用左足の

ものと考えられる。歯は削り出しのものであるが、使いこまれ磨 り減 り低いものである。

Ⅲ区中層落ち込みAよ り出土 している。 (4)は幅推8.5cmを 計るものである。形状 は方

形を呈するものである。歯は削り出しのほので高い。Ⅳ区下層より出土 している。 (5)

(6)は下駄の歯の部分である。 (5)はⅢ区下層より、 (6)は I区下層より出土 して

いる。

毬材 (第 176図)(7)

角材の各面を削り落 とし、部的に球状近 くに仕上げている。一部の面に木皮の残ってい

る。やや使用の為か摩滅 してぃる。 I区下層より出土 している。

柄状木製品 (第 176図 )(8)

器具の柄 になるものと考えられる。一部面取 りされて、本皮のついた本の枝の先を穿孔

し器具の尻がささるようになっている。V区上層より出土 している。

棒状木製品 (第 176図 )(13、 16)

(13)は槌状のものである。胴部は蒲鉾形に綺麗に面取 りされたのち研磨されている。
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先はやや窪んでいる。柄の部分は差 し込めるようになっており、中央部に柄止用と考えら

れるソケット状の 2つ のほぞと穿孔が認められる。Ⅳ区上層より出土 している。 (16)は

棒である。長さは24.覧mで ある。柄は10角 に面取 りされ持ち易いように端に握 り手と片面

にえぐりが付けられている。体部はら旋状に刻み目をいれてねじれるように先にいたり途

中で屈曲 している。Ⅲ区下層落ち込みBよ り出土 している。
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板状木製品 (第 176図 )(10、 15)

(10)は長方形のもので｀両端では幅が違 うものである。一部角を欠失 している。 I区

下層より出土 している。 (15)は長方形の板の下端に鈍角の切れこみをいれている。IV区

下層より出土 している。

櫛状木製品 (第 176図 )(9)

スコッブ状になる柄の有る櫛である。歯はその先が欠失 しているが、復元から8本 あつ

たと考えられる。柄はやや末広がりとなっており柄端に穿孔がひとつ認められる。鎌倉市

千葉地遺跡 などに類例が認められる。I区中層より出土 している。

箸状木製品 (第 176図 )(11)

先尖りになるように細 く面取 りされたものである。半分以上欠失 している。Ⅲ区下層よ

り出土 している。

箆状木製品 (第176図 )(12、 1つ

(12)は幅約1.5c皿の板状のものである。先を尖るように削りだしている。Ⅱ区中層よ

り出土 している。Ⅱ区中層より出土 している。 (16)は約 2 cmの板状のものである。先が

尖るように斜めにカットしている。Ⅲ区下層より出土 している。

曲物板木製品 (第 176図 )(14、 18)

(14)円形の板の一部で曲物の蓋板 と考えられる。Ⅱ区中層より出土 している。 (18)

は曲物の底板の半分である。周囲には目釘である木釘力壻忍められる。板の中央には達磨状

の円形の焦げ痕が認められる。Ⅳ区中層より出土 している。

S D05(第 177図 )

土師質土器皿 (1～ 4)

(1)は指頭圧で成形 された底部から、口縁部を短 く屈曲するよう1こ 真っすぐに立ち上

げるものである。日縁部を一度横ナデしている。 (2)は 口縁部を斜め上方につまみ上げ

るもので端部を鋭 く収めるものである。口縁部を一度横ナデしている。 (3)は浮 き底の

底部からやや内湾するように立ち上がる口縁部をもつものである。日縁部を一度横ナデし

ている。 (4)は平坦 な底部から屈曲するような斜め上方に口縁部をたちあがらせるもの

で口縁端部は丸く収めるものである。口縁部を一度横ナデしている。

土師質土器鍋 (9)

真っすぐに立上がる体部からそのまま口縁部を形成するものである。端部は上面に面を

持 ち外方につまみ出すものである。頸部には断面台形状の鍔が低 くつく。
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S D06(第 177図 )

黒色化土師質土器椀 (5、 6)

ともに高台より突出した底部から斜め上方に立上がり、口縁部近 くでヘラキリのため一

度屈曲 して回縁部 にいたるものである。体部外面は指頭圧で成形 され、内面は平滑に仕上

げられ花弁状のら旋 ミガキを施 している。口縁部は横ナデを施 しており内面に沈線がある

東播系中世須恵器こね鉢 (7)

日縁部の破片である。斜め上方に立上がった体部からやや外反気味に立上がらせ、玉縁

状につまみ出し肥厚させるものである。

S D10(第 177図 )

東播系中世須恵器こね鉢 (8)
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口縁部に面をもたせるように押ナデして玉縁を作るものである。

S D16(第 178図 )

土師質土器皿 (1～ 18)

(1)はやや内湾気味に立上がる国縁部を持つものである。日縁部を2度横ナデしてい

る。 (2)は九みを帯びた底部から強い口縁部の横ナデにより、白縁端部に稜を持 ち外反

気味に立上がるものである。中層より出上 している。 (3)～ (9)は指頭圧 えによって

成形された底部から斜め上方に立上がる日縁部をもつものである。口縁部は一度横ナデを

して端部に稜をもつものである。 (7)上層より、 (8)は中層より出土 している。 (10)、

(11)は丸みを帯びた底部 から口縁部 が屈曲するように立上がるものである。口縁部

を一度横 ナデ し、口縁端部は鋭 く収める。 (12)、 (13)は 口縁部が内湾するように立上

がるものである。 (14)～ (18)は 大皿である。 (14)～ (16)は九みを帯びた底部から

内湾気味に立上がる国縁部を持つもので、日縁部を一度横ナデして端部に稜を持つもので

ある。 (15)は 口縁端部を内側に強 く折るものである。いずれも中層より出土 している。

Q7)は指頭圧により成形 された底部から口縁部を斜め上方に立上がらせるもので、端部

は肥厚 している。日縁部を2度横ナデしている。中層より出土 している。 (18)は平坦 な

底部から斜め上方に立上がる口縁部をもつもので、端部を鋭 く収める。上層より出土 した

黒色化土師質土器椀 (18～ 31)

(19)～ (30)は 器高力逹。2cm～ 4.覧mの ものである。 (31)は 器高が3,7cmの ものであ

る。尖底気味の底部 から口縁部 が斜め上方に立上がり、端部はヘラ切 りを行なったのち

鋭角に収める。体部外面は指頭圧痕で成形 し、口縁部を横ナデしたのちヘラミガキしてい

る。内面は平滑で花弁状 ら旋 ミガキを施 している。 (24)、 (28)、 (31)は以外は口縁部

内面に横ナデ時の沈線が巡る。高台は低 く形骸化 している。 (19)(20)に は粘土帯の不

連続 な継 目が斜めに認められる。 (19)～ (21)、 (23)、 (25)、 (27)とよ中層よリー括

で出土 している。他 もすべて中層より出土 している。

瓦器碗 (34)

底部の破片である。搬入品と考えられる。中層より出土 している。

半瓦質土器釜 (37、 38)

平坦 な底部から内湾 しながら立上がる体部から内傾する口縁部をもつものである。口縁

端部 には面を持つ。頸部 には断面台形の鍔が上向きに貼付けられている。体部は指頭圧え

により成形 され、日縁部は横ナデされている。頸部から体部 にかけて三足力淑占付けられて
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いた。色調は灰白色を呈 し、胎土は砂粒を多量に含む。中層一括より出土 してぃる。

瓦質土器釜 (36)

内傾する日縁部をもつものである。日縁端部は面を持 ち、強い横ナデが施 されている。

上層より出土 している。

東播系中世須恵器こね鉢 (35)

斜め上方に日縁部が立上がるもので、口縁端部はつまみだされ押 しナデ面を持つ。

青磁碗 (32)

斜め上方に立上がる日縁部の一部である。淡緑灰色の釉が施釉されていた。上層より出

土 している。

砥 石 (33)

槌状に広がるものである。両端 とも欠失 している。上層より出土 している。

S D18(第 177図 )

東播系中世須恵器こね鉢 (11)

斜め上方に立上がる日縁部の端部を玉縁状にして端部を上下につまみ出すものである。

S D19(第 177図 )

東播系中世須恵器こね鉢 (10)

日縁部が受口状 になリアゴ状に玉縁を形成するものである。端部は肥厚 し厚 く九 く収める

S D20(第 177図 )

土師質土器皿 (12)

平坦な底部から屈曲するように日縁部を立上がらせるものである。体部下半までを一度

横ナデしている。

土師質土器鍋 (16)

開き気味に立上がる体部から手の字状の日縁が付 くものである。頸部を指押 えしている

東播系中世須恵器こね鉢 (13)

斜め上方から立上がる体部から口縁部を屈曲するように収めるものである。

青磁碗 (15)

削出しの高台である。淡緑灰色の釉が施釉されている。

常滑焼壷 (14)

大きく外反するように立上がる口縁部をもつものである。日縁端部に段を持つように横

ナデして鋭 くおさめている。
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産地不明甕 (17)

小型の甕である。内傾気味に立上がる頸部から口縁部が外方に屈曲 して端部が玉縁状 に

なるものである。色調は暗茶褐色を呈 し、胎土に自色小石を多量に合む。
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S K01(第 179図 )

信楽焼甕 (5)

上げ底の底部からロクロ横ナデにより体部を斜め上方に立上がらせるものである。底部

には粘土の継 ロカ蝙忍められ指ナデの跡が認められる。

S K02(第 179図 )

土師質土器皿 (13、 14)

(13)は平坦 な底部から斜め上方に立上がる口縁部を持つものである。端部は九 く収め

る。体部下半部までを一度横ナデしている。 (14)は平坦 な底部から屈曲するように外方

に開く口縁部を持つものである。日縁部を2度横ナデしている。

S K03(第 179図 )

常滑焼 こね鉢 (2)

斜め上方に立上がる体部から口縁部を形成 し、日縁端部を外方につまみだし押 しナデし

て面をもつようにするものである。色調は暗紫灰色を呈 している。

S Ko8(第 179図 )

焙烙 (11)

内湾気味に立上がる体部から屈曲するように真っすぐに立上がる日縁部をもつものであ

る。口縁部を横ナデし
｀
体部はヘラケズリにより成形 している。色調は淡褐色をていして

いる。

S Kll(第 179図 )

産地不明こね鉢 (4)

斜め上方に大きく開 くもので日縁端部が外方につまみだされるものである。体部はロク

ロ横ナデにより成形 されている。色調は赤褐色を呈 している。

産地不明壷 (6)

壷の底部である。平坦 な底部から斜め上方に立上がる体部をもつものである。体部外面

はハケナデを施 している。

S K13(第 179図 )

山茶碗系こね鉢 (7)

斜め上方に立上がる口縁部である。強い横ナデによりいちど屈曲するように段をもつも

のである。

S K17(第 179図 )
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黒色化土師質土器皿 (15)

丸みを帯びた底部 から回縁部 を屈曲するように外方に強 く横ナデするものである。

S K18(第 179図 )

土師質土器鍋 (16)

真っすぐに立上がる体部 から口縁部がやや内傾するものである。頸部 には横 に真っす ぐ

に貼出す鍔を貼付けている。体部外面は横方向の単位の大 きなヘラケズリを施 している。

内面は横方向のハケロを施 している。日縁部 は横ナデしている。淡褐色をていしている。

S K23(第 179図 )

信楽焼 こね鉢 (8)

器壁の厚い体部 から口縁部が斜め上方に立上がるこね鉢の口縁部である。端部 はやや肥

厚 して外方 につまみだす。淡褐色を呈 してぃる。

S K25(第 179図 )

産地不明甕 (9)

底部 から指頭圧で屈曲するように体部が立上がるものである。底は欠失 していな ない。

色調は白黄色 を呈する。

石製硯 (10)

方形の硯である。両面使用 されている。片面には海が認められ使用の為窪んでいる。他

面は尻のほうである。

S K28(第 179図 )

山茶碗系 こね鉢 (1)

斜め上方 に立上る体部 に足高台がつ くものである。体部 はロクロ横ナデにより成形 して

いる。

S K29(第 179図 )

信楽焼甕 (3)

平坦で小 さな底部 から斜め上方から立上がる体部 をもつものである。体部 は底部近 くを

指圧 えし、他 を横 ナデしている。体部 にススが付着 している。色調は褐色を呈する。

S K30(第 179図 )

土師質土器鍋 (12)

斜め上方 に立上がる体部 から口縁部が手の字 になるものである。体部 を指頭圧で成形 さ

れ口縁部 を横 ナデしている。
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柱 穴 (第 180～ 182図 )

S P01

土師質土器皿 (1～ 12)

(1)、 (2)は平坦 な底部 から口縁部 を斜め上方 に立上がらせるもので、口縁部 を一

度横ナデ し口縁端部 に稜をもつように外反 させるものである。 (3)、 (4)は やや丸 い

底部 から斜め上方に口縁部 が立上がるものである。日縁部 を一度横ナデ し口縁端部 に稜を

もつものである。 (5)は尖底の底部 から口縁部 を短 く屈曲するように立上げるものであ
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る。日縁端部 を一度横ナデ し端部 に稜をもつものである。同 じく (9)は底部 が平坦で広

いものである。 (6)は斜め上方に立上がる口縁部の端部 を内側 に短 く折曲げるもので

ある。 (7)は平坦 な底部 から外反 しながら口縁部が立上がるものである。 (8)は丸み

を帯びた底部 から外反気味 に口縁部が斜め上方に立上がるものである。 (10)～ (12)は

平坦で広い底部 から体部 が立上がリー度屈曲するようにして口縁部 が開 くものである。口

縁部 を一度強 く横ナデしている。

黒色化土師質土器椀 (13、 14)

(13)、 (14)は 高台 より出る尖底 の底部 から内湾気味 に口縁部 が立上 がるもので、口

縁端部はヘラキリにより成形 して屈曲 し鋭 く収める。体部 は指頭圧 えにより成形 され口縁

部 を横ナデしている。内面はハケロの後、花弁状 ら旋の ミガキを施 している。高台は形骸

化 しており平坦である。 (13)は 15回 、 (14)は 8回 の爪押 さえより貼付けられている。

瓦質土器釜 (15)

体部 から内傾する口縁部 をもつもので、端部は丸 く収める。内外面 ともに体部は指頭圧

えで成形 し、日縁部 は横 ナデしている。頸部 には断面台形の鍔を上向 きに貼付 けている。

S P02

土師質土器皿 (16、 17)

(16)は平坦 な底部 から斜め上方に立上がる体部 をもつもので、端部 を九 く収めるもの

である。体部の中程 までを一度横ナデする。赤褐色を呈 している。 (17)は斜め上方 に立

上がる日縁部 を持つものである顎状 に肥厚 し、端部 を鋭 く収める。体部 は強い指頭圧 によ

り成形 されて口縁部 を横ナデ しているものである。淡褐色を呈 している。

焙 烙 (20)

やや内傾する口縁部 もつもので端部 を九 く収めるものである。内面端部 には横ナデによ

って窪んでいる。頸部 には断面三角形の低い鍔力期占付 けられている。

瓦質土器鍋 (22)

斜め上方に立上がる体部 から手の字 に肥厚する日縁部 をもつものである。

S P03

土師質土器皿 (18、 19)

(18)器高の低い皿で平坦 な底部 から屈曲 しながら外方に立上がる口縁部 を持つもので

ある。日縁部 は一度強い横ナデ し口縁端部 は九 くつまんで収める。 (19)は 丸い底部 から

口縁部が斜 め上方に大 きく立上がるものである。口縁部 を一度横ナデし端部 に稜をもつも
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のである。

土師質土器釜 (23)

内傾する日縁部 を持つものである。端部 には面を持つ。体部内面は横方向のハケを施 し

ている。

瓦質土器鍋 (21、 24)

(20)は 内湾気味 に立上がる体部 から口縁部が真っすぐに立上がるもので、日縁端部 に

面 を持つものである。内面は横方向のハケロを施 している。 (24)は真っす ぐに立上がる

体部から外方にL字 に屈曲するもので端部 を鋭 く収めるものである。

S P04

土師質土器皿 (25)

やや上底の底部 から斜め上方 に立上がり、厚 く肥厚 して端部 を鋭 く収める口縁部 を持つ

ものである。体部 を強い指頭圧 えで成形 したのち口縁部 を成形 し横ナデしている。

S P05

土師質土器皿 (26)

底部 から内湾気味 に立上がる口縁部 を持つもので端部 を丸 く収める。日縁部 を一度横ナ

デ し端部 に稜を持つものである。

S P06

土師質土器皿 (27)

斜め上方に一度屈曲 しながら立上がり、端部 を鋭 く収めるものである。日縁部 を一度横

ナデしている。

S P07

瓦質土器鍋 (28)

真っす ぐに立上がる口縁部 から口縁端部 が内側 につまみだされ屈曲するものである。頸

部 には断面三角形の鍔が真っす ぐに付 くものである。

S P08

瓦質土器鍋 (29)

斜め上方に立上がり気味 に立上がる国縁部 を持つものである。日縁部端部 に1ま面を持つ。

頸部 には断面三角形の鍔が真っす ぐに付 くものである。

S P09

瀬戸三筋壷 (30)

-312-



真っす ぐに立上がる体部 から肩が内傾 して頸部 にいたり、そこより口縁部 が立 ち上がるも

のである。肩 と胴部 に沈線が巡る。頸部 から体部 にかけて緑色の釉がかかってぃた。

S P10(第 181図 )

白磁碗 (1)

斜め上方に立上がる国縁部をもつもので、口縁部が玉縁状を呈するものである。 〔太宰

府Ⅳ類〕に属するものとかんがえられる。

S Pll(第 181図 )

青磁碗 (3)

斜め上方に立上がる口縁部 を持つものである。緑灰色の釉がかかってぃた。

S P12(第181図 )

白磁皿 (4)

斜め上方に立上がる口縁部 から端部が短 く外反するものである。国禿げのものである。

S P13(第 181図 )

自磁碗 (2)

内湾気味 に斜め上方に立上がる日縁部 をもつものである。口縁部が玉縁状 を程するもの

である。

S P14(第 181図 )

瓦質土器鍋 (5)

開 き気味 に真っす ぐに立上がる口縁部 をもつものである。口縁端部 は面を持つ。体部内

面はハケロで調整 され、日縁部 は強い横ナデにより段 を成 している。頸部 には長い鍔が真

つすぐに貼付けられている。

S P15(第 181図 )

土師質土器皿 (6)

やや丸みを帯びた底部 から口縁部が短 く屈曲 して立上がるもので ある。口縁部 を三度横

ナデしている。底部中央 から口縁部 にかけて一枚*占土帯をひっつけた不連続 な継 目が認め

られる。

S P16(第 181図 )

土師質土器皿 (7、 13、 15、 16、 23、 24)

(7)、 (15)は底部のやや肥厚 したところから斜め上方 に立上がる日縁部 をもつ もの

で ある。日縁部 は一度横ナデして端部 に稜を持つものである。 (13)は やや内湾気味 に立
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上がる日縁部 をもつもので口縁端部を押 しナデしている。 (16)は大皿である。指圧えで

成形された底部から斜め上方に立上がる日縁部をもつものである。口縁部を一度横ナデし

たのち口縁端部押 しナデしている。 (23)は底部から斜め上方に丸く立上がる口縁部を持

つ もので、日縁部を一度横ナデし端部を丸く収めている。 (24)は斜め上方に真っす ぐに

立上がる口縁部を持つもので端部を鋭 く収めるものである。

S P17(第 181図 )

土師質土器皿 (12、 17、 18)

(12)は斜め上方に立上がる日縁部をもつものである。口縁部を一度横ナデし口縁端部

に稜を持つ ものである。 (17)、 (18)は内湾気味に立上がる日縁部を持つ もので 口縁部

を一度横ナデ している。

S P18(第181図 )

土師質土器皿 (19、 25)

やや尖底の底部から内湾気味に立上がる口縁部を持つものである。口縁部を一度横ナデ

して端部を鋭 く収めている。底部の中央から口縁部に向かって成形時の一枚粘上の粘土帯

を継いだ不連続な継 目が両者ともに認められる。

黒色化土師質土器椀 (40)

椀の底部である。ハの字に開く高台をヘラ押 さえにより貼付けた痕が体部に認められる

s P19(第 181図 )

土師質土器皿 (14)

平坦 な底部から短 く内湾するように立上がる口縁部を持ち、端部を内側に屈曲させるも

のである。日縁部を一度横ナデし端部に稜を持つ ものである。

S P20(第 181図 )

上師質土器皿 (26)

尖底の底部から斜め上方に立上がる体部から回縁部が屈曲するように立上がるものであ

る。口縁部を一度横ナデしている。

S P21(第 181図 )

土師質土器皿 (8)

丸みを帯ぴた底部から内湾気味に立上がる体部から屈曲するように口縁部が外反するも

のである。日縁部を一度強 く横ナデし、端部に稜をもつものである。底部中央から口縁端

部にかけて一枚粘土をまいて成形 した粘土帯の不連続な継 ぎ目痕が認められる。
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S P22(第 181図 )

土師質土器皿 (27)

尖底の底部から斜め上方に立上がる口縁部をもつもので、口縁部を一度横ナデして端部

を屈曲させている。

S P23(第 181図 )

土師質土器皿 (9)

平坦 な底部から外反するように立上がる口縁部を持つものである。口縁部を強い横ナデ

をして端部に稜 をもつものである。

S P24(第 181図 )

土師質土器皿 (20、 21)

(20)はやや尖底の底部から斜め上方に真っす ぐに立上がる口縁部を持つもので、回縁

端部を鋭 く収めている。 (21)は やや九みを帯びた底部から屈曲するように短 く口縁部が

立上がるもので端部を鋭 くおちめている。口縁部を一度横ナデしている。

黒色化土師質土器椀 (35)

内湾気味に立上がる体部から】巴厚するように口縁部にいたるものである。日縁部は強い

横ナデにより外反 している。高台はハの字に開くものである。

S P25(第 181図 )

土師質土器皿 似8)

指頭圧 えで成形 された底部から口縁端部を短 く屈曲させるように上方につまみ上げるも

のである 。口縁端部を一度横ナデしている。

S P26(第 181図 )

土師質土器皿 (10)

やや丸みを帯びた底部から外方に開くように立上がる口縁部をもつものである。日縁部

を一度強い横ナデをして端部に稜 をもつ ものである。

S P27(第 181図 )

瓦器椀 (36)

斜め上方に立上がる口縁部を持つもので端部を鋭 く収める。器壁は薄い。体部内外面に

は横方向のヘ ラミガキを施 している。

S P28(第 181図 )

土師質土器皿 (11)
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平坦 な底部から器高低 く斜め上方に立上がる口縁部を持つものである。底部近 くまでを

一度横ナデしている。

S P29(第 181図 )

土師質土器皿 (22、 29)

(22)はやや浮 き底の底部から斜め上方に立上がる口縁を持つものである。底部近 くま

でを一度横ナデしている。 (29)はやや浮 き底の底部から器高低 く口縁部が立上がるもの

で口縁端部を一度横ナデして面を持つものである。

S P30(第 181図 )

土師質土器皿 (30、 32)

椀曲する底部から斜め上方に立上がる日縁部を持つものである。日縁端部を一度横ナデ

している。 (30)の 内面には波形のナデが認められる。

S P31(第 181図 )

瓦器椀 (37)

斜め上方に屈曲 しながら立上がる口縁部である。端部は外反する。内外面ともに横方向

のヘラミガキを施 している。

S P32彿 181図 )

土師質土器皿 (31)

尖底の底部から斜め上方に立上がる日縁部をもつもので、口縁端部は一度強い横ナデさ

れて屈曲している。

S P33(第 181図 )

黒色化土師質土器椀 (33)

小型の椀で底部から屈曲して外反する口縁部を持つものである。口縁端部に沈線を持つ

ものである。

S P34(第 181図 )

瓦器椀 (38)

斜め上方に立上がる口縁部を持つものである。端部内面に沈線を持ち、内外面ヘラミガ

キしている。

S P35(第 181図 )

黒色化土師質土器椀 (34)

広ぃ底部から斜め上方に体部が立上がり、ヘラミガキと横ナデによって屈曲するように立
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上がる口縁部をもつ ものである。日縁端部は丸く収め内面に沈線を持っている。高台は台

形を呈 しハの字を呈 してぃる。体部には高台をヘラによって貼付けたときの痕が認められ

る。内面はハケロ調整の後花弁状のら旋 ミガキを施 している。

S P36(第 181図 )

瓦器椀 (39)

斜め上方に立上がる口縁部を持つものである。体部にはヘラミガキの痕が認められる。

S P37(第 181図 )

瓦質土器火舎 (41)

斜め上方に】巴厚 しながら端部を内面につまみだすように立上がらせる口縁部を持つもの

である。体部は指頭圧 えで成形 し口縁部を横ナデしている。

S P38(第 181図 )

瓦質土器火舎 (42)

肥厚しながらまっす ぐに立上がる口縁部から端部を丸みをもたせ内側につまみ出すもの

である。

S P39(第 181図 )

山茶碗系こね鉢 (43)

斜め上方に立上がる体部から回縁部が屈曲するように外反するものである。端部は肥厚

して丸い。

東播系中世須恵器こね鉢 (45)

斜め上方に立上がる国縁部をもつもので端部は押 しナデされ玉縁状を呈するものである

S P40(第 181図 )

瓦質土器鍋 (44)

真っす ぐに立上がる口縁部を持つもので端部に面を持つものである。頸部にはやや下方

の金拳を貼イ寸けている。

S P41(第 182図 )

土製品土錘

柱穴よリー括で出土 した土錘である。形状は円筒形から、ビヤ樽形、算盤玉形までのも

のがある。大 きさとしては長さ約 4 cm～ 7 cm、 幅2.5cm～ 3.5cmの もので種々さまざまな大

きさのものが認められた。大きさにより、網の部位が違 うものと考えられるが、これが一

網分のものであるかどうかは難 しいところである。
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Ⅲ小 結

ここで第 9調査区の調査で得られた成果を簡単にまとめる。この地区は中世期の横江遺

跡の中心部をなすものと考えられるものが検出された。まず、遺構としては四方を囲む濤

跡 と区画があり、敷地としては方形で (あ る時期にそれをさらに2つ に割っている。)他

の地区のよりも2倍ほどの敷地面積を持っている。この区画は特に土壇状に上を盛上げて

おり、その上ド建物等がの遺構形成されていた。土壇の上には千を越える柱穴跡と井戸、

多数の上羨が認められた。遺構の数としても他の地区からはかんがえられないほどの密度

である。また、区画濤の 1個所より橋の痕跡 と考えられる遺構も検出されている。これら

の特異制は遺物からも伺え、量は他の地区の数倍もの土器が出土しており出土したものも

様々な器種が認められた。他の地区に認められないものとしてはまず多量の青白磁があり、

なかでも特殊 な器種 として仏事にはかかすことのできない白磁の香炉、自磁の仏花瓶、

青白磁の合子等が認められており、県下では例のない梅瓶の破片が 4、 5体分出土してぃ

る。また、他にも東播系中世須恵器こね鉢や山茶碗系こね鉢などの多量も多く、瀬戸三筋

壷ゃ信楽・常滑 。渥美等の大型製品もこの地区では多量に認められている。石鍋もこの地

区からだけ出上してぃる。

これらのことからこの区画はこの集落において中心的な位置を占め集団の中心的な役割

も果たしていたと考えられ、有力な人々の住まいであったことが考えられる。

(木戸 )
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第10節 第10調査区

第 7調査区と第 9調査区の間約420ポ を対象とした。遺構は古墳時代の濤と土鍍、中世の

掘立柱建物と区画溝などがある。

I、 古墳時代の遺構と遺物

遺 構

濤 (SD-1)

調査区西側で検出した南北濤である。最大幅1.9m、 深さ40cmを 測 り、断面形は緩いU字

形を呈する。埋土は黒灰色粘質土の単層である。遺物は土師器の甕、高杯、器台 (第185図 )

が出土した。年代は布留式併行期とみられる。

土接 (SK-1)

調査区仮設電柱が設置 したため全掘は行なわなかつた。現状では長径2.7mを測る楕円形

を呈する。深さは80cm程で湧水点に達している。遺物は埋土中から7C初頭とみられる須

恵器杯身片が出土した。

遺 物

SD-1(第  図 1～ 4)

1。 2は受口状口縁甕である。口縁部の顎の稜は弱 く、端部はわずかに外方へつまみ出

されている。 3は高杯である。林底部と口縁部の境の稜は甘 く、脚部はハ字に開く。脚柱

部内面にしばり目がみられる。 4は円錘形に開く器台の脚である。円孔は4孔を穿つ。

Ⅱ、中世の追構 と遺物

遺 構

掘立柱建物 (SB-1。 2)

SB-1(第 183図 )

調査区西側で検出した 3間 × 2間の総柱建物である。主軸方位はN-39° 一Eを示 し、柱

間距離は桁行1.9m、 梁行2.lmを 測る。柱穴掘方は形状・規模にばらつ きがみられるが、

柱穴は直径20cm程度の円形である。柱穴埋土はおおむね灰褐色上の単一層である。

SB-2(第 183図 )

SB-1の 北東約 6mの位置で検出した。 2間×2間の総柱建物である。主軸方位はN

-38° 一Eを示 し、柱間距離は2.lmを 測る。柱穴には切り合いがみられることから数度の

建てかえが想定できる。柱穴埋土はおおむね灰色上の単一層である。
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第183図 掘立柱建物平面図
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濤 (SD-2～ 4)

SD-2

調査区の南側で検出 した区画溝である。第 7調査区 SD-1の 延長部 にあたり、調査区

南端で東西方向の区画濤 に合流する。濤幅は 3～ 4m、 深さは0.5mを測 り、断面はU字形

を呈する。埋土は 3層がほぼレンズ状 に堆積する。土師器と黒色土器。陶器の破片が出土

したが、量は少なかった。

SD-3

SB-2の 北東に隣接 した、幅30cm、 深 さ4 cmを 測 る小濤である。埋土は灰色土の単一

層で、追物は土師器片が少量出土 している。 SB-1に 付随する雨落 ち濤の性格を有する

ものと考えられる。

SD-4

SB-1の 北西に隣 して検出 した小濤である。幅20cm、 深 さ2～ 3 cmを 測 る。埋土は淡

灰色上の単一層である。 SD-3と 同様 SB-1の 雨落 ち濤 と考えられ。

SK-2

土渡 (SK-2,3)

調査区北西で検出した楕円形の土損で、一部を区画濤に切られている。長径1,7m、 深さ

10cmを 測る。断面は皿状を呈し、底面は平坦である。埋土は淡灰色の単一層で、土師質焙

烙と砥石が出土した。

SK-3

調査区北東で検出した楕円形の土憤である。SB-2東 コーナーの柱穴 とSD-3を 切

る。長径 2m、 短径1.5m、 深さ20cmを測る。底面は鍋底状を呈する。淡灰褐色土の単一層

である。

遺 物

SD-2(第 185図 6～ 10)

6は土師質鍋である。内弯する体部から口縁部は屈曲して受口状に立ち上がる。頸部と

体部外面に指頭圧痕が残る。 7～ 9は陶器である。 7は こね鉢で、口縁部は直線的にのび

端部は】巴厚 し方形状を呈す。端部に沈線状の凹みを有す。色調は口縁部外面のみ淡灰青色

で他は赤茶色である。胎土は黄橙色 を呈 し、長石を多量に含む。 8は瀬戸灰釉の壺の外部

と考えられる。胎土は灰白色を呈 し、外面に淡緑灰色の釉が薄 くかかる。 9は こね鉢の底

部と考えられる。内面は平滑で使用瀕度は高い。外面に縄目痕が残る。色調は淡橙茶色を
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第185図 第10調査区出土遺物

呈 し、胎土は長石を多量 に含む。 7・ 9は信楽産 と考 えられる。10は砥石である。使用痕

は二面が認められる。上端 に刃物状工具 による切断痕が残 る。色調は灰白色 を呈す軟質な

石である。

SK-2(第 185図 5。 11)

5は土師質の焙烙である。内弯する体部から口縁部は内傾 して立 ち上がる。鍔は断面三

角形状の小 さなものを貼 りつける。口縁部外面ナデ、体部外面ヘラ削 り、鍔直下 と内面は

横方向のハケロを施す。11は砥石で自然石を用いている。使用面は一面が観察で きる。

小 結

本調査区は比較的小面積ではあったが、区画濤で囲まれた屋敷の一部を検出するなど、

かなりの成果をおさめることができた。屋敷は南北26m、 東西13m以上の規候で2棟の建

物が整然と配置されていた。屋敷はさらに西にのびることが確認されており、次年度の調

査成果と合わせれば、この屋敷内の様子がより明らかになると考える。

∠:`!:」士llささゝ 4
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第 V章 横江遺跡の今後のために

最後にあたり横江追跡の今後のために、この調査によって得られた成果を時代ごとにま

とめ追跡を理解するための一助として結びとしたい。

縄文時代晩期

今回の調査において一番古ぃ遺物はこの時代のものである。第 5。 8調査区の旧河道と

呼んでいる現在の海道川と重複するように走る濤から、長原式の縄文晩期の深鉢 と石斧が出

土してぃる。第 6調査区の旧河道からも石斧が出土している。これらは河跡から検出されて

いることを考えると上流に存在する集落より流れついたものと推察される。現在縄文時代

の多くの遺跡 は現在湖岸べりを中心に発見されているが今後さらに調査がすすむにつれて

内陸部にも集落跡が発見されていくことを物語っている。

弥生時代中期

この時代のものとしては第 5調査区の旧河道跡から出土した土器が 1点 だけである。

弥生時代後期

この時代をものとしては第 5、 8調査区の旧河道より出土してぃる多数の土器が掲げら

れる。弥生時代後期を遡るものはすべて河跡出土の遺物であるところから上流より流れつ

いたものと考えられる。上流ではすでに横江・大門追跡 として調査されている地点で弥生

時代の集落跡が存在することが確認されており、このことから横江追跡における弥生後期

以前の集落はこの地点より東あたりに中心があると考えられる。遺跡地図上の横江遺跡の

範囲は広大にくくられている。一応追跡の範囲のなかには含まれているが、今後は時代ご

との集落の範囲をこれらの資料をもとに限定する可能性と必要があると考えられる。

弥生時代末い古墳時代初頭

今回の調査における歴史の曙はこの時代に求めることができる。第 1調査区と隣合 う第

3調査区、第 8調査区を中心に庄内から布留式古段階にいたる土器が出土した土羨と孤立

柱建物群で構成される集落跡が検出されている。出土遺物の傾向としては非常に高杯 と小

型丸底重の出土が多いことが上げられる。生活の場というよりも第 2調査区の縦櫛が出土

した大型土族を代表とするように祭祀性の性格の強い遺構群と考えられる。中央を意識す

る土師器類と祭市E性が色濃 く感 じられる。
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古墳時代前期～後期

この時代の遺構としては第 8調査区に存在する土壌と掘立柱建物、第 9調査区より出土

している土器群がある。これらのなかには5世紀に遡 りそうな須恵器も検出されており、

早い時期における新たな文化の入来が認められる。また、第 8調査区の上羨からは県下で

も珍しい製塩土器が土装ょリー括で出土してぃる。これらは瀬戸内式のものであり、塩が

水系をたどり持込まれた姿が思われる。

飛鳥時代～藤原時代

この時代のものとしては第 1調査区の旧河道からは磨滅 していない重弧紋の軒平瓦が 1

点出上してぃる。近江は白鳳期～飛鳥期の氏寺の多い土地である。そのなかでも特に湖南

地区を中心とするところは廃寺の銀座である。これらの寺は一郷一寺以上の距離間隔で認

められるところであり横江遺跡の近くにおいても長束廃寺・上寺廃寺・欲賀廃寺などの存

在が考えられている。しかし、これらの寺は位置的に河道より離れた下流に存在している

今後、横江を中心とした上流古高あたりに一寺存在する可能性も出てきたといえる。

奈良時代～鎌倉時代前期

これらの時期の追構としては、第 5調査区に奈良時代の濤が認められ第 2調査区で平安

前期の柱穴と土墳墓が検出された。集落は形成されていないものと考えられる。

鎌倉時代後期～室町時代末

今回調査 した調査区から検出された遺構の大部分はこの時期 (13世糸己後半～15世紀初頭 )

に形成され存続 したものである。集落はこれまでの研究を凌駕するような内容をもった

ものであり、特筆すべき点が多数認められた。以下に遵騰と遺物に分けそれらの内容に詳

しく説明を加えたぃ。

(イ )遺 構

造構の在り方については幾つかの特筆すべき点が認められた。

①集落が河と河に扶まれた三角洲上に形成されている点。

集落の両端は現在も流れる海道川・境川・旧河道とによって扶まれた中州上に築かれ

ていることが調査により明らかになった。区画濤の端は全て河に落としこむ形になって

いた。集落の大外を流れる川はすべて幅20mを 越えるもので自然の濠となっている。ま

た、その河は琵琶湖に流れこんであり、西の境をなす海道川との呼名のとおり海運とし

ての交通の便も荷なっていたものと考えられる。西から南の境をなす境川は名のとおり

律令期の那郷制による野州郡と栗太君Бとの境をなすものである。北の境は現在は埋 り認
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められない、幅20mの 旧河道が検出された。近年、中世集落の立地には共通性があると

いうことで問題となっている。ここ横江遺跡の中世集落もそのような「無縁 。無住の地」

である中州 。川原・浜等のうちの中州状にあたるものと考えられる。

②堀と道によって区切られた区画を持つ集落である点。

河により囲まれた集落の内部は基本的に全て幅4mの濤で区切られていて、短辺30m

×長辺50mの長方形の敷地を形成してぃる。敷地は横方向と縦方向の交互の組合せによ

り成立ってぃる。敷地の内は3棟から4棟の掘立柱建物と数基の井戸によって構成され

ていた。区画と区画の間には道は存在しない。隣接する敷地への往来には第 9調査区に

認められた橋跡に代表されるように板橋が考えられるが、現在も近江に多数認められるよ

うな船による往来が想定させられるところである。このような中世期における集落形態

は近年の発掘調査で増加する傾向にあり、少なくとも西日本では同じような時期に不偏

的に発生し形成されているものと考えられる。 その意義を今後問っていかなければなら

ない。

③これらの集落は計画をもってつくられており、都市計画集落である点。

集落は土器の時期より13世紀後半に一気に造られ、15世紀初頭には廃絶されたことが

調査の結果より判明した。そこには前時代からの発展性や次の次第への存続性は認めら

れない。ひとつの区画は掘に袂まれた土地を単位とし、第 9調査区の一際大きな区画で

土壇を持った遺構の区画を中心に据え核 となし、それを中心に基準として、区画を割 り

こみ敷地と集落を形成している。堀と敷地は河までを有効に利用して区画割 りしていく

という計画性が認められる。また、区画割りをする上で蛇行した河川に接する区画につ

いては長方形の敷地を確保する為に蛇行弯曲した部分を埋立て追構を形成しているとこ

ろが認められた。これらのことは、ある特定の集団と共通意識による再開発や開拓が新

たな土地に対して行われた結果のものと考えられる。

(口 )遺 物 (第 186～ 188図 )

供膳形態の内、椀は黒色化土師質土器を14世紀いっぱい使用している。皿は土師質土

器で京都系の搬入品と模倣品、在地系のもので構成されている。他に自磁の碗・皿青磁

の碗 。杯・皿も多数認められた。煮沸形態は在地の土師質土器釜と瓦質土器三足釜、釜

鍔付き鍋、受口鍋、滑石製石鍋で構成されていた。調理形態としては煎 りものとして近

江独特の焙烙の初源期のものが認められた。こねるものとしては東播系中世須恵器こね鉢

が全般に認められた。高台付き山茶碗系こね鉢も東播系のものと同等の量が認められた
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また、すでに信楽のこね鉢も若千であるが出現している。他に常滑の鉢をまねたものか土

師質土器の片口鉢も認められる。数点であるが瀬戸のおろし皿も認められる。貯蔵形態

としては瀬戸の平瓶、三筋重、常滑の壼・甕、渥美の重、調度形態としては、瀬戸の天

目碗、瓦質土器の三足平盤火合、菊花八稜火鉢、瀬戸の香炉、瓦質土器の香炉、白磁の

香炉、青白磁の合子 。梅瓶、硯、自磁の水滴、瀬戸、自磁の仏花瓶等が認められた。こ

れらの多くはいわゆる棚飾りものである。集落の中心となった土壇を持つ区画の特異性

が考えられるところである。これらの遺物は、おおよそ鎌倉木から室町時代の土器組成

を理解できるものであった。

(ハ )ま とめ

これらのことから横江遺跡は特定時期に形成された「集落」と呼ぶにふさわしい集落

であるといえ、農業を共通項とした村落はもとよりもある共通の意識 (宗教 。武力)と

目的 (自 治・防御)の もとに生活した人々の集住地、環濠都市的な集落としてとらえるこ

とができるものといえる。また、これらの型の集落のおおくが15世紀を境に廃絶 してい

ることがそれを示唆している。さらに、集落の立地や集落内の長方形の区画割りは後の

時代の寺内町 。城下町・城下町的都市に顕著に認められる町割 りの形態であり、すでに

ここにその祖形と萌芽が認められるものである。

近江には早 くから浄土真宗がはいりこんだ地である。横江遺跡の周辺においてもまだ

寺化していない在地有力者を毛坊主とした集団の惣道場が点々と点在している。さらに

それらは南北朝の動乱と連如の時代を経て、一向一揆とともに金森城の寺内町を形成し

ていく、そしてそれらは信長の登場とともに駆逐され、楽市楽座 とともに城下町に再編

されていくわけである。横江遺跡はこういう歴史のながれの直 ぐそばで成立し衰亡して

いった集落のひとつである。今後これらの研究が中世以降の集落研究で農業生産だけを

判断基準にしてきたことの限界を示唆 していくとともに、近世の夜明を明らかにしてい

くのではないであろうか。

以上が、今回発掘調査を実施 した結果によってあきらかにした一部である。発掘調査・

整理報告は一つの集落追跡の半分にしかおよんでいない。しかし今後、引き続き残 りの半

分についても発掘調査・整理報告が実施 しされる予定である。それらの全てを含んで、横

江追跡が中世集落研究の一角を荷なう資料となっていくことを願って「横江追跡の今後の

為に」の結びとしたい。

「
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